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は じめに

「1億 総中流」 と呼ばれた横 並びの画一的人生設計か ら、現在 、個人 が 自己責任 の も

とに、多様なライフスタイルを 自由に選択 しうる時代へ と変化 しつつある。

人生への自由度 が高まる一方で 、少子高齢化社会の進展や産 業 ・経済の構造的変化 に伴

う雇用形態の多様化 ・流動化等の近年の社会状況は、将来に対す る不透 明感 を増大 させて

い る。 そのよ うな中で、自己を確立できず 、自分の意志 を明確 に示す ことができない社会

的 に未成熟な若者が増加 し、晩婚化 ・未婚化 、フ リー ターや早期離職な どの一要 因 となっ

てい ることが指摘 され てい る。 自分で人生 をデザイ ンすることが求 め られ る中で、これか

らの子 ともたちは、 どのよ うに自分 を規定 し、また、 どのよ うな情報 に基づき 自分の人生

設計 を行 うのか。子 どもた ちに学校教育を通 じて育成できる能力 とは何で あるのか。教育

関係者のみな らず、保護者、産業界 か らも、この よ うな多 くの問いが喚起 され よ う。

子 どもたちの職業観 、勤労観 を醸成す るために、文部科学省 は平成14年11月 に 「キャ

リア教育の推進に関す る総合的研 究協力者会議」を設置:し、平成16年1月 に報告書 「児

童生徒一人一人の勤労観 、職業観 を育て るために」を作成 した。報告書では、「キャ リア」

とは 「個々人が生涯 にわたって遂行す る様 々な立場や役割の連鎖及びそ の過程 にお ける自

己と働 くこととの関係付 けや価値付 けの累積」 と捉 え、この 「キャ リア」 の概 念 に基づい

て、 「児童生徒一人一人のキャ リア発達 を支援 し、それぞれ にふ さわ しいキャ リアを形 成

してい くために必要な意欲 ・態度 をそだてる教育」 一すなわち 「キャ リア教育」 を推進 し

てい くための基本的な方向について提言 を行 ってい る。

本研究は、このよ うな社会的状況 ・背景のも と、 当研 究所の政策研究課題 リサーチ経 費

(平成15～17年 度)に よ り、子 どもか ら成人まで を研究対象 とし、「キャ リア」概 念の発

達過程 を追いなが ら、その発達 を 「社会」 と 「個人 」の相互作用の視点で捉 え、最終的 に

は、社会か ら個人へ の支援 して、何が求 め られてい るのか を明 らか に しよ うとした もので

ある。

併せ て、キャ リア発達 とい う現代的教育課題 を中心に据 えなが ら、従来 、児童 ・生徒(学

校教育)と 社会人 を別個 に対象 として調査 ・研究 されてきた領域 を縦断的 に扱 い、:職業の

みな らず家庭生活設計や人生観 な ど個人のライ フコースを視 野に入れて生涯学習体系化の

意義 を探 ろ うとしてい る。

上記の 目的を遂行す るた めに次の三つの調査研 究 を行 うことを企画 した。

(1>児 童 ・生徒のキ ャリア発達に関す る質問紙調 査

(2)成 人(高 卒以降)の キャ リア発達過程 に関す るイ ンターネ ッ トを介 した質問紙調査

(3)キ ャ リア形成 に関す るイ ンタ ビュー調査

(30代 後半か ら高齢期 にわたる人 々で継続的 な仕事を持 ち様 々な領城で元気 に活躍 し

ている人々を対象 にイ ンタビュー調査)

本報告書は、上記(2)の うちの、成人 を対象 とした調査研究 と上記(3)を ま とめた

ものである。 この研究 による調査結果 、及び知 見が今後の 「キャ リア教育」の基礎的 な資

料 となれば幸いである。

平成18年3月

国立教 育政策研究所長

矢野 重典
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Ⅰ.調査の概要



Ⅰ一1調 査実施 の概要

1.社 会人対象質問紙調査

(1)目 的

生涯にわたるキャリア発達の過程を明らかにす る研究の一環 として、平成15年 度の小学5年

生、中学2年 生、高校2年 生、平成16年 度の大学4年 生を対象にした質問紙調査に引きi続き、

平成17年 度に成人を対象 とした質問紙調査を実施 した。

この成人調査は、成人の職業観、生活満足度、離転職の経験、生涯学習の希望や子 どもがいる

対象者については、保護者の立場から、子 どもの職業や将来のライフコースに対す る期待などを

明らかにすることを目的 とした。具体的な調査項 目については、章末の調査票 「職業意識に関す

るアンケー ト」を参照 されたい。

(2)調 査対象者

30～40歳 代 の社 会人男女2000名

(3)調 査 の実施

平成17年3月20日 か ら約1週 間、イ ンターネ ッ トに よる質 問紙調査 を実施 した。

回収数 が所定 の数 にな った ところで打 ち切 り。

2.イ ンタビュー調査

(1)目 的:

・男性 と比べて、結婚、子育て、介護など他者 との関係性に基づき発達すると言われ る女性のキ

ャリア発達の特異性に主眼をおく。

・ライフ ・ヒス トリーを聴取する中で、女性の人生における職業の位置づけを明らかにする。

・女性のキャリア ・コースに影響を与える社会 ・経済的背景などの社会的要因と成育歴や学歴 ・

学習歴な どの個人的要因を特定する。

・質問紙に関連する項 目を過去の 「ふ りかえ り」により聴取することで、小学校、中学校、高等

学校などの質問紙調査の妥当性 を検証する。

(2)対 象者:

・40歳 以上の女性で現在職業に従事している者(高 齢者の場合過去に職歴のある者)

・主観的に元気で 「いきいき している」 と判断 され る者

・34名(女 性29名 、男性5名)
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4)学 校 体験

一教育 に対 す る親 の考 え方 ・子 どもの頃の夢 ・子 どもの頃の性格

・小学校 か ら最終学校 卒業までの休学 ・留 年 ・浪人 ・退学な どの有無

・先 生に関 して印象 に残 ってい るエ ピ ソー ド

・友人関係 で印象 に残 ってい るエ ピソー ド

・クラブ活動 ・アルバイ ト ・ボラ ンテ ィア で印象 に残 っているエ ピソー ド

・遊びや趣 味

5)自 立の状況

・自立の時期における自分の生き方や人生観 ・自立時に夢見た生活設計

6)仕 事

・人生に仕 事が 占める重み ・子 どもの頃の夢の達成度

・職業選択 ・継続で影響を受けた人 ・職業に役立った学習経験や資格

・結婚 したことによる仕事への影響

・子 どもを持っていることでの仕事への影響 と対応

・仕事をしているのを一番喜んでくれている人

・仕事をする上で子どもの頃から教えておいたほうがよいと思われること

・職業を持 ちたい学生がやっておくべきこと

7)ラ イ フコース

・自分 が心理 的に安定 した と思った時期 とそ の要 因

・生 き る上 で大 きな影響 を受 けた人 ・一番 うれ しかった こ と

・危機 を乗 り越 え られ た理由 ・危機 の生活へ の影響

・今後 の 自分 の生 き方 ・死 につ いて の とらえ方

・一 番・つ らか っ た こ と

・心 の よ り ど ころ

8)そ の他

・社会貢 献 の意 識 ・30代 ・40代 ・50代 ・60代 前後 の頃の 自分の気持

・今 までの経験 の 中で大 事な もの
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(3):聴 取 内容:

1)属 性

・生年月 日

・既往 歴

・最終学歴

・社会活動

・職歴 ・結婚歴 ・出産年齢

2)現 在の家族

・配偶者の最終学歴

・子供の既往歴

・配偶者 の職歴

・子 どもの進 路

・配偶者の既往歴

3)成 育家族

・出身地 ・地域の特色

・家族を離れた時期

・引越 し経験:

・家族構成 ・生活程度 ・父母の職業

・父母の病気 ・引退 ・死 亡 ・き ょうだ いの進路



表1-1イ ンタ ビュー者 属性一覧

【男性】

【女性】
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注:年 齢はインタビュー当時
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(2)学 歴区分

性別 に よる学歴 区分 を表2に 示 した。男性 は 「大 学」が54%、 「高校 」が22%、 女性 は 「大

学」 が31%、 「短期大学 」25%、 「高校 」が27%で ある。

表2性 別×学歴 区分

Ⅰ -2調 査結果の概要

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部部長

山 田 兼 尚

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官

岩 崎 久美子

性別、年齢区分と各調査項 目とのクロス集計(三 重 クロス)に 基づいて調査結果を検討 し、そ

の概要を紹介する。

1.調 査対象者の属性

先ず、性別と調査対象者の属性 一年齢区分、学歴、在住地域分類 とのクロス集計結果を示す。

(1)年 齢区分

性別による年齢区分を表1に 示 した。調査実施計画時に、調査対象者数:を男女各1000名 、各

年齢区分250名 と設定した。インターネ ットによる調査であるので、目標 に達 した時点で調査

は終了させているので、ほぼ計画とお りの対象者数が得 られている。

表1性 別×年齢区分



(3)居 住 地域 区分

調 査対象 者 の居 住地域 区分を表3に 示 した。 「東京 」(16.7%)、 「神 奈川 」(10.9%)を 中心 と

す る 「関東 」地域が最 も多 く45%、 次 いで 「大阪」(8。4%)、 「兵庫 」(6.1%)を 中心 とす る 「近

畿」地域 が20%で ある。居住地域 区分 に よる性別 による偏 りはほ とん どない と言 ってよかろ う。

表3性 別×居住地域 区分

2.調 査項 目の回答結果

調査票 の順 に従 って、各調 査項 目と性別 と年齢 区分に よる三重 クロスに よる集 計結果を検討 し

てい く。以下 にお いて、年齢 区分30歳 ～34歳 は 「30歳 」、35歳 ～39歳 は 「35歳 」、40歳 ～44

歳は 「40歳 」、45歳 ～49歳 は 「45歳 」 と標記す る。

(1)現 在 の状況(Q3図1)

現在 の状 況 につ いて、 「常勤 と して働 い てい る」、 「パー トタイマー として働 いてい る」、 「非 常

勤 ・アル バイ トとして働 いて いる」、「専業 主婦 ・主夫」、「その他 」の5選 択肢で 回答 を求 め、結

果 を図1に 示 した。

男性 のほ とん どは(93～96%)が 「常勤 として働 いてい る」。女性 の 「常勤 として働 いてい る」

は、 「30歳 」 が28%で 最 も多 く、そのほか の年齢 区分では、22%程 度で ある。 また、女性 の最

頻 値カテ ゴ リで ある 「専業主婦 」は、「30歳 」、「35歳 」が50%近 いが、「40歳 」、「45歳 」では、

40%前 後 で ある。一方 、「パー トタイマー 」は、「30歳 」、「35歳 」が10%強 で あるのに対 して、

「40歳 」、 「45歳 」は20%強 である。「専業主婦」 「パー トタイマー」 は、相補的 な関係 のある

こ とが推察 され る。
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図1現 在の状況

(2)現 在 の仕事 の内容(Q3-1図2-1-1、2)

「常勤 として働いて いる」人の仕 事(職 業)の 内容 につ いて、九つ の職業分類 を用意 して回答

を求 め、その結果 を 図2-1-1(男 性)、2(女 性)に 示 した。

図2-1-1現 在 の仕 事(職 業)男 性
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図2-1-2現 在 の仕事(職 業)女 性

男性 で は、「専 門的 ・技術 的職 業」が26～29%、「 事務的職 業」が23～32%の 範囲 にあ り、上

位 を 占めて い る。 「事務 的職 業」の年齢 区分で、 「30歳 」の32%が 目立ってい る。 「管理 的職 業」

は5～15%の 範 囲 で、 当然 のこ となが ら年齢 の進行 に伴 って、その割合 が増加 してい る。反対

に 「技能 工等お よび 労務 の職業 」は8～14%の 範囲で 、年齢 の進 行 に伴 って、その割 合が減少

してい る。

女性 で は、 「事 務的職 業」 の割合が最 も多 く、45～60%、 次 いで 「専 門的 ・技術 的職 業」 が

13～29%、 「サー ビスの職 業」 は5～11%の 範 囲にある。

次 に、「専門的 ・技術的職業 」の下位分類 につ いて、7つ 職 業分類 によ り回答 を求 めた(Q3-ISQ

図2-2-1(男 性))結 果 をに示 した(女 性 については、年齢区分 に含 まれ る対象者が少 ない

ので 図は割愛 した)。

男性 で は 「科学研 究者」が0～22%、 「教育 の職業」 が3～14%の 範囲 であ る。 「その他 」が

48～61%で 各年齢 区分 で最 も多 くなってい るが、 ここに 「技術 的職 業」が分類 され てい ると推

察 され る。
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図2-2-1専 門的 ・技術 的職 業 の下位 分類(男 性 のみ)

(3)両 親等 の仕事 との関連(Q3-3図3)

現在 ついてい る仕事(職 業)が 、身 近な人(両 親 、親 戚 な ど)の 職業 との関連 の有無 につ いて

みたのが図3で ある。

両親 等の仕事 と関連 が ある とい う回答は、男性 は9～16%、 女性 は11～16%の:範 囲 に ある。

女性 において、年齢の進行 に伴 って、関連が ある とす る回答 が増加す る傾 向が若 干み られ てい る。

図3両 親等 の仕 事 との関連
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(4)現 在 の仕 事 に就 いた経緯(Q3-4図4)

現在 の職 業に就 いた経緯 につ いて、5つ の項 目を用意 し、「そ うで ある」、 「そ うでない」 の2

選択肢 で回答 を求 め、その結果 を図4に 示 した(「 そ うであ る」の回答 率)。

「2)仕 事 を選択 す る ときに、悩み なが ら自分の意志 で努力 して就いた」の 「そ うであ る」の

回答率 は、男性 が43～53%(平 均値49%一 以下、平均値の記述 は省略)、女性 が33～55%(46%)

図4現 在 の仕事 に就 いた経緯

【1】かなり早くから関心を持ち努力して就いた】 「そ うである」の 回答 率

【2)仕事を選択するときに、悩みながら自分の意志で努力して就いた】

【3)仕事があれば何でもよく、特定の仕事に深い関心はなかった】

【4)就きたい仕事がわからなかったのでとりあえず就いた】

【5)就きたい仕事に就けなかったのであきらめて就いた】
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(6)転 職 の可能性(Q5図6)

現在 の仕 事 を 「も し変 え ることが できる とした らど うす るか」とい う質 問に よ り、4選 択肢 で転

職 の可能性 を捉 え、結果 を図6に 示 した。

「す ぐ変 える」 と 「しば らく考えてか ら変 える」 の合 計の回答率 に注 目す る と、男性 が40～

51%、 女性 が35～44%の 範 囲で ある。半数近 くの調査 対象者 が転職 の可能性 を指摘 してい る こ

とにな る。

一11一

の範囲で、5つ の項 目の 中でその割 合が最 も高 い。 次いで 「1)か な り早 くか ら関心 を持 ち努 力

して就 いた」が、男性 が28～35%(32%)、 女性 が19～36%(25%)の 範囲で あ る。 これ ら2

項 目は、仕事 に就 く際にかな り積極 的な姿勢 が うかが われ る項 目であ る。反 対に消極 的な姿勢で

ある、 「3)仕 事が あれ ば何 で もよ く、特定 の仕 事 に深 い関心はなかった」は、男性 が25～27%

(26%)、 女性 が27～39%(32%)の 範囲 、また、「4)就 きたい仕事が わか らなか ったので と り

あえず就 いた」 は、男性21～29%(26%)、 女性 が18～29%(25%)の 範囲で あ る。

「5)就きたい仕事 に就 けなか った のであき らめて就い た」とす る回答は、5項 目の 中で最 も少な

く、男性 が10～18%(13%)、 女性が2～15%(8%)の 範 囲であ る。

いずれの項 目におい ても、年齢 区分 による回答 率の差 は女性 の方が大きい傾 向にあ る。

(5)現 在の仕事は理想の仕事か(Q4図5)

現在の仕事(パ ー トタイム、アルバイ ト、専業主婦 ・主夫を含む)が 理想 とするものか否かに

ついての結果を図5に 示 した。

理想の仕事であるとする回答率は、男性が42～46%、 女性43～46%の 範囲である。男性 ・女

性共にほぼ同様の回答率で45%前 後が理想の仕事であると回答 していることになる。年齢区分

による差異も少ないといって良かろう。

図5現 在の仕事は理想 とす るものか



図6転 職の可能性

「変 えない」 とす る回答率 は、男性 が28～42%、 女性 が25～35%の 範 囲で、年齢進行 に伴 っ

て、増加 す る傾 向がみ られ る。 また、 「わか らない」 の回答 もかな りみ られ、男性が16～22%、

女性 が25～30%の 範囲 であ る。

次に、 「す ぐ変 える」/「 しば らく考 えてか ら変 える」 と転職の可能性 がある と回答 した調査

対象者 にそ の理 由(Q5-1)に つい て、14項 目を用意 し、「よくあてはま る」、「あてはま る」、「あ

ま りあて はま らない」、「全 くあては ま らない」の4選 択肢 で回答 を求 め結果 を図6-1に 示 した

(「よ くあ てはま る」 と 「あて はまる」の合計の 回答率)。

転職 の可能性 の理 由 として、 「よ くあてはま る」 と 「あてはまる」 の合計 の回答 率が最 も高いの

は、 「8>将来 が不安定 であ る」で、男性 が59～76%(70%)、 女性が57～68%(62%)の 範 囲

である。 次 いで、 「1)賃金 が よくない」 で、男性 が51～72%(64%)、 女性 が56～59%(57%)

の範 囲で、「2)働く時問や休 暇 に不満 がある」は、男性 が53～73%(61%)、 女性 が52～61%(57%)

の範 囲で ある。 さらに、平均値 が50%を 超 えてい る理 由に注 目す れば、 「13)や りがいが感 じら

れ ない」が男性 が46～62%(53%)、 女性 が43～56%(50%)の 範 囲であ る。 これ ら4つ の理

由は、いずれ もネ ガテ ィブ なもので あるが、ポジテ ィブ な理 由では、「12)幅広 い経験 をす るため」

は、男性 が40～63%(55%)、 女性 が50～66%(57%)の 範囲、 「11)キャ リアア ップのた め」

は、男性 が33～61%(50%)、 女性が39～54%(48%)の 範囲であ る。

上記の6つ 理 由で は、男性 と女性 の回答 率の平均値 にそれ ほど大 きな差(10ポ イント以下)は み

られ てい ない。年 齢 区分間 の差 につ いては、女性 では少 ないが、男性 では、「11)キャ リアア ップ

のた め」、「12)幅 広 い経 験 をす るた め」の2つ の理 由は年齢の進行 に伴 って、この回答率が減少 、

「2)働く時 間や休 暇に不満が ある」 では増加 して いる傾 向にある。
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【1)賃 金 が よくない 】

6-1転 職の可能性の理由

「よくあて は まる」「あて はまる』の 回 答 率

【2)働く時間 や休 暇に不満 がある】

【3)仕 事 の 内容 が単調すぎてつまらない】

【4)仕 事 の内容がきつい】

【5)仕事 の内容が 自分に合わない】

【6)人間関係 がうまくいか ない】

【7)男女差別 がある】



【14)結婚 、育児 、介護 などに配慮 がない】

一一14一 一

【13)や りが いが感 じられない】

【12)幅広い経験をするため】

【11)キャリアアップのため】

【10)昇進に関して不満がある】

【9)自分の意見が生かされない】

【8)将 来 が 不安 定である】

表6-1 転職の可能性の理由(続 き)

「よくあ てはまる」「あて はまる」の 回答 率



平均値で男性 と女性 の回答率 の平均値 の差が大 きい(10ポ イント以上)の は、「10)昇進 に関 し

て不満が ある」(男 性45%/女 性26%)、 「4)仕事の内容が きつ い」(男性45%/女 性28%)、 「9)

自分の意見が生か されない」(男 性45%/29%)、 「7)男女差別 がある」(男 性6%/女 性22%)

の4つ の理由で ある。

(7)離 職 ・・転職 の経験 の有 無(Q6図7)

今 までの離転職 の経 験の有無 の結 果を図7に 示 した。

離 転職 の経験者 は、男性 が47～55%(50%)、 女性 が76～80%(78%)の:範 囲 にあ り、女性

の方 が平均値 で28ホ.イ ント多い。男性 、女性 共に、年齢 区分に よる差は少ない。

図7離 職 ・転職 の経験

また、表4に 離転職 の経験者 にその回数 をたず ねた結果 を示 した。1～3回 の割合 が男性 は

85%、 女性 は約80%を 占めてい る。 「30歳 」の男性、女性 共 に1回 が最 も多い が、年齢 の進行

に伴 い、2回 、3回 と離転職 の割合 が増加 してい くことが推 察 され る。

表4離 職 ・転職 の回数
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(8)必 要 な資質 ・能力(Q7表5-1、2)

人が生 きてい く うえで、必要で ある と思 われ る18の 資質や能力 を取 り上 げ、それ らが どの程

度 必要 で あるかを、「とて も必要 である」「まあ必要 である」「あま り必 要でない」「全然必要 では

ない」 の4選 択 肢に よ り評定 を求 めた。

年齢差 は、 それほ ど大 き くない と判 断 され るので、 「とて も必要 である」の回答 率について、

男性 ・女性 別 と性別 に よる差異 につ いて検 討す る。

表5-1に 男性 、表5・2に 女性 の結果 を示 した(「 とても必要で ある」の回答率が50%以 上 は、

太 字で示 して ある)。

「マナ ーや時 間を守 るな どの一般 常識」、「他者へ の配慮や思いや り」、「多様 な集 団や組織 の中

で コ ミュニケー シ ョンをはか ってい く能力 」は男性 、女性 とも50%以 上の回答率 、 さらに女性

で は、 「道徳 心や公共心 な どの社会性 」 も60%の 回答率であ る。 人間関係

を円滑 に保 つ ための資質 ・能力が必要 であ る とい う指摘がな されてい る と言 えよ うか。

表5-1必 要な資質 ・能力(男 性)

「とても必要である」の回答率

表5-2必 要な資質 ・能力(女 性)

「とて も必要で ある」 の回答率



表6必 要な資質 ・能力(性 別 に よる差異)

また、性別 による差異 をみた のが、表6で ある(性 別 による 「とても必要で ある」の回答 率の

差 が10ポ イント以上は、太字で示 して ある)。

前記 の 「マナーや時 間を守 るな どの一般常

識 」、 「他 者へ の配慮や 思いや り」、 「道徳心や

公 共心な どの社会性」 の3つ の 資質 ・能力 は

女性 の回答 率が高い。

一方
、「アイデ ィアや新 しい ことを創 造的に

生み 出 してい く能力」、「論理 的 に もの ごとを

考 える能力」、「計画 をたて実行 す る能力」、「交

渉 ・異議 申 し立てす るな どの 自分 の意 見を的

確 に伝 える能九 、 「課題 を設 定 し解決す る能

力」、 「情報 を収集 、選択、活用 す る能力 」の

5つ の資質 ・能 力は男性の回答 率が高 い傾 向

に ある。

どち らか と言 えば、女性 は情意 的側 面の、

男性 は認知的側 面の資 質 ・能力 の必要性 を指

摘 してい る傾 向 にあ ると言 えよ う。

次に、 このよ うな資質 ・能力 を、 どの よ う

な 「場」一 「家庭 」「学校」「職 場」「地域社会」

一で身 に就 けるべ きか(Q7-1表7)を

複数 選択可 として回答 を求 め(「 はい」 「い い

え」 の2選 択 肢)、 そ の結 果 を表7に 示 した

(「はい」の回答率が60%以 上 を太字 で示 してい る)。

60%以 上 の男性 ・女性が 、指 摘 してい るそれぞれ の資質 ・能 力 を習得す る 「場 」は 、ほぼ共

通 してい ると言 って よか ろ う。「はい」回答 率が60%以 上の資質 ・能 力に注 目 して い くと次の よ

うな結果 であ る。

① 「自分 を理解す る能力」、「他者 への配慮や思いや り」、「基礎的体カ マナーや 時間 を守 るな どの

一般 常識 」
、「道徳心や公共心 な どの社会性」の5つ の資 質 ・能力 は、「家庭 」を身 に就 ける 「場 」

として、男性 ・女性 共に60%以 上 が指摘 してい る。

② 「読解力や計算 な どの基礎 的知識や学力 」、「多様 な集 団や組織の 中でコ ミュニケー シ ョンをは

かってい く能力 」、「課題 を設 定 し解決す る能力」、「基礎的 体力」、「マナーや 時間 を守 るな どの一

般 常識 」、「道徳心や公共心 な どの社 会性」、「論理 的に もの ご とを考 える能力 」、「常 に新 しい知識 ・

経験 ・学力を身につけ よ うとす る能力」の8つ の資質 ・能 力 は、 「学校」 を身 に就 ける 「場 」 と

して、男性 ・女性共 に60%以 上 が指摘 してい る。 また、「アイデ ィアや新 しい ことを創 造的 に生

み 出 してい く能 力」は、男性 の60%以 上 が 丁職場 」 を指摘 してい る。
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表7必 要な資質 ・能力を習得する場

(「は:い」の回答率)

③ 「多様 な集 団や組織 の 中で コ ミュニ ケー シ ョンをはかってい く能力」、「情報 を収集 、選択、活

用 す る能 力」、「社 会や職業 について学ぶ能力」、「多様 な役割 を知 りそれ を担 う能 力」、「選択肢 の

中か ら主体的 に判断す る能力」、 「交渉 ・異 議 申し立てす るな どの 自分の意見 を的確 に伝 える

能 力」、「アイデ ィアや新 しい ことを創 造的 に生み 出 してい く能力」、「状況の変化に柔軟に対応す

る能力 」の8つ の資質 ・能力 は、「職 場」 を身 に就 ける 「場 」 として、男性 ・女性共 に60%以 上

が指摘 してい る。

また 、 「計画 をたて実行す る能力」、「課題 を設 定 し解決す る能力」の2つ の資質 ・能力 は、男

性 の60%以 上が 職 場 」を指摘 してい る。

④ 「他者 へ の配 慮や思 いや り」、「多様 な集 団や組 織 の中で コ ミュニケー シ ョンをはか ってい く能

力 」の2つ の資質 ・能 力は、女性の60%以 上が 「地域社会」を身に就 ける 「場」 と して指摘 し

てい る6
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(「とて もそ うで あ る」と「ま あ そ うで あ る」の 合 計 の 回 答 率)
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⑤ 「基礎的体力」、「マナーや 時間 を守 るな どの一般 常識 」、「道徳心や公共心 な どの社会性 」の3

つ の資質 ・能力は、「家庭」 と 「学校」の2つ 「場」を、「多様 な集 団や組織 の中で コ ミュニケー

シ ョンをはかってい く能力 」は 「学校」 と 「職場 」の2つ の 「場」 を男性 、女性 共 に60%以 上

が指摘 している。

⑥ それぞれの 「場」の持 ってい る特性 に対応 した資質 ・能力 の習得 が、概 して指摘 され てい ると

言 えよ う。すなわ ち、 「家庭」 では情意的側面 、「学校 」で は認知的側面 、 「職場 」で は技 能 ・応

用 的側 面の資質 ・能力 を身 に就 け る 「場」で ある と指摘 されて いる と言 えよ うか。

(9)性 格 的な特徴(Q8図8)

職業選択 に関連 があ ると推 察 され る性格 的な特徴 を捉 えるために、12の 性格傾 向 を記述 した

項 目を用意 し、「とて もそ うで ある」「まあそ うであ る」 「あま りそ うでない」 「全然 そ うでない」

の4選 択肢 で評定 を求 めた。 男性 、女性 共に、年齢 によ る回答率の差 は少 ない と思われ るので、

性 別 の結果 を図8に 示 した(「 とて もそ うである」 と「 まあそ うで ある」 の合計 の回答 率)。

性別 による回答率の差異 の大きい(10ポ イント前後)性 格特徴 としては、 「7)私は、社会 的習慣

や しきた りを受 け入れ るの に、抵抗 を感 じる方 だ」、「8)私は、自分のや るこ とに 自信 を持 ってい

る」、「9)私は、いつ もは りつ めた気持 ちを もってい る」の3項 目があげ られ 、これ らの項 目では、

男性 の方 が10ポ イント高い。 また、「l2)私 は、社交的 であ ると思 う」は、女性 の方 が9ポ イント高い

とい う結果 であ る。

図8性 格的 な特徴



(10)生 涯学 習の希望状 況(Q9図9、 図10)

生涯学 習の観 点か ら、条件が整 えば、学 習 したいこ と(現 在や っているこ とを含む)の 希望状

況 を、 「ぜ ひや りたい こ とがある」、 「で きればや りたい ことがある」、「決 まってい ないが、何 か

や りた い」、 「や りたい こ とは、特 にない」の4選 択肢 で回答 を求 め、結果 を図9に 示 した。

「ぜひ や りたい こ とが ある」の回答率 は、男性 は18～31%(26%)、 女性 は21～33%(26%)

の範囲 で、年齢 の進 行 に伴い減少傾 向にあ る。

何 らかの学習 したい と希望 している、「ぜ ひや りたいこ とがある」、「できれ ばや りたい こ とが

あ る」、「決 ま っていないが、何 かや りたい」の3選 択肢 の合計 の回答率 の年齢差 は、ほ とん どな

く男性 、 女性 共 に約85%で あ る。

次に学習 したい こ との内容(Q9・1)に ついて、11の 項 目を用意 し、 「ぜひ したい」、 「で きれ

ば したい」、「あま りした くない」、「全然 した くない」の4選 択肢で回答 を求 め結果 を図10に 示

した(「 ぜひ したい」の 回答 率)。

性別 に よる比較 では、次 のよ うな点 を指摘す るこ とができる。

① 「ぜ ひ したい」 の回答率 の高い学習内容 は、男性 、女性共 に、 「9)コンピュー タに関す る知

識 や技能」(男 性39%、 女性35%)と 「10)英会話やそ の他 の外 国語」(男 性29%、 女性30%)

であ る。本 調査 がイ ンターネ ッ トを介 した調査で あるので、 「9)コン ピュー タに関す る知識や技

能」 の回答 率が高 くなってい ることに影響 を与 えているか も しれ ない。

② 「11)職業 上の知識や技能 」(男 性34%、 女性25%)、 「4)体育 ・スポー ツ ・レク リエ ーシ ョ

ン」(男 性28%、 女性25%)、 「5)健康管理や病気 の予 防」(男 性21%、 女性26%)の3つ の学

習 内容 も 「ぜひ したい」 の回答 率が高い。

図9生 涯 学習の希望状況
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図10学 習 したい内容

【1)俳句、手工芸、絵画など趣味的なもの】「 ぜ ひしたい」の回答 率

【2)歴史 ・科学 ・芸術鑑賞など教養的なもの】

【3)政治 ・経済 ・環境 ・国際など時事 的・社会的な問題】

【4)体 育 ・スポーツ ・レクリエーション】

【5)健康管理や病気の予防】

【6)家庭生活に必要な知識や技能】
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【7)子どもの教 育や 育児 】

図10学 習 したい内容(続 き)

「ぜ ひ した い」の回答 率

【8)ボランティアや 地 域 ・社 会 的 な 活 動 】

【9)コ ン ピュー タに 関 す る知 識 や 技能 】

【10)英 会話 やその他 の外 国語】

【11)職 業上 の知識 や 技能】

③性別 に よる差異が 大きい学習内容 は、rD俳 句、手工芸、絵画 な ど趣 味的な もの」 と 「6)家

庭 生活 に必要 な知識や 技能」 の2つ で、女性 の方 が10ポ イント以上回答率が高い。

年齢 に よる回答 率の差が大 きい(「30歳 」 と 「45歳 」間で10ホ.イ ント以上)学 習内容 について

は、以 下の とお りであ る。

① 男性 、女性共 に、年齢進行 に伴 って、「ぜ ひ したい」の回答 率は減少す る傾 向にあ る学習内

容 は、 「11)職業上 の知識 や技能」(男 性25～46%、 女性20～30%)、 「(7)子どもの教育や 育児」

(男性7～18%、 女性10～30%)で あ る。

② 男性 では、 「9)コン ピュー タに関す る知識や技能」(33～48%)、 「10)英会話や その他 の外 国
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語」(22～34%)の2つ の学習内容 であ る。

③ 女性 で は、「6)家庭生活 に必 要 な知識や技能 」(14～30%)、 「4)体育 ・スポー ツ ・レク リエー

シ ョン」(20～30%)の2つ の学習内容 である。

(11)満 足感(Q10図11)

現在 の生活 に どの程度 、満足 しているか を捉 えるために12の 項 目(側 面)を あげ、 「満足」、

「やや満足」、「やや不満」、 「不満」の4選 択肢で評定を求めた。図11に 、性別の 「満足」 と 「やや満

足」の合計の回答率を示 した(項 目は、男性、女性合計のこの回答率の高い順 に並べ替 えてある)。

男性 、女性共 に60%以 上 が満足(「 満 足」/「 やや満足 」)し ている項 目は、「3)家庭 生活 」、「4)

住居 のまわ りの 自然環境 」、 「12)生活全 体」、 「9)暮ら し向き」、 「7)自分 のこれ まで受 けた教 育」、

「8)健康 」、 「5)地域 の社会 施設(学 校 、図書館 、公 民館等)」 の7つ の項 目で ある。 その他 の項

目で も 「1)いまの収入(世 帯全 体)」、 「10)現在 の社会情 勢」 の2項 目を除 いて50%以 上が満足

してお り、12項 目の うちの10項 目にお いて、50%以 上が満 足 して いるこ とにな る。

いずれ の項 目にお いて も、女性 の方 が満足(「 満 足」/「 やや満 足」)し てい る傾 向 にあ り、最

も差の大 きい のは 「12)生活全 体」、 「9)暮らし向 き」で、女性 の方 が8ポ イント高い。その 中にあ っ

て、 「10)現在 の社 会情勢 」のみ男性 の方が4ポ イント高 い とい う結果 で ある。

X2検 定 の結果 、性別 によ る各項 目の4選 択肢 の回答 率の偏 りは、 「2)住ん でい る住 宅 」、 「10)

現在 の社 会情勢」の2項 目を除 いた、その他 の項 目にお いて認 め られ た。一方、年齢差 につ いて

は、男性 では偏 りの認 め られ た項 目はな く、女性 におい て、 「3)家庭生活」、 「9)暮らし向 き」 の

2項 目においてのみ偏 りが認 め られ た。

従 って、満足感 については 、年齢差 はほ とん どな く、性差 が あると判断で き よ うか。

図11満 足感

(「非 常に満 足」 と 「やや満 足」の回答 率)
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(12)仕 事観(Ql1図12)

仕 事観 を聞 く項 目を14項 目あげ、「とてもそ う思 う」「そ う思 う」 「あま りそ う思わない」 「全

然 そ う思 わない」の4選 択肢 で評定 を求 めた。rと て もそ う思 う」「そ う思 う」を併せ た回答 率の

合計 した結 果 を図12で 示 して ある。回答 率の合 計(平 均値)に よ り、40%、60%、80%、 それ

以上 、で項 目を分類 して ある。なお、回答率 に著 しい男女差 があ る場合 、低 い方 の合計(平 均値)

回答 率 にあわせ て分類 してあ る。

①14項 目中、回答率 が低 い(回 答 率が男女 ともに40%以 下)項 目は、 「8)業 績 をあげるため

に はチー ム ワー クよ りも個人 プ レーが必要であ る」(男 性24%、 女性15%)で ある。つい で少

ない のは、 「12)家 庭 のこ とよ りも、 自分の生 き方を優先す る」(男 性31%、 女性22%)と なっ

てい る。 個人主義 的な考 え方 は、2-3割 に とどまってい る。

図12仕 事 に関す る意識

《回答率<40%》 「とてもそ う思 う」 と 「そ う思 う」 の回答 率

18)業 績 をあげ るためにはチーム ワー クよ りも個人プ レーが必要で ある】

【12)家 庭 の こ とよ りも、 自分の生 き方 を優先す る】

【 4)就 職は有力なコネで決まる】

【l)仕 事は人生における生きがいである】
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【6)仕 事のや りがいよりも職場が安定している方が大事である】

【 2)た とえ、望む仕事 につ けなかった と して が まん して働 くべ きであ る】

【10)仕 事に役立つのは基礎的な学力である】

【5)キ ャ リアア ップのための転職 は当然 である】

【14)地 域や社会のために役立つ ことをしたい】

【3)経 済的に困らなければ、わざわざ望まない仕事に就 く必要はない】
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【9)自 分が就 きたい職業を早 く知ることが大事である】

【13)仕 事は 自分の能力を活かすよい機会である】

【7)会 社のブラン ドよりも仕事の内容が重要である】

【11)い ろい ろな人 との関係 やつなが りが大切 であ る】

② ほぼ意識 が半分 にわ かれ た項 目(40%よ り多 く60%以 下)は 、「1)仕 事 は人生 にお ける生 き

がいで ある」(男 性45%、 女性51%)、 「6)仕 事のや りがい よりも職場 が安 定 している方 が大

事 で ある」(男 性46%、 女性51%)、 「4)就 職 は有力な コネ で決ま る」(男 性43%、 女性45%)

とな って い る。

③ 回答率 が6割 よ り多 く8割 以下の ものは、「2)た とえ、望 む仕事 につ けなかった として もが

まん して働 くべ きであ る」(男 性61%、 女性61%)、 「10)仕 事 に役 立っのは基礎 的な学 力であ

る」(男 性64%、 女性68%)、r5)キ ャ リアア ップのための転職 は当然であ る」(男 性66%・

女性74%)で ある。 また、回答 率70%前 後では、 「14)地 域や社 会のために役 立つ ことを した

い」(男 性71%、 女性73%)、 「3)経 済的 に困 らな ければ、わ ざわ ざ望まない仕 事に就 く必要

は ない」(男 性74%、 女性71%)、 「9)自 分 が就 きたい職業 を早 く知 るこ とが大事 である」(男

性77%、 女性80%)が 続 く。

③合計 の回答 率が80%以 上の高い項 目は、「11)い ろいろな人 との関係やつ なが りが大切で ある」

(男性95%、 女性98%)と いった人間関係 を重視す る項 目は、ほ ぼ全員 に近い回答率 となって
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い る。次いで、「7)会 社の ブラン ドよ りも仕事の 内容 が重要であ る」(男 性86%、 女性90%)、

「13)仕 事 は 自分 の能力 を活 かす よい機会で ある」(男 性81%、 女性87%)と な ってい る。仕

事の内容 を重視 し自分 の能力 を活かす こ とを望む者 が多い ことが わか る。

(13)「 場」 の機能(Ql3表8・1、2)

「生活のは りあい ・活九 「心の安 らぎ ・気晴 らし」 「生 き方 ・価値観への影響」 「人々の交流やふれ

あい」 「人間性の豊:かさ」 「自分の可能性 ・達成感」「効用感 ・評価」「今後のつ きあいの場」の8つ の機

能が どこ(ど の場)で 担われているかを闘いた項 目である。場所 としては、 「家庭」 「友人とのつきあい

の場」「職 場」「学習サークル(研 究会 趣 味の団体など)」「地域社会」「インターネ ッ ト上のソサエティ」

「その他」「どこにもない」の8つ か ら回答 させた。表8-1、 表8一一2は 、回答率の うち上位3位 まで

を表記 した。男女で順位 が異なるものはゴシック で表記 した。

①各項 目の第一位を見ていると、男女を問わず、家庭は、「生活のは りあい ・活力」(男性48%、 女性46%)、

「心の安 らぎ ・気晴 らし」(男 性66%、 女性67%)な どの精神の安定 ・充足の場 としての機能がある。

② 「友 人 とのつきあいの場」が 「人々との交流 ・ふれあい」(男 性36%、 女性52%)、 「人間性 の豊

かさ」(男 性32%、 女性36%)、 「今後 のつきあいの場」(男性31%、 女性45%)の 項 目で男女 ともに

第一位 となってお り、精神 の豊か さを保つ うえでの友人の存在 が大 きいものであ る ことが わか る。

③職場 は、 「自分の可能性 ・達成感」(男 性66%、 女性45%)や 「効 用感 ・評価 」(男 性64%、

女性43%)の 場 と考 える ものが男女 ともに多 い。職 場 は能力 、達成感 、他者 か らの評 価 の場 と

して考え られ てい る。

④ 男女 で異なった結果 とな ったのは、「生 き方 ・価値観 への影 響」の場であ る。男性 で は 「職場 」

(30%)が 第一位 であ るのに対 し、女性 は 「友人 とのつ きあいの場」(31%)の 回答 率 が高い。

女性 の場合 、回答者の多 くがパ ー トタイマー 、非常勤 ・アルバイ ト、専業主婦(常 勤者 は24%)

であ るため、 「職場」 をあげる項 目 ・回答 に影響が ある と推察 され る。

表8-1場 の機 能 ・男性
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表8-2場 の機能 ・女性

(14)人 生設 計(Q13図13-1～ 図13-4)

「仕事」 「家庭生 活」「老後 の生活 」「人生全般」の4つ の観点 での人生設 計 を、「現在 ほ とん ど

設計 がで きてい る」 「あ る程 度設計がで きてい る」 「現在考 えてい るところで ある」 「気 には して

い るがあ ま り考 えて いない」「ま った く考えてはいない」の5選 択 肢で回答 を求め、仕事(図13

-1) 、家庭生 活(図13-2)、 老後 の生活(図13-3)、 人生一般(図13-4)の それぞれ につい

て男 女別 ・世代 別 に示 した。

図13-1人 生設計(仕 事)
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図13-2人 生設計(家 庭 生活)

①仕 事について設 計がで きてい る との回答(「 現在 ほ とん ど設計 ができて いる」 と 「あ る程度設

計 ができてい る」)を み ると、男性は38%、 女性 は22%で ある。男性は年齢 があが るにつれて、

設計が されていくが、女性 は、35-39歳 の時期 にいったん下がって再度上昇す る。

②家庭生活では、男性は40%、 女性は45%で 、約半数近くが家庭生活上の設計ができていると回答 してい

る。男女ともに30-34歳 にいったん下が りその後高くなる。子育ての時期が重なるか らであろうカか。

③老後 の生活 では、男性 の14%、 女性 の14%が 老後の設計 ができている と回答 してい る。いず

れ も2割 以下 とな ってい る。

④ 人生全般で人生設計 ができて いる との回答 は、男性18%、 女18%で 、いずれ も2割 以 下 とな

ってい る。

図13-3人 生設計(老 後の生活),
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図13-4人 生設計(人 生全般)

(15)進 学先 の決 定要因(Q15図14)

最終学歴を聞いた問14で の回答では、男性は回答率の高い順では大学54%、 高校が22%、 女性は大学

が31%、 高校27%、 短大25%と なっている。それぞれの最終学歴 に進学する際の決定要因について8項

目で 「重視 した」「どちらともいえない」 「重視 しなか った」の3選 択肢で回答 を求 めた。

図14進 学先 の決定要 因

《関心 ・学力 な ど個 人的要因》 「重視 した」 の回答率

【2)自 分の興 味 ・関心が あった】

【1)自 分 の学力 にあってい る1

【3)自 分の得意教科 ・科 目を生かせ る】
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《資格 ・技能 ・職業要因》

【8)専 門的知識や技術を身につけることができる】

【 4)希 望する職業に結びつ くことができる】

【7)自 分が必要とする資格をとれ る】

【9)家 庭の経済状況にあっている】

【5)親 、家族のすす め】

【6)教 師 のすす め】
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① 関心 ・学力 な どの個 人的要 因:「2)自 分 の興味 ・関心があ った」(男性58%、 女性62%)、 「1)

自分 の学力 に あってい る」(男 性55%、 女性59%)、 「3)自 分の得意教科 ・科 目を生かせ る」

(男性47%、 女性51%)と い った 自分 に帰属す る内容や 決定に関わ る項 目が ほぼ半数を 占める。

②資格 ・技 能 ・職業 要因:「8)専 門的 知識や技術 を身 につ けるこ とがで きる」(男 性39%、 女

性44%)、 「4)希 望す る職 業 に結びつ くこ とが できる」(男 性35%、 女性37%)、 「7)自 分が

必要 とす る資格 を とれ る」(男性18%、 女性32%)な どの資格や職業、技能などに関する項 目は50%

以下になってい る。

③他 者 のすす め ・経 済状況な ど外的要 因:少 ないのは、個人 に帰属 しない外 的要 因である。項 目

と して は、 「9)家 庭 の経済状況 にあってい る」(男 性28%、 女性38%)、 「5)親 、家族 のすす

め」(男 性17%、 女性28%)、 「6)教 師 のすす め」(男 性13%、 女性20%)で ある。

(16)女 性 ・家庭 ・社会 に関す る意識(Q16図14一 叉、図14-2)

女性観 ・家庭観 、及 び社会 に関す る意識 を聞いた項 目で ある。

性別 によ る差異 をみたのが、表9で あ る(性 別に よる 「とて もそ う思 う」+「 まあそ う思 う」

の回答 率 の差 が10ホ.イ ント以上 は、太字 で示 して ある)。10ホ.イ ント以上 は、「1)女 性 は、ずっ と続

け られ る職業 を持 ったほ うが よい」(男 性69.2%、 女性86.6%)、 「3)女 性 は、もっ と積極 的に

社 会 に進 出す べ きだ」(男 性68.4%、 女性82.2%)で あ り、いずれ も女性 は8割 以上 が肯定 的に

評 価 してい るが、男性 で肯定的な回答率 は、いずれ も7割 弱 に とどまってい る。

(1)女 性観 ・家庭観 に関する項 目

①女性が職業を持つことに対する意識を聞いた項 目を肯定 した回答率の平均値は、男性が70%、

女性が87%と なっている。

②男性 の家事 ・育児への従事に関する 「男性 も、女性 と同じように、家事や育児をするのは当然

だ」の項 目での回答率は、男性が79%、 女性が88%で ある。

表9男 女別女性観 ・家庭観 ・社会観
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図14-1女 性観 ・家庭観

「とてもそ う思 う」 「そ う思 う」の回答 率

【1)女 性は、ず っ と続 け られ る職 業 を持 ったほ うが よい】

【2)男 性も、女性 と同じように、家事や育児をするのは当然だ】

【3)女 性は、もっと積極的に社会に進出すべきだ】

【4)結 婚 して子どもを育てることだけが幸せな人生ではない】

男性の家事 ・育児へ の従事 について の肯定 率を世 代別 に見てみ る と、30歳 ～34歳 の85%が

肯定的回答 を してい るが、35歳 ～39歳 で は79%、40歳 ～44歳 で78%、45歳 ～49歳 で74%

と世代が あが るにつれて平均値 が下が る。反対 に女性 は、30歳 ～34歳 で肯定的 な回答 率 は84%

であ るが、35歳 ～39歳 で88%、40歳 ～44歳 で90%、45歳 ～49歳 で91%と 上が る傾 向があ

る。

③女性 の社会進 出につ いては、男性 が68%～69%(68%)の 範 囲で世代 間 の差 は あま りない。

女性 は78%～87%(82%)で 、世代 があが るほ ど肯定す る回答 率が上がってい る。

④ 「結婚 して子 どもを育て る ことだ けが幸せ な人生 ではない」とい う項 目につい ては、肯定す る

回答率 は、男性は78%、 女性87%で あ り、女性 の方が いずれ の世代 で も高い回答 率にな ってい

る。
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(2)社 会観

① 「高齢 者へ の配慮 が足 りない」 との回答率は、男性 は70%、 女性 は77%で あ る。

② 「今 の社会 は、貧 富の差が大 きい」 との回答率は、男性74%、 女性75%で ある。

③ 「定職 につか ない人 が増 え る と日本社会 の将来はあぶ ない」 とい う項 目では、男性87%、 女

性90%で あ り、ほ とん ど多 くが 「とて もそ う思 う」 「そ う思 う」 と回答:してい る。

④ 「社会 保障制度 は 自分 の将来 の生活 のために必要だjと の回答 は、男性84%、 女性89%で の

回答 率 となってい る。

図14-2社 会観
「とて もそ う思 う」 「そ う思 う」 の回答 率

【5)今 の社 会は 、高齢者 に対す る配慮が足 りない】

【6)今 の社会は、貧富の差が大きい】

【7)定 職につかない人が増えると日本社会の将来はあぶない】

【8)社 会保障制度は自分の将来の生活のために必要だ】

(17)自 分 の ライ フ=コース(Q17表10-1～10-2,図15-1-1～15-3)

1)婚 姻 ・子 どもの有無

男性 の71%、 女性の82%が 結婚 を してお り、男性の58%と 女性 の66%に 子 どもが いる。
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表10一1性 別×年齢区分×婚姻の有無

表10-2性 別×年齢区分×子 どもの有無

2)希 望す る仕事形態

男性 で、30歳 ～34歳 で 「現在 の仕 事の継 続」 を希 望す る者 は43%、 「可能 な ら転職 」 と回答

す る者 も43%で あ りほぼ同数 となっている。世代が あがるにつれ て、「現在の仕 事の継続 」希望

者の比率 は高 くな り、45歳 ～49歳 では66%、 「可能 な ら転職 」 との回答率 は28%で ある。

女性全体で は、「現在 の仕 事の継続 」は25%、 「可能 な ら転職」 は19%、 「子 どもが一定年齢

で再就職 」 は20%、 「経 済的安 定な ら専業主婦」 は25%で ある。特 に選択 可能性 が高い と推定

され る若 い世代 の30歳 ～34歳 では、 「現在 の仕事 の継続 」を希望す る者 は18%、 「可能 な ら転

職 」は17%、 「子 どもが一 定年齢で再就職」 との回 答率 は34%、 「経 済的安定 な ら専業主婦 」 と

の回答率 は20%で あ る。

3)70歳 以降 の生活 設計

男性 全体で多い回答 は、「趣味 を深 めたい」42%、 「家族 と静 かに過 ご したい」20%、 「で きれ

ば仕 事 を した い」18%で ある。女性全 体で も、同 じく 「趣 味 を深 めたい」44%、 「家 族 と静か

に過 ごしたい」26%、 「できれ ば仕事 を したい」10%と なってい る。

4)介 護 を必要 とす る老後

介護 を必要 とす る老後 につ いては、男性女性 ともに、 「子 どもの世話 にな りた い」 との回答 率

は全 体で男性6%、 女性5%と 低 い。男性 では、「誰 か らも世話 を受 けた くない」が22%と 高 く、
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図15-1-1希 望す る仕事形態 ・男性

図15-1-2希 望す る仕事形態 ・女性

図15-270歳 以降の生活設 計
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次いで、「在宅 し公的 サー ビス を受 けたい」が18%、「 高齢者施 設に入 りたい」が16%の 順にな

ってい る。 女性 では、 「高齢者施設 に入 りたい」 と回答 した者 が全 体の31%、 「在 宅 し公 的サー

ビスを受 けたいが」21%、 「誰 か らも世話 を受 けた くない」が12%と なってい る。

図15-3介 護 を必要 とす る老後

(18)子 どもの希望す る職 業の認知(Q21表U,図16)

「子 ども(第 一子)が どん な仕事 に就 きたいか(就 い てい る場合 も含 む)を 知 ってい るか」 と

の項 目では、男性 は全体で26%、 女性 は40%で あ り、 どの世代で も女性 の方 が 「知 ってい る」

との回答 率が男性 よ りも高い。

表11性 別×年齢 区分×子 どもの希望す る職業 の認知

図16子 どもの希望す る職業の認知

「知 ってい る」の 回答 率

一37一 一一



(19)期 待す る子 どもの職 業観(Q22図17)

子 どもが何 の ために働 いて ほ しい と考 えてい るか を聞いた項 目である。

① 「立身 出世の ため」(男 性22%、 女性22%)「 社会的評価 を得 るため」(男 性41%、 女性

43%)と い った社 会的評価 の獲i得とい った項 目の値:は低 い。

② 経済的 な内容 を聞いた4項 目についての回答率は、男女別では 「経済的 に豊:かにな るた め」は

男性77%、 女性83%、 「人生 を楽 しむ金銭的余裕が必要 なた め」で は男性77%、 女性87%、

「生活 を維 持す るため」では、男性81%、 女性93%、 「経 済的に困窮 しないため」は男性84%、

女性90%の 回答 率にな ってい る。いずれ も女性 の方が高い。

③ 基本的勤 労観 を聞いた 「働 くのは当然 だか ら」については、男性 は67%、 女性は82%で あ り、

女性 の方 が15ポ イントほ ど高 くなっている。

図17期 待す る子 どもの職業観

《社 会的評価要 因》 「とて もそ う思 う」 と 「そ う思 う」の回答率

【1)立身 出世の ため】

【2)社会的評価 を得るため】

《経済的要因》

【3)経済的に豊かになるため】

【6)人生を楽 しむ金銭的余裕が必要なため】
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【7)生活を維持するため】

【11)経 済的に困窮 しないた め】

《基本的勤労感》

【10)働 くのは当然だから】

《自己実現要因》

【4)自分の得意なことを生かすため】

【 5)自 己実現 のため】

④子 どもに とって 「得意 な こ とを生かす ため」(男 性93%、 女性96%)、 「自己実現 のた め」(男

性90%、 女性93%)の2項 目はいずれ も90%を 超 えてお り高い回答率 となって いる。

⑤ 「社会 との協調 のため」の回答率は男性80%、 女性88%、 「社会へ の貢 献の ため」 との回答

率は、男性72%、 女性76%で あ る。
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《社会的要因》

【8)社会 と協調 して生きるため】

【9)社会に貢献す るため】

(20)子 どもの進路 ・就職(Q23図18)

子 ども(第 一子)の 進路 ・就職 について9項 目で意識 を聞い た。

①合 計の回答 率の低 い もの(20%以 下)を 見てみ る と 「親 の希望す る職業 に就いて ほ しい」(男

性16%、 女性17%)、 「アル バイ トや フ リー ターで よいか ら、 とにか く働 いてほ しい」(男 性

18%、 女性19%)で あ る。

②回答 率が20%よ り多 く50%以 下で は、「一流企業に勤 めてほ しい」(男 性26%、 女性25%)、

「公務員 になって ほ しい」(男 性31%、 女性33%)、「 有名大学 に進 学 させたい」(男 性38%、

女性40%)で あ り、安定志向 を反映 した回答 となっている。

図18子 どもの進路 ・就職に関する意識
「とてもそ うである」 と 「まあそ うである」の回答:率

《回答率 ≦20%》

【6)親の希望する職業に就いてほ しい】

【 4)ア ルバ イ トや フ リー ター で よいか ら、 とにか く働いてほ しい 】
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③ 回答率 が50%以 上の もの は、「収入は少 な くて も好 きな仕事 に就 いてほ しい」(男 性69%、 女

性65%)、 「専門職 に就 いて ほ しい」(男 性61%、 女性70%)、 「職 業資格 に結びつ く勉 強を して

ほ しい」(男 性82%、 女性88%)、 「手に職 をつ けてほ しい」(男 性84%、 女性90%)で ある。

好 きな仕事 、専門職 、職業資格 、手 に職 といった、子 ども個人 に帰属す る資質の尊:重や 資格 ・技

能の取得 を希望 しているこ とがわか る。

図18子 どもの進路 ・就職 に関する意識(続 き)

《20%<回 答率 ≦50%》

【7)一 流企業 に勤 めて ほ しい】

【 8)公 務員 になってほ しい】

【2)有名大学に進学 させたい】

《50%<回 答率》

【3)収入は少なくても好きな仕事に就いてほしい】

【9)専門職 に就 いてほ しい】
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【1)職業資格に結びつ く勉強を してほ しい】

【5)手 に職 をつ けてほ しい】

(20)子 どもとの会話(Q24図19-1,19-2)

子 どもと話す会話 の内容について6つ の 内容 について聞いて いる。男性 の場合、友人 の ことが

58%、 勉 学や進学 が53%で 多い。将来 の仕 事 ・就職 は39%と なってい る。女性 の場合 は、友人

の ことが77%、 勉 学や進学が68%、 将来 の仕事 ・就職が61%と な ってい る。

図19-1子 どもの会話の内容 ・男性
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図19-2子 どもの会話 の内容 ・女性

(20)子 どもへの期待 や希 望(Q26図20-1-1～ 図20-3-2)

子 ども(第 一子)へ の期待 や希望 を、 「仕事」 「結婚」 「子 ども」の3つ の観 点か ら聞いてい

る。子 どもの性別 が影響 を与 える と推測 され るが、回答者の性別 と世代別 に よる結果 を表記す る。

図20-1-1希 望す る子 どもの仕事形態 ・男性

Q26仕 事:f舅性課
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図20-1-2希 望す る子 どもの仕事 形態 ・女性

①仕 事 については、男性の場合、 「安定 した職業での継続雇用」を希望す る者が34%～56%(46%)

の範囲にあ り、 「転職 しても適職」は23%～29%(26%)で ある。女性の場合は、 「安定 した職業での

継続雇用」が47%～61%(55%)、 「転職しても適:職」は20%～26%(24%)の 範囲である。

② 子 どもの結婚へ の希 望では、男性 の55%～64%(59%)が 子 どもに 「結婚 して ほ しい」 と考

え、 「本 人次 第」が25%～39%(36%)と 回答 している。女性 では、49%～63%(54%)が 「結

婚 して ほ しい」、30%～46%(38%)が 「本人次第」 と回答 してい る。

図20-2-1希 望す る子 どもの結婚形態 ・男性
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図20-2-2希 望す る子 どもの婚姻 形態 ・女性

③ 子 ども(孫)を 持ってほ しいか との問いには、男性の53%～65%(57%)が 「子 ども(孫)を

もってほ しい」、24%～39%(35%)が 「本 人次第」と回答 してい る。また、女性 の場合 は49%

～63%(56%)が 「子 ども(孫)を もってほ しい」、29%～47%(37%〉 が 「本 人次第」としてい る。

図20-3-1希 望す る子 どもの孫 の有無 ・男性
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図20-3-2希 望す る子 どもの孫の有無 ・女性
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Ⅱ.質 問紙調査分析結果



糊

Ⅱ一1社 会人の職業意識 と進学時の重視事項

独立行政法人大学入試センター ・研究開発部助教授

椎 名 久美子

1.は じめに

進学する学校の選択にあたって重視 したことが、その後の職業選択や職業に関する考え方 とど

のような関係 を持つのかをとらえるのは難 しい。進学を経て社会人になる過程において、個人を

追跡 してデータを取るのは不可能である。本稿で分析するデータは、進学時の学校選択における

重視事項を、社会人 となった現在の視点から振 り返って回答 してもらったものである。柳井他

(2002)に よる大学生を対象 とした調査では、専門分野への適応度が高い学生は、「興味 ・関心」

「得意科 目」「職業」「資格」 「知識 ・技術」を重視 して進路選択を行ったことが示 されている。

本稿では、進学時の重視事項 と社会人の職業意識 との関係について分析す ることで、就業に結び

つく進路指導についての示唆を得たい。

2.進 学す る学校 を選 択 した時 の重視事 項

露.1年 齢 ・最終学歴 による違 い

本調査のQ15は 、調査対象 全員 に対 して 「あなたは、進学す る学校(最 終学歴)を 選ぶ 時に

次の こ とを どれ くらい重視 しま したか。次の1)～9)の それぞれ につ いて、あて はま るものをお

選 び くだ さい」へ の回答 を求 めた ものである。回答 は、3つ の選択肢(r重 視 した」「どち らとも

い えない」「重視 しなかった」)の いずれ か1つ を選択す る。 なお 、1>～9)の 各 項 目の末尾の括弧

内の語句 は、以後用い る略記 を示 した もので ある。

1)自 分の学力 にあってい る(学 力)

2)自 分の興味 ・関心 があった(興 味 ・関心)

3)自 分の得意教科 ・科 目を生かせ る(得 意教科 ・科 目)

4)希 望す る職業 に結び つ くことがで きる(希 望職 業)

5)親 、家族 のすす め(親 ・家族)

6)教 師のすす め(教 師)

7)自 分が必要 とす る資格 を取れ る(資 格)

8)専 門的知識や技術 を身につ けるこ とができ る(専 門的知識 ・技術)

9)家 庭 の経済状況 にあ ってい る(経 済状況)

上記 の各項 目へ の回答 を間隔尺度 とみ な して、 「重視 した:3、 どち らともい えない:2、 重視

しなかった:1」 と数値化 し、9項 目すべ てに回答 した1961名 について、 の年齢 区分 と最 終学

歴 で分類 した群 ごとに回答:評定 の平均値 を算 出 した。

表1は 、9項 目す べてに回答 した1961名 に関す る年齢 区分(Q2)と 最終学歴(Q14)の ク ロス集

計表 であ る。30名 以上の回答者 がいる属性(表1の 網掛 け部分)に 関 して 、最 終学歴別 に年齢

区分 ごとの回答評定の平均値 を図1に 示 す。 各最終学歴 について、年齢 区分 を要因 とす る1元

一一47一 一

劉



配 置分散 分析 を行 い、有意 となった項 目の末尾 には、*(5%水 準)及 び**(1%水 準)を 付 した。

表1:Q15の9項 目すべて に回答 した者 の年齢 と最 終学歴

図1:Q15の9項 目の評定平均値(最 終学歴 と年齢区分別)

最終 学歴 「高校 」で は、 「1学 力」 と 「9経 済状況 」の平均値 が他の項 目よ り高い傾 向が、各

年 齢 区分 に共通 してみ られ る。 また、 「2興味 ・関心」 「3得意教科 ・科 目」 「7資格 」の3項 目

に関 しては 、年齢 区分 による平均値 の違 いが有意で あ り、Scheffeの 多重比較の結 果、 「30～34
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『

歳」 と 「40～44歳 」の間に有意差 がみ られ た。す なわち、これ ら3項 目について は、40代 前半

のほ うが30代 前半 よ りも重視 した と感 じる度合 いが強 い傾 向が示唆 された。

最終 学歴 「高等 専門学校」 では、 「高校 」 に比べ て平 均値 の高低が激 しく、重視 した項 目のめ

りは りが強 く出てい る。 「2興 味 ・関心」 「8専 門的知識 ・技術 」の平均値 が高 く、 「5親 ・家族」

「6.教師」の平均値が低い傾 向が、 どの年齢 区分 で も見 られ る。

最終学歴 「短期大学」 と 「大学」では、「l.学力」 「2.興味 ・関心 」「3得意教科 ・科 目」の平均

値 が高い。最 終学歴 「大学」 においてはScheffeの 多重 比較 の結果、 「2興 味 ・関心」 の平均値

で 「30～34歳 」と 「44～49歳 」の間に有意差 がみ られ 、若 い世代 のほ うが重視 した と考え る度

合 いが強い傾 向が示 された。 また、 「5親 ・家族」 の平均値 で 「40～44歳 」 と 「45～49歳 」の

間に有意差 がみ られ 、高い年齢 区分 で重視 した傾 向が示 され た。

2.2中 高生調 査 との比較

椎名(2005)は 、児 童 ・生徒 のキ ャ リア発達 に関す る質問紙調査 において、 中学2年 生(以 後 、

中2生 と略)お よび高校2年 生(以 後 、高2生 と略)が 進 学す る学校 を選ぶ際 に重視 す る事項 に

関 して、進学希望段階や将来 したい仕事の有無 によ る違 い を分析 した。質 問項 目は、社会人調査

とまった く同一であ る。

中2生 で も高2生 で も、ほ とん どの進学希 望段 階 におい て、「興 味 ・関心」「希望:職業」「資格 」

「専門的知識 ・技術 」を、 「親 ・家族 」や 「教師」 よ りも相 対的に重視す る傾 向がみ られた。 た

だ し、中2生 では、 「高専 ・専 門学校 」までの進学希望者 は各項 目の平均値の違 いが大 き く、重

視す る項 目としない項 目の差が顕著 であったが、それ以外 の進学希望段階 では、それ ほ ど大 き く

なかった。 高2生 では、 「専 門学 校 ・各種学校 」や 「短 大 ・大学 ・大学院」 までの進学希望者 に

おいて、各項 目の重視 度 に顕著 な差がみ られた。

特 に、 「高専 ・専門学校」 までの進学 を希望す る中2生 が 、「興 味 ・関心」 「希望職業 」 と同 じ

くらい 「資格 」 「専門的知識 ・技 術」 を重視 してい る点 は、最終学歴 が高等専門学校 の社会人 に

おけ る重視傾 向 と非常 に似て い る。すなわ ち、高等専 門学校 に関 して は、卒業 した社会人 も、こ

れ か ら進学先 と して考 える生徒 も、将来 の職業 との結びつ きをかな り強 く意 識 してい る と言 える

だ ろ う。

また、高2生 では、「専門学校 ・各種学校」までの進学 を希望 す る生徒 も、「短 大 ・大学 ・大学

院」までの進学 を希望す る生徒 も、「資格」「専 門的 知識 ・技術」を:重視す る傾 向 は一 致 して いる。

将来 したい仕事が 「ない」や 「わ か らない」生徒で も、「得意教科 ・科 目」 と同 じくらい 「資格 」

「専門的知識 ・技術」を重視 してい る。最終学歴 が 「短期 大学」や 「大学」の社会 人に比べ る と、

これか ら 「短 大 ・大学 ・大学 院」に進学 したい と考 える高2生 のほ うが、 「資格 」「専 門的知識 ・

技術」を重視す る度合いが強 い。また、高2生 で は、どの進学希 望段 階で も重視す る項 目が似 て

お り、社会人 に比べ て重視傾 向が均質化 している ことが示唆 され る。

3.進 学す る学校 を選択 した時の重視事項に関する因子分析

3.1社 会人の重視事項に関する因子分析

進学時の重視事項に関す る9項 目すべてに回答 した1961名 のデータを用いて、因子分析を行
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つた。 抽 出の基準 を固有値1以 上 として主成分解 を初期解 とす る3つ の因子 を抽 出 して(第3

因子 まで の累積寄 与率68.2%)、 プロマ ックス回転 を行 った際の因子パ ター ン行列 を表2に 示す。

第1因 子 に負荷 量の高い 「7資格」 「8.専門的知識 ・技術」 「4.希望職業 」の3項 目は、いずれ

も、職業 との結 びつ きを明確 に意識 した項 目であ る。よって、第1因 子 を 「職業直結」因子 と命

名す る。 第2因 子 に:負荷 量の高い 「6.教師」 「5親 ・家族」 「9経 済状 況」 の3項 目は、周囲 か ら

のア ドバ イ スや家庭 の経 済状況な ど、自分 をと りま く環境 に関す る項 目で ある。よって、第2因

子 を 「外 的条件」 因子 と命名す る。第3因 子に負荷 量の高い 「1.学力」 「3.得意教 科 ・科 目」 「2.

興 味 ・関心」の3項 目は、成績や興 味に関す る項 目である。 よって、第3因 子 を 「能力 ・興味」

因子 と命名 す る。

表3に 、 因子間の相 関係数 を示す。 「職 業直結」因子 と 「能力 ・興味」因子の相関係 数が最 も

高 く(0.369)、 自分 の能 力や 興味を把 握す るこ とと、希望す る職業 に必要 な知識や資格 を考 える

こ とが、進学す る学校 を決 める際 にある程度連 動 していたこ とが示唆 され る。また、「外的条件」

因子 は、 「職 業直結」 因子や 「能 力 ・興味」 因子 との相関係数が ほ とん どゼ ロであ り、進学す る

学校 を選ぶ 際の周囲か らのア ドバイ スを重視す るこ とと、本人 の能力 ・興味や希望す る職業 を重

視す る こ との関係 が希薄 だった と感 じてい ることを示唆 してい る。

表2:因 子パ ターン行列

表3:因 子間の相 関係数:

3。2進 学時の重視事項に関する因子得点の年齢区分 ・性別 ・最終学歴による違い

3.1で 抽出 された3つ の因子一 「職業直結」「外的条件」「能力 ・興味」一の因子得点を算出 し

て、属性別の平均値を比較 した。

図2に 年齢区分別(Q2)、 図3に 性別(Q1)の 因子得点の平均値を示す。

「職業直結」因子得点については、「40～44歳 」の平均値がやや高めである。また、「女性」

の平均値が 「男性」の平均値 より高 く、「女性」のほうが資格や専門的知識の獲得を重視 した進
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路選択 を行 った と感 じてい る ことが示唆 され る。「外 的条件」因子得 点につ いては、「30～34歳 」

の平均値 が低 く、 「45～49歳 」の平均値:が高い。また、 「男性 」の平均値が低 く、「女性」の平均

値 が高い。す なわち、高年齢 区分や 女性 の ほ うが、周囲 か らのア ドバイスや家庭 の状況 を重視 し

た進学先 の選択 を行 った と感 じて いる ことが示 唆 され る。 「能力 ・興味」因子得 点については、

年齢 区分や性別 による違い は、他 の2つ の因子 に比 べ る と小 さい。

図2:年 齢区分別の因子得点の平均値 図3:性 別の因子得点の平均値

図4に 最終学歴別(Ql4)の 因子得点の平均値 を示す。ただ し、最終学歴が 「中学校」と回答

した者は30名 未満だったため平均値は示 さない。

最終学歴 「高校」では、「外的条件」の平均値が高く、「職業直結」と 「能力 ・興味」の平均値

が低い。これは、最終学歴が高校の社会人が、進学する高校 を決めた際に、周囲か らのア ドバイ

スや家庭の経済状況を、他の要素よりも強 く重視 した と感 じていることを示唆 している。

最終学歴 「高等専門学校」では、「職業直結」の平均値:は非常に高いが、「能力 ・興味」の平均

値はそれほど高 くない。最終学歴が高等専門学校の社会人は、職業に結びつく専門的な知識 ・技

術や資格は重視 したが、それ らに比べると学力や得意教科はあま り重視 しなかったと感 じている

ようだ。また、「外的条件」の平均値は負であ り、周囲からのア ドバイスや経済状況をあま り重

視 しなかった と感 じていることが示唆 される。

最終学歴 「短期大学」では、「職業直結」と 「能力 ・興味」の平均値が同 じくらいで、「外的条

件」の平均値は他の2つ の因子に比べると低い。ただ し、他の最終学歴に比べると 「外的条件」

の平均値は高い。最終学歴 「大学」では、「能力 ・興味」の平均値は 「短期大学」 と同じくらい

だが、 「職業直結」 と 「外的条件」の平均値はいずれも負の値であ り、成績や興味を重視 して進

学する大学を決めたと感 じていることが示唆 され る。
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図4:最 終学歴別の因子得点の平均値

最終学歴 「大学院」では、「能力 ・興味」の平均値が高く、「職業直結」の平均値も正である。

「外的条件」の平均値が他の最終学歴に比べて非常に低いが、これは、大学院に進学する年齢が

相対的に高いため、自分の意思で決定可能な裁量が増えたことを反映 していると考えられる。

3.3社 会 人 と中高生の比較

椎名(2005)は 、児童 ・生徒 のキ ャ リア発達 に関す る質 問紙調査 におい て、中2生 と高2生 それ

ぞれ に関 して、Ql5と ほぼ同 じ9項 目の因子分析を行 い、 「内的志向」 と 「外的条件」 とい う2

つの 因子 を抽 出 した。 本稿 の因子分析 において 「外的条件 」因子 に負荷量の高い3項 目は、中

高生 で 「外的条件 」因子 に負 荷量の高い4項 目か ら 「1.学力」を除 いた項 目である。また、中高

生で 「内的志 向」因子 への負荷量:が高かった 「8.専門的知識 ・技術 」r7資 格」 「4.希望:職業」 「2.

興味 ・関心」 「3.得意教科 ・科 則 の5項 目は、社会人では 「:職業直結」因子 と 「能力 ・興味」

因子 に分 離 して い る。

椎名(2005)に よる因子分析 の結果 、 中2生 と高2生 でも、 ほ とん どの進 学希望段階 におい て、

「外 的条件」因子得 点の平均値 は女子 が男子 を上回 った。社 会人で も、「外的条件」 の因子得点

の平均値 は女性 が男性 を上回 ってお り、中高生 と一致 した傾 向がみ られ る。

4.進 学 時の重視事項 と現在 の職 業 との関係

4.1進 学時 の重視 事項 に関す る因子得 点 の就業形態や離転職 回数 に よる違い

図5に 就 業形態別(Q3)の 因子得点 の平均値 を示 す。

「職 業直結 」の平均値は、 「常勤」 よ りも 「非常勤 ・アルバ イ ト」や 「専業主婦 ・主夫 」で高

い。 「外 的条件 」の平均値 は、「パー トタイマー」 と 「専業主婦 ・主夫」で高 い。 また 、「能力 ・

興 味」 の平均値 は、他 の就業形態 に比べ て 「非常勤 ・アルバ イ ト」で高い。
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すなわち、進学する学校を選ぶ際に、「常勤」でない就業形態の人のほうが、職業に直結する

要素を重視 した と考える傾向が強い。また、「非常勤 ・アルバイ ト」の人が、他の就業形態の人

よりも成績や興味を重視 して学校選択を行ったと考えていることが示唆 される。

図5:就 業形態別の因子得点の平均値

図6に 離転職回数別 の因子得 点の平均値 を示す。離転職 回数は、今までの離職や 転職の経験

の有 無 とその回数(Q6)に 対 す る回答 を基 に、「ない」を 「o回 」、「ある」場 合の 回答 を 「1回 」

「2回 」 「3回」 「4回以上」 と分類 した。

図6:離 転職回数別の因子得点の平均値
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「職 業直 結」 の平均値 は、離 転職回数が違 って もほ とん ど同 じであ るが、 「外的条件 」の平均値

は離転職 回数 「3回」 と 「4回以 上」で大 き くなってい る。また、「能力 ・興味」の平均値 は、「0

回」 と 「1回 」では正 だが、以後、回数が増 える と、負 にな り、絶対値 も大 きくな ってい く。す

なわ ち、離 転職 の多 いグループ は、進 学す る学校 を決める際 に、周 囲か らのア ドバ イスや 家庭 の

経 済状況 を重視 して、成績や 興味は あま り重視 しなかった と感 じている ことが示唆 され る。

4.2常 勤者における進学時重視事項の因子分析

進学す る学校 を決めた際の重視事項について、現在就いている職業の種類や、現在の仕事への

就き方による違いを検討するために、Q15の9項 目(進 学時の重視事項)す べてに回答 した被

験者の うちQ3で 「常勤 と回答 した1151名 のデータを用いて、改めてQ15の9項 目の因子分

析を行った。抽出の基準を固有値:1以 上 として主成分解を初期解 とする3つ の因子を抽出 して

(第3因 子までの累積寄与率67ユ%)、 プ ロマ ックス回転を行った際の、因子パターン行列を表

4に 示す。また、表5に 、因子間の相関係数を示す。

表4:因 子パ ター ン行列(常 勤者 のみ)

表5:因 子間の相関係数(常 勤者のみ)

表4に 示 され た負 荷量の大小 関係 お よび表5に 示 され た因子 間相関の傾 向は、全被 験者のデ

ー タを用 いた場合(表2 、表3)と ほぼ同様 である。 よって、3つ の因子 の名称 は、3.1節 と同

じ名 称 一 「職業直結 」「外的条件」 「能 力 ・興 味」一を用 いるこ とに して、常勤者 に関 して改 めて

因子 得点 を算 出 した。以後 、この因子得点 を用 いて、仕事 の種類(Q3-1)や 仕 事への就 き方(Q3-4)

(Q3・1、Q3-4は いずれ も常勤者 のみ が回答す る項 目)と の関係 を検討す る。
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4.3仕 事 の種類 による因子得点 の違 い

図7に 仕 事の種類別(Q3-1)の 因子得点の平均値 を示す。ただ し、人数が30名 未満 の仕事の

種類 と 「上記以外」の仕 事の種類 に関 しては、平均値 を示 さない。

図7:仕 事の種類別の因子得点の平均値

「専門的 ・技術的職業」では、「職業直結」 と 「能力 ・興味」の平均値が他の仕事に比べて非

常に高く、「外的条件」の平均値がほかの仕事に比べて非常に低い。「職業直結」と 「能力 ・興味」

はいずれ も、Q3-1の 仕事区分の中で最 も平均値:が高いが、「職業直結」の平均値は 「能力 ・興味」

よりもかなり高い。「職業直結」の因子得点の平均値が正なのは 「専門的 ・技術的職業」のみで

あり、他の仕事では負の値になっている。すなわち、専門的 ・技術的職業に現在就いている人に

比べると、それ以外の職業の人にとっては、職業 との結びつきは進学する学校 を決める際の重視

度が低かったことが示唆 され る。 「能力 ・興味」も同様である。

「職業直結」の平均値が最 も低いのは 「販売の仕事」で、他に 「事務的職業」や 「技能工、採

掘 ・製造 ・建設及び労務の職業」でも、平均値が負である。これ らの仕事に現在就いている人は、

進学する学校を決めた時に、将来の仕事への結びつきを重視 したとは考えていないことが示唆さ

れ る。「技能工、採掘 ・製造 ・建設及び労務の職業」においては、「能力 ・興味」の平均値 も非常

に低 く、成績や興味を重視 したとも考えていないことがわかる。む しろ、「外的条件」の平均値

が非常に高く、周囲か らア ドバイスや家庭の経済状況によって進学する学校を決めた と考えてい

ることが示唆 される。
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5.進 学 時の重視 事項 と現在 の仕 事 ・仕事 に関す る意見

5.1現 在 の仕 事へ の就 き方 と離転職回数

図8に 、現在 の仕事 に どの よ うに して就い たか(Q3-4)の5つ の項 目への回答の割合 を示す。

Q3-4は 常勤者 のみ が回答す る項 目である。

「2.仕 事 を選択 す る ときに、悩み なが ら自分 の意志で努力 して就いた」で は、 「そ うで ある」

(48.6%)と 「そ うでない」(47.3%)の 割合 がほぼ同 じであるが、それ以外 の4項 目では 「そ

うでない」の割合 が 「そ うで ある」の割 合 を大 き く上回ってい る。「3.仕 事があれ ば何 で もよく、

特 定の仕事 に深 い関心 はなかった」f4.就 きたい仕事がわか らなかったので と りあえず就 いた」

「5。就 きたい仕事 に就 けなか ったので あき らめて就いた」の3項 目に対 しては 「そ うでない」

と回答 した割合 が非常 に高 く、就職時 の消極 的な姿勢 を否定す る者が多い。その一方で、「1.か

な り早 くか ら関心 を持 ち努力 して就 いた」 に対 して 「そ うで ある」 と回答 した割合 は3α4%に

とどまってい る。

図8:現 在の仕事への就 き方に関する項 目(Q11)に 対する回答割合

図9に 、現在の仕事への就き方(Q3・4)へ の回答を、離転職(Q6)回 数のカテゴリ別に示す。

各項 目に関 して、回答 と離転職回数カテゴ リの独立性に関してz2乗 検定を行ったところ、「5.就

きたい仕事に就けなかったのであきらめて就いた」のみが1%の 有意水準で独立でなかった。す

なわち、離転職回数が多い者ほど、あきらめて就いたと回答する傾:向が強いことが示 された。し

か し、それ以外の4項 目では、回答 と離転職回数カテゴリに有意な関連は見られず、仕事への

関心の持ち方や努力 と離転職の回数の関係 は薄いことが示 された。
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1)かなり早くから関心を持ち努力して就いた

2)仕 事を選択するときに、悩みながら自分の意思で努力して就いた

3)仕 事があれば何でもよく、特定の仕事に深い関心はなかった

図9:離 転職の回数カテ ゴリと現在の仕事への就 き方(1/2)
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4)就 きたい仕事がわからなかったのでとりあえず就いた

5)就 きたい仕事に就けなかったのであきらめて就いた

図9:離 転職の回数カテゴリと現在の仕事への就き方(2/2)

5.2現 在の仕事への就 き方による進学時の重視事項の因子得点の違い

現在の仕事への就き方が、最終学歴校への進学時に重視 したこととどのような関係があるのか

を検討す るために、Q3-4の5つ の項 目に対する回答別に、常勤者のみのデータによる3つ の因

子得点(4.2節)の 平均値を算出す る。図10に 項 目別の結果を示す。

rl.か な り早 くから関心を持ち努力 して就いた」とr2.仕 事を選択するときに、悩みなが ら

自分の意思で努力して就いた」は、回答別の3つ の因子得点が非常に似た傾向を示 している。ど

ち らの質問項 目でも、「そ うである」と回答 した者では 「職業直結」 と 「能力 ・興味」の平均値

は どちらも正で、「:職業直結」の平均値が 「能力 ・興味」をやや上回っている。「そ うでない」と

回答 した者では 「職業直結」 と 「能力 ・興味」の平均値はどちらも負で、絶対値は 「職業直結」

のほうが大きい。

「3.仕 事があれば何でもよく、特定の仕事に深い関心はなかった」 と 「4.就きたい仕事がわ

一一5$一 一一



か らなかったので と りあ えず就 いた」も、回答別 の3つ の因子 得点の傾 向が似 てい る。どち らの

質問項 目で も、「そ うで ある」 と回答 した者で は、「職業 直結」 と 「能力 ・興味」の平均値は どち

らも負 で 「職業直結 」の絶対値 のほ うが大 き く、 「そ うでない」 と回答 した者で は、 「職 業直結」

と 「能力 ・興味」の平均値が どち らも正であ る。 また、 「外 的条件」は、「そ うで あ る」 と回答 し

た者の平均値が正 、「そ うでない」 と回答 した者 の平均値 が負 にな ってい る。

「5.就 きたい仕事 に就 けなかったのであ き らめて就 い た」では、「そ うで ある」 と回答 した者

の 「外的条件」 の平均値 が大 きい。 また、「職 業直結」 と 「能力 ・興味」 の平均値 はいずれ も負

であ る。

1)か なり早くから関心を持ち努力して就いた

2)仕 事を選択するときに,悩 みながら自分の意志で努 力して就 いた

図10:現 在の仕事への就き方に関す る回答別の因子得点の平均値(1/2)
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3)仕 事 があれば何でもよく,特定の仕事に深い関心はなかった

4)就 きたい仕事 がわからなかったのでとりあえず就いた

5)就 きたい仕事 に就けなかったのであきらめて就いた

図10:現 在の仕事への就き方に関す る回答別の因子得点の平均値(2/2)
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5.3仕 事 に関す る意見 と進学 時の重視 事項の 因子得 点

図11に 、仕 事に関す る意 見14項 目(Qll)に 対す る回答 の割合 を示す。Qllは 全員 に対 し

て回答 を求 めた質 問で、「とて もそ う思 う」「まあそ う思 う」「あま りそ う思わ ない」「全然 そ う思

わ ない」 の4段 階か ら選択 して回答す る。

図11を 見る と、ほ とん どの項 目において、 「とて もそ う思 う」 と 「全然そ う思わない」の割

合は非常 に小 さく、「ま あそ う思 う」と 「あま りそ う思わ ない」の割合 が大 きい。そ こで、「とて

もそ う思 う」 と 「まあそ う思 う」を 「思 う」、 「あま りそ う思わない」 と 「全 然そ う思わない」を

「思わない」と変換 す るこ とで新 たな回答区分 を作成 した。そ して、新 しい 回答 区分 ご とに進学

時の重視事項の3つ の因子得 点の平均値 を算 出 した。

図11二 仕事に関する意見14項 目に対す る回答割合(Q11)

図12に 、Q11の14項 目それぞれについて、回答区分別の因子得点の平均値 を示す。Q11は

全員に対する質問なので、因子得点は4。2節 で算出 した ものを用いた。

「職業直結」因子については、以下の4項 目で 「思 う」と 「思わない」の平均値の差が特に

大きかった。

1.仕 事は人生における生きがいである

11。いろいろな人 との関係やつなが りが大切である

13.仕 事は自分の能力を活かすよい機会である

14.地 域や社会のために役立つことをしたい

各項 目とも、「思わない」 と回答 した者は、職業へのつなが りを重視せずに進学する学校を決め

たと感 じている。すなわち、社会人になってから周囲の人間や社会 との積極的な連携を否定す る

者や仕事に生きがいを感 じない者は、進学時に職業 とのつなが りを重視 しなかった と感 じている。

また、仕事に生きがいを感 じる者は、進学時に職業 とのつなが りを重視 した と感 じる傾 向が強い。
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1)仕事は人生における生きがいで

ある

2)た とえ望 む仕 事につけなかった

としてもがまん して働くべきである

3)経済的に困らなければ、わざわ

ざ望まない仕事に就く必要はない

4)就 職は有力なコネで

決まる

5)キ ャリアアップのための転職は

当然である

6)仕事のやりがいよりも職場が安

定している方が大事である

7)会社のブランドよりも仕事の内

容が重要である
8)業績 をあげるためにはチームワーク

よりも個 人プレー が必要である

9)自分が就きたい職業を早く知る

ことが大事である

図12:仕 事に関する意見(Q11)と 因子得点の平均値(1/2)

・一62一



10)仕事に役立つのは基礎的な学

力である

11)い ろいろな人との 関係 やつな

がりが 大切である

12)家 庭 のことよりも、自分の生 き

方を優先す る

13)仕事は自分の能力を活かすよ

い機会である

14)地 域 や社会の ため に役 立つこ

とをしたい

図12:仕 事に関する意見(Q11)と 因子得点の平均値(2/2)

「外的条件」因子については、以下の3項 目で 「思 う」と 「思わない」の平均値の差が特に

大きかった。

6.仕 事のや りがいよりも職場が安定している方が大事である

7.会 社のブラン ドよりも仕事の内容が重要である

9.自 分が就きたい職業を早 く知 ることが大事である

項 目6で は、職場の安定性を大事だと 「思 う」者 と 「思わない」者の割合がほぼ同じであり、

仕事のや りがいよりも職場の安定性が大事だと 「思わない」者は、周囲か らのア ドバイスや経済

状況を重視せずに進学する学校を決めたと感 じる傾 向が強いのに対 して、「思 う」者は、重視 し

た と感 じている。また、項 目9で 、就きたい職業を早 く知 ることが大事だ と 「思わない」者は、

進学時に周囲からのア ドバイスを重視 したと考えていない。項 目7で 、会社のブラン ドよりも

仕事の内容が重要と 「思わない」者は、進学時に周囲か らのア ドバイスを重視 したと考える傾向

が強い。進学時の重視事項は回顧的な回答ではあるが、本調査の対象年齢者が最終学歴の学校を

選択 した際に周囲からのア ドバイスを重視 した度合いは、現在における職場の安定性や仕事内容
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の重 要性 に関す る考え方 と、 かな り関係 が深 い と言 えるだ ろ う。

r能力 ・興味 」因子につい ては、以下の5項 目で 「思 う」 と 「思 わない」の平均値 の差 が特

に大 きか った。

1.仕 事 は人 生にお ける生 きがいである

10。 仕 事 に役立っ のは基礎 的 な学力 であ る

11.い ろいろな人 との 関係 やつ なが りが大切であ る

13。 仕 事は 自分 の能力 を活 かす よい機会で ある

14.地 域 や社会 のために役 立つ こ とを したい

5項 目の うち4項 目は、 「:職業直結」 因子 の平均値 に関 して回答 による平均値 の違いが大 きかっ

た4項 目と一致 してい る。項 目1、10、13は 、仕事 で発揮 され る能力 に関す る項 目で あ り、進

学 時に学力や 得意科 目を重視 した と感 じるか どうか と関連が深いのは うなず けるが、項 目11や

14の よ うに、人 間関係や 地域社 会 とのつ なが りに関す る項 目にお いても、進学時 に能力や興味

を重視 したか ど うか と関連 が見 られ る点 は興味深い。

6.ま とめ

本稿では、社会人が進学する学校 を選択 した時の重視事項に関する回答について、最終学歴や

年齢 区分、職業などの属性による違いや、仕事に関する考え方 との関係 を分析した。

中高生の調査においては、将来 したい仕事が 「ある」と回答 した生徒は、どの進学希望段階で

も資格や専門的知識 ・技術の取得を重視 しようとする傾向がみ られ、進学希望段階による重視事

項の違いが小 さかったが(椎 名 、2005)、 社会人では、最終学歴によって、進学時に重視 した事

項がかな り異なる傾 向を示 した。高等専門学校卒の社会人では、希望する職業との結びつきや専

門的知識 ・技術の取得を:重視 した度合いが、興味 ・関心と同じくらいだった と考えている。それ

に対 して、大学卒の社会人では、専門的知識 ・技術や資格の取得よりも学力や興味 ・関心を重視

して進学先を決 めた と考えていることが示 された。

また、短期大学 ・大学卒の社会人に比べて、短期大学 ・大学 ・大学院への進学を希望する高2

生は、資格や専門的知識 ・技術を重視 しようとする傾向が強いことが示された。これは、短期大

学や大学での教育に期待するものが変化 していることを示唆 している。

社会人が進学する学校を決める際に重視 した項 目についての回答を因子分析 したところ、職

業直結」r外 的条件」r能力 ・興味」の3つ の因子が抽出された。それぞれの因子得点について

属性別の平均点を算出 したところ、高校卒や大学卒の社会人は、他の最終学歴の者に比べて、職

業 との結びつきを重視 しなかった傾向がみ られた。また、高学歴であるほど、成績や興味を重視

した傾向が示 された。周囲か らのア ドバイスや家庭の状況を重視 した傾向は、高年齢区分者や女

性で強く見 られた。また、離転職回数が多い者は、周囲からのア ドバイスや家庭の経済状況を重

視 して、成績や興味はあまり重視 しなかった と感 じていることが示 された。

職業別 にみると、専門的 ・技術的職業に就いている人に比べて、それ以外の職業の人は、進学

する学校 を決める際に、職業 との結びつきの重視度が低かったと考えていることが示 された。成

績や興味についても同様で、重視 した と感 じる度合いは、専門的 ・技術的職業 とそれ以外の職業

で大きく異なっている。専門的 ・技術的職業に就いている社会人は、職業 との結びつきや興味を
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脳

重視 した進学をしたからこそ、現在の職業に就いていると考えられるので、それ らを重視 した進

学決定を行ったと感 じるのは当然とも言える。事務、販売、サービス、技能などの専門的 ・技術

的以外の職業についても、各 自の興味との結びつきを明確に示すことが出来れば、特定の職業を

目指さずに進学 した生徒や、興味を絞 りきれないまま進学先を決めた生徒が、在学中に職業選択

を考える際の助けになると思われ る。

現在の仕事への就き方 との関係をみると、「仕事があれば何でもよく、特定の仕事に深い関心

はなかった」や 「就きたい仕事がわからなかったのでとりあえず就いた」や 「就きたい仕事に就

けなかったのであきらめて就いた」に対 して肯定した者 は、周囲か らのア ドバイスや家庭の経済

状況を重視 して進学先を選択 したと考える傾向が強い。それに対 して、「かな り早 くか ら関心を

持ち努力」した り 「悩みながら自分の意思で努力」した りして職に就いた者は、周囲か らのア ド

バイスを重視 したと考えていない。目指す職業が明確になっていない生徒こそ、親 ・家族や教師

の適切なア ドバイスが必要であることが示唆 され る。

また、仕事が生きがいだ と感 じる社会人が、職業との関連を重視 した進学をした傾向が強いの

は当然 として、人間関係や地域社会 とのつなが りに関する項 目についても、それ らを大事だ と思

わない者 は進学時に能力や興味を重視 しなかった傾向がみ られる。進学時の重視事項についての

考え方は、職業選択のみでなく、社会との関わ り方に関す る考え方 とも関係が深いことが示唆さ

れた。

参考文献

椎名久美子(2005)、 「進学時の重視事項に関する分析一進学希望段階 と将来 したい仕事の有無に

よる違い―」、平成15-17年 度国立教育政策研究所 政策研究課題 リサーチ経費研究、山田兼

尚編、生涯にわたるキャリア発達の形成過程に関する総合的研究報告書(1)轡 児童 ・生徒のキャ

リア発達に関す る質問紙調査 一、97-123頁.

柳井晴夫他(2002)、 「大学生の学習に対する意欲等に関す る調査研究」、高等教育学力調査研究

会、平成12、13年 度文部科学省教育改革の推進のための総合的調査研究委託報告書.
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Ⅱ―2人 生に必要な資質と能力の形成

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官

立 田 慶 裕

はじめに一問題一

近年、職業教育の現場や企業において、コンピテンシーとい う言葉が用いられつつある。この

用語は、これまでの個別の知識や技能とは異なり、人間全体の 「資質」を意味 して用いられてい

る。ここでい う資質とは、一定の知識や技能をもつだけでなく、新 しい知識や技能を変化する時

代や:職場の要請に応 じて積極的に学習する一方で、遺伝的な 「素質」に加 えて、一定の時間内に

高い水準の成長を遂げ、新 しい仕事:を次々に遂行 していく人間としての全体的能力を指 して用い

られている。

本章では、成人を対象 として行われたキャリア教育に関する意識調査の結果から、人生全体に

わたるキャリアを形成するための資質 として、どのようなものが期待 されているのか、また、そ

うした資質をどのような場で形成する必要があるかについて考察する。

調査の結果を要約すれば、性別や職業の有無によって期待 される資質は異なってお り、パー

ト・アルバイ ト従事者では、マナーや時間を守るなどの一般常識、他者への配慮や思いや り、道

徳心や公共心などの社会性、多様な集団や組織の中でコミュニケーションをはかってい く能力な

ど、一般的な常識や人間関係能力を重視す る傾向が高いのに対 し、正規職業従事者が重視する能

力は、自分を理解する能力、情報 を収集 、選択、活用する能力、計画をたて実行する能力、アイ

ディアや新 しい ことを創造的に生み出 してい く能力など、計画を立てて、自ら新 しい知識や人間

関係 を作 り出 していく能力が求められている。

また、家庭では、一般的な常識や社会性の形成が求められ る一方、学校では基礎的な学力に加

えて新たな知識や技能 を学ぶカ、そして集団におけるコミュニケーション能力の形成が求められ

ている。また、地域ではこうした集団内でのコミュニケーション能力の形成が求め られてはいる

が、一方:職場では、自分の意見を的確に伝える能力や情報を収集、選択、活用する能力の形成も

求め られてお り、そこに、家庭や学校、そ して、地域や職場のそれぞれ異なる役割が期待 されて

いることがわかってきた。

1.成 人 の能力 の定義 と選択 に関す る国際会議 の成果

OECDの 加盟 国は、1997年 にPISAに 着手 したが、その結果 、選択 され た学校 教科にお ける

生 徒の達成 度評価 か ら、人生にお ける生徒 の成 功はいっそ う広 い範 囲の コン ピテンシーに左右 さ

れ る とい うことがわかってきた。そ こで、OECDは 、1990年 代末 に、新 たにDeSeCoプ ロジ ェ

ク トとして、 「成人 の コン ピテ ンシーの定義 と選択 」(DefinitionandSelectionof

Competencies:ExecutiveSummary通 称 、DeSeCo)と 呼ばれ るシ ンポジ ウムがOECDに よって

二度 開催 され、そ こで、OECD加 盟国の 中か ら、コンピテ ンシー を選択す るために学際的な研

究者や 各加 盟国 の代表 が50名 以上参加 し、各 国で これ まで必要 とされて きた コン ピテ ンシー に
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どの よ うな ものがあるかが検討 され た。本章で は、この新 しい コン ピテ ンシー領域 の調査研 究か

らの枠組み を参考 としたい。

このDeSeCoで は、まず 、「人 生の成 功 と正 常に機能 す る社会 のた めに どんな コンピテ ンシーが

必要 か?」 とい う課題が 立て られ て いる。世界 にお ける共 通の コンピテ ンシーの定義 か ら、青年

や成 人が人生の挑戦に対 しど ううま く備 えるかの評価 の改善につなげ ることが でき る し、教育 シ

ステ ムや生涯学 習の包括 的 目標 を設 定す ることがで きる。 そ こで、ま とめ られ た結 果に よる と、

「コン ピテ ンシーは、知識や技能 以上 のものであ る。特定 の状況 の中で(技 能や 態度 を含む)心

理社会的 な資源 を引き出 し、動 員す る ことに よ り複雑 な需要 に応 じる能力」 として定義 された。

ここで、個 々の能力は、 コン ピテ ンス、また は能力 、abilityと され 、そ うした個 々の能力 の複

合 体 と して、キー ・コン ピテ ンシーが考 え られ たので ある。その際、それ ぞれの キー ・コン ピテ

ンシーの条件は次の三つで ある。

1)社 会や個人 にとって価値 ある結果 をもた らす こと

2)い ろいろな状況の重要 な課題 への適応 を助 ける

3)特 定の専門家だけでな く、す べての個人 に とって重 要であ るこ と

プ ロジェ ク トは、スイ スの主導の も とに動 き、PISAと 関連づ け、多彩 な学 問領域 の専 門家が、

政策 に関連 した枠組み を産 むために政策担 当者 とその関係 者 との協働 によって進 め られ た。

また、同時 に、この キー ・コン ピテ ンシーが必要 とされ る背景 として、①環境 と効果 的 に相互

作 用す るた めの道具 を活用 できる必要性 、②い っそ う助 け合いの必要が増 してい る世界 の 中で、

個 人は他者 と関係 をもて るよ うにす るこ との必要性 、③ いろい ろな経歴 をもった異質 な集 団で も

人 と交流で きるよ うにな る必要性 、④個人 は、自分の生活や 人生につ いて責任 を持 って管理 、運

営 し、広 い社 会的背景の中に位 置づ け、自律的 に動 く必 要性 があ るこ とが ほぼ結論 づ け られ るこ

となった。

さらに、キー ・コンピテ ンシー の核 心にある概 念 と してはr思 慮深 さ(反 省 性)」 つ ま り、 思

慮深 い思考 と行 為が重要 とされた。思慮深い考 えは、複 雑 な精神 的過程 を必要 とし、考 えてい る

主体 が相 手の立場にたつ ことを要求す る。また、思慮深 さは、個人にい ろい ろな技術の必 要性 に

つ いて考え るよ うに仕 向 け、技術 を理解 し、自分 の経験の他 の面にそれ を関連づ け、技術 を変 え、

適合 させ る。個人が思慮深 さを備 え ることによって、実践や活 動の中で考 える過程 をもつ ことに

よ り、その考 えるカは さ らに成熟 を続けてい く。 この思慮 深 さに含 まれ るのは、メタ 認知 的な技

能(考 える ことを考 える)、 批 判的 なスタンスを取 る ことや創 造的 な能力 の活用 であ る。

二度 にわたるシンポジ ウム と各国で の検討、 そ して学際的 な研究者 の研 究論文 のま とめか ら、

次の三つ の コン ピテ ンシー ・グルー プが抽 出 され た。

〈カテ ゴ リー1>相 互作用 的に道具 を用い る

〈カテ ゴ リー2>異 質 な集 団で交流す る

〈カテ ゴ リー3>自 律的 に活動 す る

それぞれのカテ ゴ リー には、 さらに、次の よ うな能力 が含 まれ ている。

〈カテ ゴ リー1相 互作用的 に道 具 を用い る>

A言 語、 シンボル 、テ クス トを相 互作用的 に用 い る
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B知 識や情報を相互作用的に用いる

C技 術を相互作用的に用いる

〈カテ ゴリー2異 質な集団で交流す る>

A他 人 といい関係を作る

B協 力する。チームで働 く

C争 いを処理 し、解決する

〈カテゴリー3自 律的に活動す る>

A大 きな展望の中で活動す る

B人 生計画や個人的プロジェク トを設計 し実行する

C自 らの権利、利害、限界やニーズを表明する

これ らの うち、特に職場で重要になると考えられるのが、第二と第三のカテゴリーである。第

二のカテゴリーの中には、さらに、具体的な項目として、次のようなものがあがっていた。

㊧ 自分のアイデアを出 し、他の人のアイデアを傾聴するカ

⑧討議の力関係を理解 し、基本方針に従 うこと

㊥戦略的もしくは持続可能な協力関係 を作るカ

⑳交渉す る力

㊧異なる反対意見を考慮 して決定できる包容力

第三のカテゴリー 「自律的に活動す る」とは、個人が勝手に動 くことではなく、むしろ、他者

との関係の中での自発的、自主的、自立的、自律的に考え、行動するカを含んでいる。すなわち、

自律的に活動 するためには、「個人が、 自分の社会的な関係や 自分が果たしている役割 と果たし

たい役割 といった 自分の環境に気づくことが求められる。自分の生活と労働条件にわたる調整を

行いなが ら自分の生活を意味あるものにして責任をもつ仕方で管理できるよ うなカをもつこと

が人に求められ る」。このカは、「大勢に従 うだけではなく、むしろ独立 した自己を成長 させ、選

択を行 う」ことを求める。そ して、人は自分の価値 と活動について考えうことになるか らである。

具体的な能力 としてあげられている 「人生計画や個人的プロジェク トを設計 し実行する能力」に

は次のよ うなものがあった。

⑬計画を決め、目標を定める

⑳ 自分が利用できる資源 と必要な資源を知 り、現状評価する(時 間、お金など)

⑳ 目標の優先順位 を決め、整理する

⑧多様な目標に照 らして必要な資源のバランスを取る

⑭過去の行いから学び、将来の成果を計画する

㊧進歩をチェックし、計画の進展に応 じて必要な調整を行 う

こうしたコンピテンスは、生涯にわたる発達の過程で、獲得 と喪失を繰 り返 しながら、成長 し

変化す る。また、その発達は、青年期だけで終わるのではな く、成人期を通 じても継続すること

を発達心理学の研究が示 している。特に、考える能力と思慮をもって活動す る能力は、コンピテ

ンシー研究の枠組みの要となってお り、成熟に伴って成長すると考えられているのである
。

そこで・本調査では、こうした個々の能力を、質問項目に組み入れ ることによって、男女 とい
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つた性別 、年齢別、職 業に よって、必要 とす る コンピテ ンシー に どのよ うな ものが あ り、人 々は

そ うしたコンピテ ンシーを どこで形成する必要があると考 えているかを明 らかに しよ うと考えた。

2.ど の よ うな資質 を形成す るか

本調査 では、 この資質に関す る質 問 と して、 「あなたは、人が生 きてい く うえで、次 の よ うな

資質や能力 が どの程度 必要 で、それ らの資質や能力 を、特 に どこで身 に就 けるべ きだ と思います

か」 と尋ね た。また、その質 問項 目として、調 査表の問7に 示 した選択肢を設 けた。それ ぞれ の

選 択肢 につ いて 、「とて も必要で ある」「まあ必 要で ある」rあ ま り必要 でない」「全然必要 でない」

の4段 階で の回答 を得 た。

その結果では、問7の 選択肢か ら、「とて も必要 である」「まあ必要であ る」の2項 目を合 計す

る とほ とん どの選択肢 が8割 ～9割 の回答率 とな り、必要 な資質 ・能 力 とい う回答 となってい る。

そ こで、特 に、 「とて も必要で ある」 と した回答 のみを と りあげそ の比率 をみ ると、各選択肢 に

大 きな差 が生 じている。 最 も高 く必要 であ る とい う回答 を得たのは、 「マナーや 時間 を守 るな ど

の一般 常識」であ り、「他者 への配慮や思 いや り」がそれ に継 いでい る。また、「多様 な集団や組

織 の中でコ ミュニケー シ ョンをはか ってい く能力」 も第 三位 となって6割 の回答率 を得てい る。

他 方、 「社会や職業 につ いて学ぶ 能力」や 「多様 な役 割 を知 りそれ を担 う能力 」はそれ ほ ど必要

とは考 え られて いない。

表2-1

とても必要である
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図2-1と て も必要 とされ る資 質

表2-2は 、上記の結果を性別に示 したものであるが、女性の場合、コミュニケーションや人間

関係における配慮などの資質を求める傾向が高いのに対 し、男性では、次の資質を求める傾向が

強 くみ られる。

男性が多 く求める資質

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑧

⑱

⑧

⑧

状況の変化に柔軟に対応する能力

情報を収集、選択、活用する能力

常に新 しい知識 ・経験 ・学力を身につけようとする能力

計画をたて実行する能力

選択肢の中から主体的に判断する能力

課題を設定し解決す る能力

論理的にものごとを考える能力

交渉 ・異議申 し立てするなどの自分の意見を的確 に伝える能カ

アイディアや新 しいことを創造的に生み出していく能力
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こ うした結果 は、しか し、職 業について いるか どうか、そ の有 無に よる影 響 を受 け ると考 え ら

れ るので、職業 についてい るもののみを選 択 し、それ を正規職業従事者 とパ ー トアルバ イ ト従事

者 によって比較 したのが図2-2、 図2-3で あ る。この結果 か らは、パ ー トアルバイ トの従 事者 の場

合に は、社会の一般常識や 、道徳心 な どの社会性 、あ るいは、他者へ の配慮や 思いや りな どが重

要な資質 とされ るのに対 し、正規の職業 に従事 している ものの場合 には、む しろ、そ うした資質

よ りは、自分 を理解す る能 力や情報 の収集 や活用力 、計画 の設 計能力や新 しいアイデ アを生み 出

す能 力が重視 されてい る。

ただ し、パー ト・アルバイ トの うち、女性の 占める割合 は9割 と高い ため、そ の結果 には、性

別 の資質への視点が影響 してい る とみ られ る。 そ こで、表2-3に は、女性 のみ に絞 って、そ の比

較 を行 うことに よ り、性別要 因の影響 を取 り除 いてみ た。そ の結果 をみ ると、や は り、性別 にか

かわ りな く、正規職 業従事:者の場合 には、「自分 を理解す る能力」や 「情 報を収集、選択 、活用

す る能力」、「アイデ ィアや新 しいこ とを創 造的に生み出 してい く能 力」がパー ト・アルバイ ト従

事者 に比較 して高い比率 を示 してい る。 この ことは、女性 の場 合 には 、確 か に人間 関係 力 とい う

資質 に高 い価値 を置 く傾 向があって も、正規の職 業に従事 して いる場 合 には、それ以外 の能力の

必要性 を高 く感 じるよ うになってい く傾 向が あるこ とを示 してい る。
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図2-2パ ー ト ・アルバ イ トの人が重視す る能力

図2-3正 規職業従事者が重視する能力
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表2-3女 性 の有職者 のみでみた正規従事者 とパー ト ・アル バイ トの回答

3.資 質が どこで形成 されることを期待するか

こうした異なった資質を高 く評価する傾向は、それぞれの成人が職業を有 しているかどうかに

も影響 され るが、一方でそうした資質をどこで形成すべきかとい うことを考えた場合には、異な

った回答を得 る可能性がある。

調査では、それぞれの資質や能力を、特にどこで身に就 けるべきかも間 うている。

まず、家庭 と学校、職場のそれぞれについて、得た結果から、上位10位 の資質を示 したのが

・表3-1～表3-3で ある。

表3-1

家 庭 で

表3-2

【学 校 で
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表3-3

【職 場 で

表3-4

地 域 社 会 で

上記の表を整理 したのが、次表3-5で ある。

この表にみるように、家庭では、常識や社会性 をまず培 うこと、そして他者への思いや りが期

待 されている。また、学校では、基礎的な知識や学力、そ して新 しい知識や経験、学力を身につ

けると同時に、集団教育の場 として、コミュニケーション能力の形成も期待 されている。そ して、

地域社会では、同 じく、コミュニケーション能力が最も高く期待 され ると共に、他者への配慮や

思いや りと社会性の形成が望まれている。そ して、職場での形成が期待 されている資質が、自分

の意見を的確に伝える能力であり、情報 を収集、選択活用するカ と、役割や状況に応 じた柔軟な

対応能力である。

この結果 は、サンプル数が2000人 と少数であるとはいえ、日本の成人がそれぞれの場で形成

を期待す る一般的なコンピテンシーであるといってよかろう。

表3-5

家庭 学校 地域社会 職場
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上記の調査結果をキー・コンピテンシーとしてあげた三つのカテゴリーと比較 しなが ら考えた

時、自律するカは、職場でもっとも求められ、相互作用的に道具を使 うカは学校や地域で、そ し

て、まず基本的な思慮深 さを形成するのは、学校 とともに家庭がその役割を負 うことが求められ

るといえよう。また、自分の新 しいアイデアを出 した り、交渉を行いながら、他者 と協力 してい

く異質な集団での交流力は、学校や家庭でその基礎 として、共に生きることができるようなカを

まず形成 し、職場でさらに発揮 され、形成 されることが望ましいのではないだろうか?

こうした資質は、さらにそれぞれの教育の場において、どのような教育的資源を提供 していく

か という問題 とも深 く関わっている。たとえば、社会教育実践センターの2005年 度の発達資産

に係る研究では、それぞれの場でどのような発達資産が提供 されるべきかを有識者の意見をもと

に提案 しているが、こうした資質の形成 を資産の形成 とともに考えていくことが今後の重要なキ

ャリア教育の課題であろう。
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Ⅲ―3満 足感の背景

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部部長

山 田 兼 尚

満足感 に関 しては、 「調査結果 の概要」 の節 で、性別、年齢 に よる差異 を簡 単に述べ てある

が 、 ここでは、他 のい くつ かの調 査項 目との関連 につ いて検討 し、満足感 の背景 を検討す る。

既 に述べ てあ る よ うに、 「1)いまの収入(世 帯全体)」 、 「2)住ん でい る住宅 」、r3)家 庭

生活 」、 「4)住居の まわ りの 自然環境 」、 「5)地域 の社 会施設(学 校 、図書館 、公 民館 等)」 、

「6)余暇(レ ジャー)」 、 「7)自分 の これ まで受 けた教育」、 「8)健康 」、 「9)暮らし向き」、

「10)現在 の社会 情勢」、 「11)人間関係 や人づ きあい」、 「12)生活全体」の12項 目について 、

「満 足」 「や や満 足」 「やや 不満」 「不満 」の4選 択肢 で回答 を求 めて、満 足感 を捉 えてい る

(Q10)。

1.年 齢/性 別について

「調査結果の概要」での記述 と若干、重なる部分 もあるが、改めて、年齢/性 別の差異につ

いて述べ る。図1に 、年齢 と性別のクロス集計の結果を示 した(各 項 目の 「満足」 と 「やや満

足」合計の比率を示 し、項 目は男性、女性合計の この比率が高い順に並べてある)。

図1満 足感の年齢 と性別のクロス集計(「 満足/や や満足」の割合)

【3)家 庭生 活】
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図1満 足感の年齢 と性別のクロス集計(「 満足/や や満足」の割合)一 続 き一

【9)暮 らし向き】

【7)自 分 のこれまで受 けた教 育】

【8)健 康 】

【5)地 域 の社会 施設(学 校 、図書館 、公 民館 等)】

【11)人間関係や人づきあい】

【6)余暇(レ ジャー)】
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図1満 足感の年齢 と性別のクロス集計(「 満足/や や満足」の割合)一 続き一

【2)住 んで いる住宅】

【1)いまの収入(世 帯全体)】

【10)現在の社会情勢】

「満足/や や満 足」の回答率 は、ほ とん どの項 目が53～75%の 範 囲(「 合計」の欄)に あ る

中で、 「10)…現在 の社 会情勢 」、 「1)いまの収入(世 帯全体)」 について は、この割合 が50%

以下 であ る ことが注 目され る。

① 年齢 につ いて

年齢 を 「30歳 ～34歳 」 、 「35歳 ～39歳 」、 「40歳 ～44歳 」 、 「45歳 ～49歳 」の4区 分 と

し、年 齢 区分 に よる、それ ぞれ の項 目の4選 択肢 の各 回答 率の偏 りを、 κ2検 定 によ り男性 、

女性 別 に検討 した。

結果 は 、男性 で は統 計 的に有 意差 の認 め られた項 目は一 つ もなかったが(df』9,P>0.05)、

女性 で は、 「3)家庭 生活」、 「9)暮らし向 き」の2項 目におい てのみ有意 差が認 め られ た(df』9、

P〈0.01)。 概 して、年齢 に よる満足感 の差異 は少 ない と推察 され よ うか。

「3)家庭 生活 」で は、 「30歳 ～34歳 」 、 「45歳 ～49歳 」 の 「満 足/や や満 足」の回答率 が他

の二つ年 齢 区分 よ り、10ポ イント程度 高い傾 向にあ る。 「9)暮らし向き」で は、 「30歳 ～34歳 」

が他 の三つ の年齢 区分 よ り、 この割合 がや や高い傾 向にあ る。

②性別 につ いて

性別 によ る、 それぞれ の項 目の4選 択 肢の各回答率 の偏 りを、 κ2検 定に よ り検討 した。

結果 は 、 「2)住んで いる住宅」 、 「10)現在の社会情 勢」の2項 目を除 いた10項 目において
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性別 に よる差異が認 め られ(df=3、P<0.05)、 これ らの項 目にお いては、いずれ も女性 の方が

満足(「 満足」/「 やや満 足」)し てい る傾 向に ある。

性別 に よる差異 の大 きい項 目は、 「12)生活全 体」、 「9)暮らし向き」、 「11)人間関係 や人

づ きあい 」で、 これ らの項 目では、 「満足/や や満 足」 の回答 率で8ホ.イ ントの差 がみ られ る。

唯一 、 「10)現在 の社会 情勢」 につい ては、 男性 の方 が この回答率 が4ホ.イ ント程度 高いが 、Z2

検定結 果で は、上述 した よ うに偏 りは、認 め られ なかった。

概 して、満足感 は、年齢 に よる差異は少 な く、性別 に よる差 異があ り、女性 の方 が、男性 よ

り満足(「 満足」/「 や や満足 」)し て いる傾 向 にあ る。

2.現 在の状況 との関連

ここでは、調査対象者の現在の状況や就いている職業(仕 事)か らみた満足感 との関連につ

いて検討する。

①常 勤者 の性別 について

質 問紙のQ3で 、現在 の状況 を捉 えるために、 「1.常 勤 として働 いてい る」、f2・ パ ー ト

タイ マー として働 いてい る」 、 「3。非常勤 ・アルバイ トと して働 いてい る」 、 「4.専 業 主婦

・主 夫」 、 「5.そ の他()」 の5選 択 肢 で回答 を求めてお り、 この 中で 「L常 勤

として働 いてい る」 と回答 した調査対 象者 につ いて 、性 別 に よる差 を 冗2検 定 よ り検 討 した・

冗2検 定の結果 、満足感 を捉 え る12項 目の4選 択肢 の各回答 率に、性別 に よる偏 りの認 め られ

た(df』3、P〈0.05)5項 目につい て、その回答分布 を図2に 示 した。

前節 で 、性別 に よる差が10項 目にお いてみ られ た ことは述 べたが、 「常勤 と して働 い てい

る」 対象者 の性別 に よる差 は、その半数 の5項 目においてみ られてい る。

これ ら5項 目の 「満 足」/「 やや満 足」の合計 の回答率 は、55～65%(男 性 、女性 の合 計の

値:)の 範 囲にあ る。

いずれ の項 目におい て も、女性 の方 が男性 よ りも相 対的 にみ て、満 足(「 満 足」/「 や や満

足」 してい る傾 向 にある。 この回答 率の差が大 きいの は、 「8)健康 」 と 「9)暮ら し向き」 が、

共にUポ イント程度、ま た、 「11)人間関係 や人づ きあい」 では、8ポ イント女性 の方 が高 い。 この

こ とは、 常勤で働 いてい るこ とで、男性が 、女性 ほ どには、 「8)健康 」、 「9)暮 らし向 き」 、

「11)人間関係 や人づ きあい」 にお いて、満足 してい ない とい うこ とにな ろ うか。

②女性 の現在 の状況 について

女性 の現在 の状況 を捉 える、 「1.常 勤 として働 い てい る」 、 「2.パ ー トタイマー と して働

い てい る」、 「3.非 常勤 ・アル バイ トとして働 いて い る」 、 「4.専 業主婦 ・主夫」 、 「5.

そ の他()」 の5選 択 肢 につ いて、含 まれ る対象者数 を勘 案 して 、前記 「2」 と 「3」

を一括 して 「パ ー トタイマー/ア ルバ イ ト」 と して、 「常勤」 、 「専業主婦 」の3分 類 を女性

の現在 の状況 とした。そ して、 これ ら3分 類 の満足感 を捉 える12項 目で の各 選択 肢の 回答率

の偏 りを κ2検 定に よ り検討 した。

そ の結 果 、図3に 示 した5項 目にお いて 、3分 類 間 で 回答率 の偏 りが認 め られ た(df』6、

p<o.os)

これ ら5項 目の 「満 足」/「 やや満足 」の合 計の回答 率は17～76%(3分 類 の合 計の値)の

一79一 一

隙



範 囲 にあ る。 特 に この 回答 率が高 いのは、 「3)家庭生活 」(76%)、 低 いの は 「10)現在 の社

会情 勢」(17%)で ある。

この 回答率 は、 「Dい まの収入(世 帯全体)」 、 「9>暮らし向 き」 、r12)生 活 全体」 の3

項 目にお いて、概 して 「パー トタイマー/ア ルバイ ト」が他の2分 類 よ り、やや低 い傾 向に あ

る。 「Dい まの収入(世 帯全体)」 で の3分 類間 のこの回答率 の差 の大 きい ことか ら、 この こ

とが、他 の二つの項 目に影 響を与 えて いるのではないか と推察 され る。

「3)家庭 生活 」は、 「専 業主婦 」が他の2分 類 よ り、 この回答率 が10ホ.イ ント程度 高 くな っ

てい る。 仕事 に出てい るこ とが 、 この よ うな結果 に現れ てい るのか もしれない。

図2常 勤者の性別による比較

[6)余 暇(レ ジャー)】

【8)健康 】

【9)暮 らし向き】

【11)人間関係 や人 づきあい】

【12)生活 全体】
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図3女 性の現在の状況による比較

【1)いまの収入(世 帯全体)】

【3)家庭生 活】

【9)暮 らし向き】

【10)現在の社会情勢】

【12)生活 全体】
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「10)現在 の社 会情勢 」につ いては、12項 目の中で も 「満足 」/「 やや満足 」の回答 率が最

も低 いが 、 「常勤 」 が他 の2分 類 よ り7～9ポ イント高 いが、社会 に積極 的 に参加 して いる こ と

が反映 されて いる のだろ うか。

③ 男性 の職 業(仕 事)に つ いて

男性 のほ とん どは 「常勤 として働 いてい る」ため、 どんな職業(仕 事)に つい ているか をQ

3-1で 尋ね てい るので、職業の分類 に よる満足感につい ての差 を検討 す る。職業 の分類 は、そ

こに含 まれ る対 象者数 を勘案 して、r専 門的 ・技術 的職 業」、 「管理的職業」、 「事務 的職業」、

「販 売の職業」 、 「技能 工等お よび労務 の職業」 の5分 類 を用いた。 そ して、 これ ら6分 類 の

満足感 を捉 える12項 目での各選択 肢の回答率 の偏 りをx2検 定 によ り検討 した。

そ の結果 、図4に 示 した5項 目にお いて 、5分 類間 で回答率 の偏 りが認 め られ た(df』12、

p〈0.05)。 これ ら5項 目の 「満 足」/「 やや満 足」の合計 の回答 率は39～64%(6分 類 の合 計

の値)の 範 囲にあ り、 この回答率 に注 目して い く。

「1)いまの収入(世 帯全体)」 は、 「管理 的職 業」 が53%で 最 も高 く、 「販売 の職 業」 が

20%で 最 も低 く、33ポ イント程 度 の差 がみ られ てい る。この回答率 が50%を 超 えてい るのは、 「管

理 的職業 」だ けで ある。

「9)暮ら し向き」につい ては、や は り 「管理 的職 業」のこの回答率が76%で 最 も高 く、 「販

売 の職 業 」、 「技能 工等お よび 労務 の職 業」が ほぼ50%で 低 くなってお り、他 の二つの職業分

類(「 専 門的 ・技 術的職業 」 と 「事務 的職業」)が そ の中間 とな ってい る。

「11)人間 関係 や人づ き あい」につ いて も、 「管理的職業 」の この回答 率が70%で 最 も高 く、

他 の4分 類 の この回答率 は50%台 で、 「技能 工等 お よび労務の職業」 が最 も低 く51%で ある。

「7)自分 の これ まで受 けた教育」 について は、 「専 門的 ・技術 的職業」 、 「管理的職業」 、

「事 務的職 業 」、 「販売 の職業 」の4分 類:にお けるこの回答 率は、ほぼ同程 度で66～68%の 範

囲 で あるが、 「技 能工 等お よび労務 の:職業」 が52%で15ポ イント程度低 くな ってい る。

「8)健康」 につ い ては、 「専 門的 ・技術的職業」 、 「管理 的職業」、 「事務 的職 業」 の3分

類 の この回答率 は、ほぼ 同程度 で約65%で あ るが、 「販 売の職 業」、 「技能 工等 お よび労務 の

職 業」 は60%で ある。

男性 の職 業(仕 事)に よる満足感 は、概 して、 「管理的職業 」が高 く、 「技能 工等お よび 労

務 の職 業」 が、や や低 い傾 向に ある と言 え よ う。

図4男 性の職業(仕 事)に よる比較

【1)いまの収 入(世 帯全 体)】



図4男 性 の職業(仕 事)に よる比較一続き一

【7)自 分 のこれまで受けた教育 圏

【8)健劇】

【9)暮 らし向き】

【11の人間関係や人づきあい】
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3.就 きた い 「理想 の仕 事」 との関連

質 問紙Q4の 「あなたの現在 の仕 事(パ ー トタイム、アル バイ ト、専業 主婦 ・主夫 を含 む。)

は 、あ なたが本 当に就 きたい理想の仕 事で した か」の問いで 「はい」、 「いい え」の2選 択肢

で 回答 を求めた。 この2群(「 はい」群 、 「いいえ」群)の 満足 感 との関連 を検討 す るた めに、

「満足 」 に 「4」 、 「やや満 足」に 「3」 、 「やや不満 」に 「2」 、 「不満」 に 「1」 の数値

を与 え、2群 間 の平 均値 を算 出 し、そ の差 についてt検 定を行 った(分 析 にあた り、質問紙 で

の選択 肢 の数値 を反転 させ てい る.従 って数値 の大 きい方 が、 「満 足」してい る方 向であ る.)。

図5に 、満 足感 の12項 目の2群 の平均値 を男性、女性別 に示 した(項 目は、平均値 の差の

大 き さ順 に並べ 替 えてあ る)。t検 定の結果 、2群 間の平均値 に有意差が認 め られ な

図5就 きたい 「理想の仕事」か、否かでの比較

男性 女性
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か った項 目には 「ns」と示 してあ り、殆 どの項 目で2群 間 に有意 差が認 め られ(男 性:df』988、

P<0。05女 性:df』984、P〈0.05)、 いずれ も 「はい」群 の方 が 「満足」 してい る傾 向に ある。

2群 間で平均値 の差 が最 も大 きいの は、男性 、女 性共 に、 「1)いまの収入(世 帯全体)」 で

ある。 しか し、平均値 の差 の大 きい、以下4位 までの項 目は、性別 によってやや 異な る。 女

性 では、 「9)暮らし向き」が2位 、 「3)家庭生活」 が3位 に含 まれてい るこ とか ら、 「理想 の

仕事 」に就 いた こ とで、女 性で は、家庭 に関連 した満足感 が得 られ ている傾 向が うかが える。

一方
、男性 では、 「11)人間 関係 や 人づ きあい」 が2位 に、 「7)自分の これ まで受 けた教 育」

が4位 に含 まれてい る ことか ら、職 場 に関連 した満 足感 が得 られ てい る傾 向が うかが える。

男性 では 「10)現在 の社 会情勢 」、女性 では 「2)住んでい る住宅 」、 「5)地域 の社会施 設(学

校 、図書館 、公民館等)」 で2群:間 に平・均値 の差は認 め られ なかった。

4.転 職 希望 との関連

質 問紙Q5で 、 「あなた は、 現在 の仕事 を も し変 える ことがで きる と した らど うします か」

の 問いで、 「1.す ぐに変 える」 「2。 しば らく考 えてか ら変 える」 「3.変 えない」 「4.

わ か らない」の4選 択肢 で転職希 望につい ての回答 を求 めた。選択肢 「1」 と 「2」 を一括 し

て 「転職 す る」、 「3」 を 「転職 しない」 として2群 を設 定 し、前節 と同様 の方法 で各群 の満

足感 の平均値 を算 出 し、2群 間 の平均値の差 をt検 定 によ り検討 した。

図6に 、満足感 の12項 目の2群 の平均値 を男性 、女性別 に示 した(項 目は、平均 値 の差 の

大 き さ順 に並べ 替えて ある)。t検 定 の結 果、2群 間の平 均値 に有意差 が認 め られ なか った項

目にはrns」 と示 して ある。殆 どの項 目において2群 間 に有意差 が認 め られ(男 性:df』787、

p〈0.05女 性:df』694、p〈0.05)、 いずれ も 「転職 しない」群 の方が 「満足 」 してい る傾 向 にあ

る。

2群 間で平均値 の差 が最 も大 きいのは、前節 と同様 、男性 、女性 共 に、 「1)いまの収入(世

帯全 体)」 で ある。前節 と同様 、平均値の差の大 きい、以 下4位 までの項 目は、性別 によって

やや 異な る。

「12)生活全体」 は、男性 で は2位 、女性 では3位 で ほぼ同様 であ るが、 「6)余暇(レ ジ ャ

ー)」 は、男性 では3位 、女性 では8位 、 「3)家庭 生活」 は、女性 で は2位 、男性 で は6位 で

あ る。 また 、 「7)自分の これ まで受 けた教 育」は、女性 では4位 、男性 では、7位 で ある。

「10)現在 の社会情勢 」 は、2群 間の平均 値 に有意 な差は認 め られ ていない◎

5.要 約

満足感 の分析 結果 を要約す る と以 下の よ うになろ う。

① 男性 よ り、女性 の方が満 足感 が高い傾 向 にある。

②男性 、女性 共に、年齢 に よる満足感 の差異 は概 して少 ない。

③ 「常勤 で働 いてい る男性 と女性 では、相対 的にみ て女性 の方が満 足感 は高い傾 向 にあ る。

両者 の差が大 きい項 目は、 「8)健康 」、 「9)暮 らし向き」、 「11)人間 関係 や 人づ きあい」

である。

④女性 の現在 の状況 の3分 類 一r常 勤 、 「パー トタイマ ー/ア ルバイ ト」、 「専業主 婦」 一

におい ては、 「1)いまの収 入(世 帯全体)」 、 「9)暮 らし向 き」 、 「12)生 活全 体 」 の3

項 目で、概 してrパ ー トタイマー/ア ルバ イ ト」 が他 の2分 類 よ り、や や満 足感 が低い傾
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男性

図6転 職希望による比較

女性

向 にある。 また 、 「3)家庭生活 」 は、「 専業 主婦」が他 の2分 類 よ り、満足感 は高 い傾

向 にあ る。

(5)男 性 の職 業(仕 事)を 「専 門的 ・技術 的職 業」、 「管理 的職 業」、 「事務 的職 業」、 「販

売 の職 業」、 「技能 工等 お よび労務の職業」 の5分 類 に した比較 では、概 して、 「管理

的職 業」 が満 足感 が高 く、 「技能 工等二お よび労務 の職 業」 が、それ が、やや低 い傾 向 に

ある と言 え よ う。

(6)「 理想 の仕事 」 に就 いてい るこ と、 「転職希望 」のない ことは 、男性 、女性共 に満 足感

が高 い傾 向にあ る。特 に、 「1)いまの収入(世 帯全体)」 での差が大 きい。

一86一



▼

Ⅲ.イ ンタ ビュー調 査分析結 果



Ⅲ―1高 齢者のライ フ ・ヒス トリーか らみ る仕事

:働 く動機 としての生活危機 と生きがい

近畿大学九州短期大学講師 ・品川介護福祉専門学校講師

別 府 明 子

1.社 会的な危機:社 会的背景

今回、インタビュー した女性の年齢は61歳 か ら85歳 であった。 日本の情勢が大きく変化 し

た第二次世界大戦の終わる昭和20年 に、この人たちは1歳 半か ら27歳 まで と年齢の差は大き

く、さまざまな発達段階において戦中 ・戦後を体験 している。ある人は親に全 く依存 している乳

幼児として、またある人は乳幼児の母親 として戦争を体験 していることになる。人は、自分の生

きる時代を選ぶわけにはいかず、住む場所においても制約がある。そして、好む と好まざるに関

わらず、自分の生まれた文化に影響 されなが ら生きるわけである。半世紀以上 も前の日本では、

現在に比べ、生活はより環境に支配されていた と思われる。いつの時代でも多かれ少なかれ、社

会の情勢に合わせなければ生きていかれない部分があるので、インタビューに答えて くださった

全ての人が戦争の影響を受けずに暮 らすことはできなかったと思われる。それでは、戦争は彼女

たちの生き方にどのように影響 を与えたのだろうか。

(1)女 性の社会進出に対す る戦争の影響

当時、青年期を迎えたばか りの女学生たちは、学校に行 く変わ りに工場で部品をつ くった り、

早めに卒業 して代用教員となり、小 さい子 どもに勉強を教えたりしていたとい う。働 き盛 りの男

性が戦地に行っていないのだから、彼女たちは勉強どころではなく、働かざるを得なかったので

ある。戦争がなければ専業主婦になっていただろうと思われ る若い女性たちが職業 に就いている。

これは、戦争とい う非常事態が生み出した雇用である。戦争で家を失い父親も失った人は、「と

にかく、ひ もじいほど辛いことはない。生きるために働 くしかなかった。」と語っている。また、

小学校の臨時教員になった人は、「とにかく、空襲になると、生徒を無事に家に送 り届けなけれ

ばならないと思い命がけで働いていた。」と昨 日のように語るその表情は責任感 と正義感に溢れ

る青年のよ うであった。それぞれの状況は違 っていてもこのように働 くことに命がかかっていた

時代。女性 も働かざるをえない時代背景があった。

今回のインタビューを通 じて、彼女たちがこの戦時下 という非常事態の中で職業につ くとい う

体験、および、貧困状態の社会で青年期、成人前期をすごした体験が高齢期の生きかたにも大き

く影響 しているように思った。

(2)思 想の激動

終戦による価値観の激動は特に教員をしていた人には大きなショックを与えたようである。あ

る女性は 「価値観の激変に教育に携わる自信を失って しまった。」そのため、退職 を決意された

とい う。また、ある人は、戦後の革新的思想に惹かれ組合活動に熱中 した結果、逮捕 され るとい

う事態になって しまった。 しかし、3ヶ 月の刑 も子 どもが小さかったせいか2ヶ 月で出所でき
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たと懐か しそ うに話す。当時、一緒に活動 していた男性 と結婚す るが、社会情勢や 「夫が苦労知

らずのぼんぼん」のため経済的に恵まれなかったとい う。その女性が 「私は今まで、一度 も選挙

を棄権 した ことはあ りません。」と語 る様子には、80歳 間近の高齢者 とは思えない若々しさと芯

の強 さがにじみでていた。また、高齢期の現在まで地域福祉活動にカを入れている人はr戦 争中

は 自分の頭で考えてこなかった。これからは自分で考えなければいけない。女性も母親や、妻、

嫁などとい う役割だけで生きていてはだめで、社会の一員 としての自分、個 をもつことが大切

だ。」 と認識を新たにされたとい う。それから、結婚 し商社を退職 した後は子育て中のPTA活

動 を皮切 りに消費者運動、地域福祉活動などの中心となり、70歳 後半の現在も意欲的に活動を

続 けている。あま りの忙 しさに夫が活動に協力的でない時期 もあったとい う。しかし、それにめ

げずに続けてこられたのは、住民のカで社会をよくしていくとのゆるぎない信念 と、活動そのも

のがその人 しく生 きることに繋がっていったか らだと思われる。また、別の人は 「自分はいつ も

弱い人の側 に立ちたい。」と穏やかなまなざしで語っている。そのように自分の拠って立っ とこ

ろをはっき りさせて仕事な りボランティアをす ることが活動の質を高 くしているのではないだ

ろ うか。また、未来に良い環境を残 したいとの考えから、現役で働いていた頃のネ ットワークを

フル活用 し、環境問題に取 り組んでいる人や、日本の芸術文化のために、子 どもたちのためにと

さまざまな自主活動を展開 されている人など、数え上げればきりがない。この年齢の人々の活動

は確固たる信念に基づいて行われていることが理解できる。単なる、名誉心や権威を誇示するな

どとは異なった行為である。真剣に、社会の未来、子 どもたちの未来を思いや っているのである。

このように人を利他の行動に導 く核になるような考え方はいつ芽生えるのであろうか。今回、高

齢者のインタビューをして、人の思想や行動は確かに変わる、しかし、その核になるものはかな

り早い時期から埋め込まれているのかもしれないと感 じた。

(3)外 地で育った影響

最近は、帰国子女 とい う言葉も古 くなってきたようであるが、そう呼ばれた人たちの活躍をよ

く目にす るこの頃である。60年 以上 も昔、外国で教育を受けた人は、戦前の日本が盛んに海外

に進出したことと戦争の影響が多い。高齢者の話の中に 「わたくしは大陸育ちだから… 」 と言

う言葉がときどき聴かれ る。それは 日本人でありなが ら、育った土地の文化や自然環境が違 うの

で、内地で育った人とは何か違っていると言 う事 らしい。今回のインタビューでも子 ども時代、

大連で育った人が 「当時、日本人が生活 していた地域は本国以上に自由で文化的な雰囲気に満ち

ていた。その上、自然が雄大で、環境がすばらしかった。環境が人を変えるというのはほん とう

だ」と語っている。その生育環境を想像す るに、日本人が進出していった地域は経済的、文化的

にかな り豊かな状況があり、 さらに、その人の場合は家庭で、父親か ら、「教育も仕事も日本だ

けが全てではない。自分を生かせる所に出ていけばよい」と言 う当時 としては先進的なア ドバイ

スを受け、のびのび育てられたと思われる。男子以上に自由な現在の女子教育の状況に似ていな

いだうか。このように、豊かで自由な環境はその女性の教育水準や職業選択、また、その後のキ

ャ リア発達に強い影響を与えた。この人はある大学が共学に変わった最初の女子学生とな り、卒

業後は男性 と同じようにキャリアを積み、会社で最高のポス トを獲得する。この人は、仕事をす

る上で、「異文化に触れ ることと情報収集」の重要性を語っている。家庭で も子 どもや孫に対 し
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て海外の文化に直接に触れながら学習する事を奨励 されているようであった。子ども時代を海外

で過 し、さらに会社で高いポス トを得てから留学するとい うめず らしい体験がキャリア形成に影

響 していると語っている。子 ども時代に異文化に触れることのポジティブな影響 としては、「職

業選択やキャリアの発展に幅がでるうえ生き方にも柔軟性 を与える。」と強調 していた。また、

留学 された別の人は 「少々無理をしてでも行 く価値があると思 う。」 と語っていた。 このような

経験か ら出た意見には説得力があ り、適切な時期に異文化に触れることは重要だと納得 させ られ

る。そして、異文化とは海外に行 くことだけではなく、引越 しとい う経験 も似た影響を持ってい

るようであった。環境が人に与える影響の大きさはワ トソンらアメ リカの行動学派が強調す ると

ころである。

2.個 人的な危機

(1)働 かざるをえない状況をきっかけとした仕事の継続

インタビュー した高齢女性が働 き始めた理由として、経済的理由をあげた人が多かった。それ

は生育家庭における父親の病気や死亡、現家族における夫の病や事業の失敗など家族において男

性の役割遂行が難 しい状況になった場合に、彼女たちが役割の補助 ・代行をしてきた。 しかし、

その役割が終わってか ら、高齢期の現在までいきいきと働き続 けている理由はどこにあるのだろ

うか。

ほとんどの人は現在の自分の活動や生活や活動状況に満足されていた。しかし、ここに至るま

でには多くの危機に遭遇 している。重い病気で何回も手術 された人や夫や子どもを亡くしてしま

った人、配偶者や義理の両親 との葛藤が強かった人、信頼 していた人の裏切 り行為に傷ついた人、

周囲の嫉i妬か ら地位 を失って しまった人、会社の規則でいつになっても昇進できなかった人など、

個人の危機はさまざまであった。そ ういった辛い体験に負 けず、いや、む しろそれ をばねにキャ

リアを発展 させてきたかのように、これ息に至るまで溌刺と活動を続けている要因はなにか。イ

ンタビューの中で、ある人は夫を失い生きる意欲が無くなって しまったとき、孫な どの家族 との

ふれあい と仕事があったから立ち直れたと語っている。また別の人 も子どもを失った後、失意か

ら抜け出せたのは仕事があり、職場の人のふれあいがあったからと言われる。一般的には再び立

ち上がるのが難 しいほどの危機 に陥った場合、それを理由に仕事も辞めて しまいそ うに考える。

確かにそ うなってしまう人 もいるだろうが、今回、活躍 されている高齢の人に限っては、む しろ

個人の危機を救って くれたのは仕事であり学習の機会であった との印象を受けた。仕事は 日々、

小 さな危機を生むこともあるが、大きな危機を救ってくれ ることもある。

(2)生 育家庭の経済力低下

父親が若 くして亡くなっても、母親はなす術を持たず、長女が教職に就いて、一家の経済を支

えることになった人や、父親が病に倒れ、収入が断たれて しまったので、自分が変わ りに父親の

働いていた会社に就職 した人。また、父親の死後、働きながら学校に通い、奨学金の一部を母親

に仕送 りし妹の学費を援助 した人など。その時代には、中年女性である母親の就職 先が少なかっ

たことは想像に難 くない。そのため、父親の代わ りに子 どもが就職 し家計を支 えるケースが多 く

み られた。当時は、経済の担い手が男性中心であったため、夫に先だたれた妻は即、経済力を失
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うことになった。しか し、そ ういった時代に、娘が父親の代わ りに働いて家族を養ってきた とい

う事実は驚 きであった。社会保障のなかった時代には、長男、長女は親に何事かあった場合に、

即座に代理を務めざるを得なかったのだろ う。高齢者の話に、「兄弟を進学させ るために自分は

進学をあきらめて就職 したとか、母親代わ りに兄弟の世話をしていて結婚 しなかった。」といっ

た話をときどき聞く。確かに、社会的援助がなければ、家族で助け合 うより他に道はない。いざ

となれば、女の子でも家計を支えるとい う立場を引き受けていたのである。そのことに対 して暗

さや悲壮感が感 じられないのは、働 くということが人にとって、ごく、自然であり有能感や 自己

効力感 が強化 され社会人 としての自信 を築き上げていくことができたか らではないか。現在では、

自分が家族 を養ってい くとい う意気込みの女性がいたとしたら、それは、娘ではなく母親であろ

う。経済的には子 どもが親役割を代行 しなくてもよい時代になったといえる。

(3)現 家族 の経済力低下

結婚で仕事を中断 した人が、再び働き始めた理由は、夫の経済力だけでは子 どもに高等教育を

受けさせ られないとい う状況、また、夫が政治活動にカを注いで仕事がはかばかしくなかったケ

ースや夫が結核になって しまい
、回復のめどが立たず生活費に夫の治療費、考えるだけで気の遠

くなるよ うな状況などがあった。彼女は教員免許 と結婚前に働いていた経験 をいかして、高校の

専任教員になった。就職が決まった時は心底ほっとしたと語っている。また、夫が戦争で2年 間

の捕虜生活を経験するとい う非常事態に陥る。その後、

無事、引き上げてきたものの仕事は順調にいかず、アル コールに溺れる生活となってしま う。

子 どもの教育にはカを入れようと考えていたが、夫の収入だけでは大学ぺ進学させ ることは無理

なので教育費 と生活費を捻出するために働 く必要があったのだとい う。 「勤めに出て家を空ける

のは子 どものために良くないと思い、実家の父親に援助してもらい家で出来る文房具店をするこ

とになった。その収入でどの子も大学に出す ことができた。」 と話 される。 この女性たちにとっ

て、仕事に就いて収入を得ることは切実な願いであった。そ して、家庭の非常事態を乗 り切るた

めに仕事を始めている。当初、彼女たちは自分 自身の能力を磨 くとか生きがいを求めるとい うこ

とはあま り考えていなかったようである。とりあえず夫の役割の補助 というかたちで働 き始めて

いる場合が多い。感心するのは全員が途中であきらめることをせず優秀な代役 として、ピンチを

乗 り切 り目的を達成 していることである。

3.生 活の危機を乗 り越 えて働き続 けた要因

(1)手 段か ら生きがいへ

父親や夫の代役 としての任務を終えた後も、彼女たちは仕事を辞めてはいないのである。働か

ざるをえなくて働いている間に、しだいに自分 自身の生きがいや楽 しみに変わっていった とい う

ことであった。

それでは、必要に迫 られて働 く状況から、生きがいへと転換 している理由には何があるのだろ

うか。一言で言 うな らば 「自分の状況を自分で変えることができる。」とい うことに尽きるよう

に思 う。つまり、環境を自ら変える力があるとい う自己効力感の高ま りが考えられる。

具体的には以下のようなことをあげた人が多かった。
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①自分自身が収入を得ることで経済的安定、精神的安定が得られる。

②経済力とい うパワーを持つ ことで自立 した存在になる。

③社会的に自信が出てくる。

④仕事の内容に興味がでて くる。

⑤人間関係が広がる。

高齢になるとさすがに最前線で仕事をしている人は減ってくるが、体力や家庭の事情に合わせ

たかたちで活動を続けている。自分の したいことや出きることが社会で認められ ると言 うことは

年齢に関係な く幸せなことである。経済的には働 く必要のなくなった高齢者が働 き続ける一番の

理由は、噛 分が自分らしくあるため」のようである。なぜ、働 くことが楽 しく自己実現的にな

っていったのか性格や環境を含め以下で探ってみる。

(2)親 の養育態度

半世紀以上前、家庭の危機 を乗り切 るために若い女性が職 に就 き、家計を支えてきたケースを

多 く見てきた。経済的危機 をどう受け止め克服するか とい うことは、社会全体の風潮や各家庭の

文化、価値観などが関係すると思われ る。

最近、サラ金で借金を重ねる人、賭け事に走る大人、援助交際で小遣いをかせ ぐ小中学生、ホ

ス トクラブに行く費用を売買春で稼 ぐ主婦、キャバクラ嬢になる大学生等々安易にお金を入手す

る話題には事欠かない。昔も似たような方法でお金を手に入れ ることはできたはずである。しか

し、インタビューに応 じてくださった人はみな安易な手段に走らず、危機を乗 り切 る方法 として

仕事を選択 された。生きるためにま じめに働 く姿勢 とい うのはどのようにして育ってい くのだろ

うか。子どもはいつ頃、どこで、誰か ら学ぶのだろうか。今回、親の養育態度について尋ねると、

「子 ども時代は、女だからとい う差別はとくになく、自由にや りたいことをさせてくれた」とい

う答えが一番・多かった。さらに、どの家庭 も教育熱心で、本人の望む限 り上級学校へ進ませてく

れたという。ある人の場合、親戚から「家計に余裕 もないのに女の子を大学へ出すなんて馬鹿だ。」

と言われたが、親はそんなことは全 く気にも止めなかったという。大学に行かせてもらったおか

げで父親亡き後は母親を養 い、結婚後、夫の長期療養生活で経済的危機に直面 したさいにも家族

を養 うことがきた。裕福でもなかったのに、最高学府まで進ませてくれた両親に感謝 していると

語っている。また、母親が子 どもの学資のために仕事を再開 していた家庭 も複数見 られた。裕福

な家庭 もそ うでない家庭 も、子どもの「教育」には特別に力を入れていたのが分る。当時の社会

における男女差別に比べると、彼女たちの家庭では進学をはじめとして生活全般に男女の差別は

少ない。親の養育態度としては、夫々の子の能力を最高に伸ばしてやろうとい う考えが基本にあ

ったようである。躾には厳 しい面もあるが、「自由でのびのび」 と大切に育てられていたことが

伺 える。

また、多くの家庭が教育を筆頭にスポーツ、技術、資格、文化なども大切にしている。親 自身、

音楽やスポーツを好み、読書、観劇などに対 して、質の高い興味や関心を持っていた。親 は、一

生懸命に働 く一方、特別に費用をかけるとい うわけではないが、趣味なども充実 してお り日常生

活の質の高 さも感 じ取れる。また、「引越 し」を経験 されている人が非常に多い。 これは、子ど

もにも親にも異文化体験になっているのではないだろ う。近頃は引越 しに伴 う子 どものス トレス
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を回避するために父親が単身赴任するケースもよく見られるのでちょっと考えて しまった。子 ど

もの頃に自分の家庭や周囲とは違 うものをいろいろと見た り、聞いたりする体験は知的好奇心や

新 しい環境に適応す る勇気 と柔軟性を養 う格好の場になっているかもしれない。子 どもにとって、

引越 しはス トレスフルな経験であるが、チャレンジのチャンスであ り、あた らしい出会いの始ま

りでもある。

(3)性 格 ・資質

高齢期に活躍 している女性の性格には、外向的な人も内向的な人もいるが、上記のように、

自由に育ってい るだけに発想は柔軟でのびのび している。共通する点 としては、「決断力 と行動

力」に優れ、非常に 「人 との出会い」を大切にする姿勢があげられる。さらに人 との付き合いを

始め、さまざまなものを 「楽 しむ」能力にす ぐれている。また、内向的、外向的に関わ らず多 く

の人が、異 口同音に 自分はr好 奇心が強い」と言われる。この好奇心を育てるものが解明できた

らお もしろいと思 う。また、勉強そのものが好きだったとい う人もいないわけではないが、む し

ろ勉強や試験にまっわる楽 しいエ ピソー ドがたくさん語られた。また、それ以上に愉映ないたず

らをいっぱい体験 している。友達関係、教師 との出会い、クラブ活動、遊び、さまざまな場面で

子 どもらしく楽 しんでいるのである。つまり、学校生活全体が好奇心を満足 させ、さらなる好奇

心を生む場所のようであった。彼女たちの 「あたらしいこどを前にして恐れない勇気と、ポジテ

ィブな好奇心を持 ち続ける」とい う資質は、仕事を継続するのにたいへん適 していたのではない

か。このような姿勢は生まれつきの性格 とはあまり関係なさそ うで、む しろ、家庭や学校 とい う

環境が育ててきたと思われる。

(4)サ ポー ト

働 き続けるためのサポー トは、現在のような公的、社会的なものはほとんどなく、インホーマ

ルなものばか りであった。女性が働 くために必要なサポー トは今 も昔も大 して変わ らない。子 ど

もの世話 と家事の援助が不可欠である。子育てに関しては、お手伝いさんを頼んだと書 う人 もあ

った、が、多 くは実家の母親や姑が全面的にサポー トしている。当時は、子育て、家事における

夫の協力は精神的なものが多 く、労働力 としては頼みになるほ どのものではなかった。夫の家事

援助は現在 の家庭 とはかなり様子が違っている。家事については子どもがよく手伝ってお り、こ

れ も近頃の風潮 との違いが 目立っ。ある人か ら 「子ども時代に手伝いをさせておくことが将来、

仕事をす るときに非常に役にたつ」とのコメン トがあった。また、店を始めた人においては実家

の資金援助 と近所に住む妹のサポー トが有効であったとい う。また、職場における同僚や上司の

理解は欠かせないようである。特によい上司に出会えるか どうかは、働 き続ける上で重要なポイ

ン トとなる。夫に関しては、仕事を続 けるための協力者になる場合 もあれば、さまたげになる場 ・

合もある。協力者になれば、だれより強い味方であるが、障害になるとこれ また、たいへんなス

トレッサー となる。今回の調査では半々の割合であったが、無関心な夫も含めれば協力的でない

ほ うが多い。この時代、女性が働 き続けるには実家のサポー トが欠かせなかったようである。し

かし、なかには姑を大変良いサポーターに仕立て上げた人もいた。生活のサポーターには女性が

打って付けなので、この人のように同性同士の連帯が うまくつ くれたら心強い限りである。成功
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した秘訣を聞くとサポーターが家族であっても十分な報酬を払 うことだとい う。非常に納得のい

く話である。

(4)学 習 ・リソース 、

今回、インタビューした人の多 くは計画的に仕事を始めていないので、仕事に必要な資格や知

識 は後か ら獲得 したケースが多い。卒後すぐに就職する場合は学歴が重要になるのだろうが、卒

業後何年かブランクがあって働き始めた人たちは、学歴 もさることながら資格が重要だ と答えて

いる。いずれに しても、仕事 と学習の関係は密接であることがインタビューか ら分った。今回、

教員、看護婦、保育士、司書、調理師、カ ウンセラーなど女性向きと言われる資格を半数以上の

人が持っていた。さらに、検査技師、保険業務資格などがみられた。さすがに、平均年齢が70

歳以上となるとパ ソコン関係の学習や資格は少ないが、英文タイプ、英会話、アメ リカ留学など

も入っていたのには驚いた。ある人はr英 語ができることで非常に世界が広がるんだ。」 と、そ

の必要性を強調 されていた。今回の調査で学習は学生時代だけのものではない と言 う事が、はっ

き り浮かび上がっていた。必要になった時、必要なことを学習するか らこそ真剣になれたのであ

ろ う。これからは、時間に余裕のある高齢者が自分に必要 となった分野の学習をす る姿はより目

立つに違いない。アメリカの大学な どではすでに構内に施設を建て、そこか ら高齢者が大学へ通

っているそ うである。いずれ 日本でもそのような時代が くるのかもしれないが、学んだ後それを

どう社会に還元 していくか高齢者自身の課題 となるであろう。

4.自 己実現的な働きかたの高齢者(生 活危機や経済的でない動機)

前述 してきた高齢女性 の仕事は必要に迫られて始めたケースが多かった。しか し、ここではは

じめか ら、 自分の生かた として仕:事を持つことを選択 したケースについて検討す る。今でこそ、

学校を卒業 と同時に女性も就職 しているが、60年 近く昔は、女性の勤めといえば、教員、看護

婦、保育士などが主な職種であ り、他には農業、商業など家業の手伝いも多かった。一般の企業

で多くの性が働 くようになったのは戦後何年かしてか らのことである。まして、企業で女性が重

要な役職につけるようになったのは、ごくごく最近のできごとなのである。今回の面接では、現

代女性のさきがけともいえる、貴重なキャリア発達を遂げた人が何人かいた。ある人々は企業の

取締役や部長 とい うポス トに就かれたわけだが、彼女たちは、「結婚イコール家庭の主婦 とい う

パターンは受け入れ られなかった」、また 「精神的に自立 して生きるために必要なこと」 との理

由で最初から仕事を選択 している。就職が経済的危機から脱却する手段であった り、あるいは食

べるための手段であった りした多 くの女性 とは、仕事に就 くモチベーションが異なっている。現

代風に言えば自己実現的な生 き人をめざし仕事を選択 している。そ して、彼女たちの可能性の追

求 と会社の要請が一致 した結果、高い地位に就くことができたのであろう。本人の高い学歴 と能

力、さらに男性の何十倍 もの努力と苦労があったにちがいない。そ して、良い上司に恵まれると

い う幸運など、表面的に見れば男性のキャリア発達 とよく似て見える。

(1)配 偶者のサポー ト

さらに彼女たちに共通 しているのは、仕事をす るのに絶好の夫に恵まれていた。世の中に内助
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の功 とい うものがあって、男性のキャリア発達に貢献するな らば、男女が逆になっても功を奏す

るものかもしれない。とにか く妻の仕事の絶大な協力者なのである。先輩のように、指導者のよ

うに、ときには参謀 としてア ドバイスしてくれ、前に出ることを躊躇 していれば背中を押 して く

れる。 この時代には、危機脱出のため懸命に働 く妻の脚を引っ張る夫さえいたとい うのだから、

上記のような夫は働 く妻にとってどれほどありがたかったか計 り知れない。ある人は父親の強い

勧 めに応 え、子 どもが学校へ入学するまでとい う期間限定で飲食店を始める。働いてみると彼女

の思いがけない才能が発揮 され、予想外に店が繁盛 し大きな経済力を持つに至った。この人の夫

は自分の仕事もかな り忙 しいにもかかわらず、たいへん援助的で毎 日、店のできごとを報告する

妻の話 を最後まで聞いてくれた とい う。それぞれの職種は異なっていても、彼女たちがまれにみ

る成功を納めた陰には夫の並々な らぬサポー トが存在 していた。アメリカあた りでは妻の社会的

成長を支えるのは夫婦 として自然なことかもしれないが、日本ではそうそ う見かけない。私はこ

のよ うに仲の良い夫婦のモデルを知 らないので、父親が娘の話を聞いてやっているようなほのぼ

の とした雰囲気を想像 して しまう。

(2》 親族ネ ットワーク

自己実現的に働 き始めた人の場合、仕事を楽 しんでいる親戚や家族がいて、その人の影響 を受

けているように思われた。母親は専業主婦であっても結婚まえは教員であったとか、祖母も大昔

のキャリアウーマンで勲章を受けていたなどがある。親から、自分にしかできないことをしなさ

いと言われ、母親の役職をそのまま受 け継 いだ人もお り、まさに親族のサポー トを最大に生かし

たケースかと思 う。また社会的に活躍 されていた、あるいは活躍 している親族が多い人もいた。

彼女たちには子 ども時代に働 くことのおもしろさや夢を感 じさせてくれる親 しい大人との交流

があった。また、受験、就職、その後においても、親族からは精神的なサポー トに加え、情報的、

経済的、人脈的サポー トなどが見られた。活躍する親族の存在はたいへん有力な資源となること

が覗えた。

5.ま とめ:人 が仕事 をするとい うこと

面接中ある人がいった 「私は働きなが ら死にたい。」「働きながら死ぬという生き様をみせた

い。」と。老後は働かずにのんび りくらしたいとい うのは人間だけではないか。動物はいくら老

いても餌を獲 らずに生きているなどとい うことはしない。そ う考えれば人が最後まで働 きたいと

い うのはごく自然なことなのではないかとい う話になった。高齢者が家族や、施設で過剰に世話

をされ ると、あっとい う間に衰 えるということもよく知 られている。また、高齢者が 「のんび り

暮 らしたい と思ったが、何にも仕事のないほど辛いものはない。」と嘆くのもよく耳にすること

である。人も動物 も生き残 るために(種 の保存)必 要なことにはそれな りに 「快」の感情が生起

するように仕組 まれているのであろ う。例えば、食べる、排泄する、眠る、餌を獲る(仕 事)、

学習す る、生殖行為、子育てな ど、一連の行為は苦労をともな うものもあるが、楽 しみもセ ット

されている。 「学習」や 「仕事」などは苦労の面ばか りが強調 されがちであるが、それ らは喜び

にな り、生きがいになるものであることを、今回の高齢者の話から確認できた。本来、楽 しいこ

ともあるのに辛 さだけが 目立って しまい、「学習を嫌 う人」、「子育てを嫌 う人」、「仕事を嫌 う人」
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がたくさん出現 したとすれば、それは動物 として不 自然なことなので、人工的な産物といえるの

ではないだろうか。大人 自身が生活を楽 しめなくなっているとした ら、まず、そのことを解決す

る必要があると思 う。

高齢者の経験談により、仕事を始める目的は違っていても最終的にはr同 じゴールにつく」と

い うこと、仕事は自分のためだけでも、人のためだけでも長 く続かないとい うことが理解できた。

今回の聞き取 り調査か ら最後まで、いきいきと生きるには 「働 くことが不可欠」であ り、働き

続 けるのに重要なものは 「好奇心や、楽 しむ心」だとい うことを教えてもらう。動物はこういう

能力を生まれつきもっているが生育過程において、さらに発達するものであることも明確になっ

たと思 う。

表1人 生 に仕事 が しめる重 み(イ ンタビューより)

表2仕 事 をす る上で子 どもの頃か ら教えておい たほ うが良い こ と(イ ンタビューより)
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表3仕 事 をす る上で学生 時代に してお くべ き こと(イ ンタビューより)
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Ⅲ―2女 性の中年期における再就職を規定する要因

国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官

岩 崎 久美子

1.は じめに

女性の職業決定プロセスは、明らかに男性 とは異なるものである。女性は 「絶え間なく変化す

る相関性をもったくもの巣」はと例示され る複雑な他者 との関係性の中で生きてお り、また、育

児 ・介護な ど他者をケアす る とい う役割期待 を強 く求め られ る。そのため、結婚、出産な

どの ライフ ・イベン トや配偶者、子どもを含む家族の状況により、自分の意志よ りも他者の意

向に沿った対応を優先せ ざるを得ない。このような女性の特性は、職業選択に少なか らず影響 を

及 ぼすことになる。

国立教育政策研究所キャリア発達研究会が実施 した高校生対象調査(平 成15年 度)に 将来希

望するライフコースを聞いたデータがある。その結果は、 「結婚 しないで仕事を持 ち続ける」が

7%、r結 婚 し仕事を持ち続ける」が6%、 「結婚 し出産 し仕事を持 ち続ける」が26%で 、い

ずれに しても仕事を継続する意志のある者は39%で 約4割 である。同時に 「結婚 し出産で仕事を

離れ子どもが一定の年齢になったら再び仕事につく」とい う出産退職 ・再就職を希望す るものが

39%、 「結婚 し仕事を離れ出産 し子 どもが一定の年齢になった ら再び仕事につ く」とい う結婚

退職 ・再就職型が11%で あり、このふたつの合計の再就職を希望する者は50%で 半数を占める。

併せ ると、約9割 の高校生女子が、継続 ・再就職に しろ、将来的に何 らかの仕事:に就 くことを念

頭においているとい うことになる。

将来、結婚 ・出産を経て再就職を希望する高校生女子の うち、看護士、美容師、歯科衛生士、

薬剤師など特別な資格 ・技術がある場合、再就職先はある程度予測、保証 される。 しかし、特別

な資格 ・技術がない者は、再就職はどのようになされるのであろうか。

本稿では、結婚 ・育児などでいったん仕事を離れた後、再就職 した人々に対す るインタビュー

調査からどのような要因が再就職に影響 したかを整理 して考えてみたい。

表1将 来 したい仕事の有無 と就 きたい職業(高 校生女子)(N=675人)

1メ リア ム ,S.B.・ カ フ ァ レラ,R.S.(立 田 慶 裕 ・三 輪 建 二 監 訳)『 成 人 期 の 学 習 一理 論 と実 践 一』鳳 書 廃2005年P129.
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表2イ ンタ ビュー者属性一覧

なお、本稿で扱 う対象者は、筆者がインタビュー した9名 であり、年齢範囲は42歳 か ら55

歳まである。この9名 の最初の就職 ・離職 、そして再就職までを追い、再就職や職業について振

り返って聴取 した内容から、再就職 を規定する要因を検討する。

2.初 期就職先の選択契機 と離職

第一に、最初についた就職先の選択理由と離職の理由を表のかたちで掲載 してある。就職先の

理 由としては、大きく(1)将 来設計の うえでの選択、(2)女 性 占有率の高い職種、(3)限 ら

れた選択肢か らの就職、(4)資 質 ・経験に基づ く人 とのつなが りによる斡旋、(5)自 分のや り

たいことか らの職、の5つ に分類 した。離職の多 くは、結婚 ・出産、配偶者の転勤である。

(1)将 来設計の うえでの選択

結婚を視野に入れ仕事の両立を考えて公務員試験を受験 した例である。結婚に際 し、東京勤務

か ら関西へ異動 し結婚、継続 して勤務 していたが、配偶者の転勤で離職する。
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【就職理由】

・高校の同級生 との結婚を早い段階から考えてお り、兄の結婚が先とのことで時期を待っていた。

結婚 した場合、サラリーマンである相手 との生活をどう維持 していけばいいのかを考え、関西での

就職を希望する。市役所などにも願書を出 したが、地方勤務が主 と書かれていた国の方がよさそ う

に思い上級職乙種を受験 した。受験 してから、地方勤務が主 とい うのは、地元とい うのではなく甲

種よりもランクが少し落ちるとい う意味だとわかった。採用は東京であったが、直属の課長が二代

続いて大阪出身であ り、役所に入って5月 ぐらいか ら関西に戻 りたい とい う希望を出 し、大阪に異

動が可能にな り結婚、出産 ・育児を行いながら仕事を継続 していた。

【離職理由】

・13年 勤めた大阪での仕事を辞めたのは、夫が東京に転勤になったことによる切羽詰った選択だ

った。専門的な仕事にしておけば配偶者の転勤で辞めるということもなかった。そのため、娘にも

無理に雇用労働者を薦 めることはしていない。しかし、現実に年金制度などを考えると、身分の不

安定 さや不利な状態もわか りア ドバイスができない。

(2)女 性 占有率の高い職種

女性特有の職種 と言われるステユワーデスや薬剤師の場合である。

ステユワーデスは、当時3年 でやめるのが通例 とされていた。そのため、強いて職業継続 を希

望することなく結婚で離職する。

【就職理由】

・住居が羽田に近 く、ステュ ワーデスで下宿 している人が多かったせいか、小学校の作文で将来な

りたい職業 としてステユワーデスと書いた記憶がある。ステユワーデスの仕事を喜んでくれたのは

祖母。華やかなことが好きで祖父が船舶の機関長であったこともあ り本人 自身も外国に行 きたい と

言っていた。

【離職理由】

・ステユワーデスとしては結局1年 働きボーナスをもらって退社。当時、同期で結婚が決まってい

た自分ともうひとりの者は国際線のステユワーデスになれなかった。もし、国際線勤務になってい

たら続けていた可能性 もある。当時は3年 働 きやめるのがステユワーデスの王道。あまり面白みを

感 じず一生の仕事とは思えなかった。

薬剤師は当時資格があることで収入の道が確保 されているとの印象があ り、初期ポス トには固

執せずに出産で退職。
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【就職理由】

・薬学部は、薬剤師や衛生検査技師などいろいろな免許が とれる。女性にとって有利 とい うイメー

ジがあった。薬学部を出たが薬剤師にな らずに衛生検査技師 として血液センターで働 く。血液セン

ターの中で、薬剤師や検査技師でない専門職以外の人もマニュアル的に検査に従事していたため、

血液センターの中で勉強会を組織 した りした。

【離職理由】

・2年で子 どもが生まれたので産休を取った
。優秀 と評価されていたので、産休明け後も勤めて く

れ と言われたがやめて しまった。母親が 「子どもは仕事をしないで育てたほ うがいいよ」と言って

お り、赤ちゃんに触れたことがなかったため、子育てに専念しようと思った。

(3)限 られた選択肢からの就職

女性の場合、就職 口は著しく限定されていたため、偶然求人があった中から初期就職 口を選択

し就職。結婚、あるいは出産の後退職が当然 とい う風潮の中で、勧奨、あるいは自発的に結婚や

出産の際に退職 とい うかたちをとったものである。

【就職理 由】

・四年制の女子をオープンで採用 してくれる会社が4つ しかなかった
。その中から選び受かったか

らそこに行 くとい う形だった。当時○○書店にも受かった。今はすごいが、新興成 り上が り出版社

で、「そんな ところに入りてどうするんだ、全国に飛ばされて営業や らされて、そんな しん どい と

ころへ」 と誰一人 として賛成 しなかった。

【離職理 由】

・地元は地域的に封建的で大企業でも結婚退社が当然
。学校に行くのも、就職するのも「良い旦那

様 と結婚するため」とい う土地柄。最初の仕事は、4年 間でとてもハー ドに働いた。東京出張、北

海道 目帰 り出張など、ハー ドだったがす ごく楽 しかった。ただ、人材 として育てようとい う感 じで

はなく、ルーティンワークになって くる部分があった。ずっとその会社にいてよいのかなとい う疑

問が生 じてお り、結婚で地元 を離れ なくても辞めていた と思 う。

【就職理由】

・小学校教諭に決まっていたが辞退 し、本来就きたかった社会教育の職種を探 したが、団体事務の

みで現場の職がなかった。ゼ ミの先生に 「いったん企業に入った ら」と言われ就職課にいき偶然募

集があった ところを受けて採用となった。

【離職理由】

・子 どものいる女性管理職がお り
、自分 もその職場でキャリアを積めると思っていた。その女性管

理職の人は配偶者が大企業の重役で子 どもは実家で育ててもらいなが ら、男言葉で男のように働い

ていた。子 どものい る女性管理職がいたので、出産 しても仕事を継続できると思っていたが、妊娠

を上司に話 したら当然やめるといった反応だったので驚き、離職せ ざるを得なかった。
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【就職理 由】

・大学 を卒業 した ときに、洋 菓子関係の協会 の事務局 ・編集局 が新 聞広告 で求人 していた。 コネ ク

シ ョン ・後ろ盾 な し。 ス トのあ る時代だ った か ら、住んで いる ところか ら歩 いて行 ける、仏文科 だ

ったか ら編集局 で出 している月刊誌 の翻訳 を外 注 しな くてすむ、とい う2つ の理 由で採用 になった

の だ と思 う。

【離職理 由】

・編集局 は、フランス語 で翻 訳 し原稿 を書 ける人 がいな くなる と困るので、結 婚退職 しな くて もよ

く、結婚 祝い も らい、 出産祝 い も らい、病気 見舞い も らい、27歳 まで働い た。 その後 フランスを

含 め5ケ 月間外 国に行 く。横浜 か ら船 で ソ連 に行 き、シベ リア鉄道で ヨー ロ ッパ へ。子 どもがいた

が母親 にあず けて出かけた。洋菓子 の翻 訳 を してい るので、確か めたい こ とが多 くあ り、仕事 をや

めて行 った。人 生の夏休 みがほ しか った。

(4)資 質 ・経験 に基づ く人 とのつなが りからの斡旋

アルバイ ト時代からの知 り合いを通 じて就職、あるいは幼稚園で教 えている実績から人づてで

就職 した例である。いずれも出産 ・子育て、配偶者の転勤によ り離職 している。
り

【就職理 由】

・フランスの女優は、普通のセーターを着てもどうして素敵なのだろうと思っていた。ひ とと同

じものを着るのが元来嫌であ り、一般的な服よりもデザイナーズブラン ドを着たいとい う思いが

あった。大学時代好んで着ていたデザイナーズブラン ドの会社に入 りたいと思っていたときに知

っている方がいたので入れてもらった。このデザイナーズブラン ドを売っていた店でアルバイ ト

経験があった。

【離職理由】

・子 どもができたらやめるといった規則はなかったが、子 どもがいて働いている女性がほとん ど

いない会社だった。育児時間は出来たら取らないで欲 しい と部長に言われた りしてちょっと居づ

らくなった。いまであったらうまく交渉できるのであろうが、向こうは 「取 らないで欲 しい」と

言 う、こっちは 「取 ります」と一方的に返す とい うこところがあった。拘束が長いので、子 ども

と一緒にいられないことに不満があった。

【就職理由】

・経済的なことで働 きなが ら学校に行っていたので、ピアノが弾けたか ら幼稚園の先生にとい う

ことになった。夜学に通いなが ら勤務 した幼稚園は2回 変わった。その間、母親の看病で定職に

就けず2年 間フリータのように子どもにピアノを教えながら暮らす。混声合唱団のピアニス トで

音楽を歌遊びと表 してハンガ リーの古代システム研究 している人が今度幼稚園をつ くるので、ピ

アノ、歌が出来る人を探 していて就職 した。

【離職理由】

・幼稚園の先生を続けていたかったが、サラリーマンをしていた配偶者が脱サラで引越 しをした

ため幼稚園をやめざるを得なかった。

一 ・101一



(5)自 分のや りたいことか らの職

自分のや りたいことを素直にやっていく中で、能力が認められて職につながる。同様に、自分

の気持ちに従って仕事をやめた例である。

【就職 理 由】

・物 を書 くこ とを職 業に したい と思 っていたわ けではなかったが、18歳 で家を出てお金 を稼 ぐ

た め、渋谷 や新宿 の駅の通路に布 を引いて アクセサ リー(針 金 をまいた ビーズ)の 「座売 り」 を

してい た。 ヒ ッピー文化 の華や かな頃。それ を通 りかかる人 が 「作 り方 を書 かないか」 と言 うの

で、 「作 り方 を書 くとお金に なるのです かjrむ ろん原稿料出 します よ」 と言われ面 白く書いた。

それが 、結果 的 にコ ピー ライ ター とい うことになった。 自分の場合はや りた いこ とが あった。例

えば、家 を出たい、自活す る、ア クセ サ リー を売 りたい、隣よ りも楽 しいアクセ サ リー を作 ろ う、

面 白い 自分 の好 きな世 界を作 ろ う、作 ったか らには見て見て と売 った。常 に 自分 の好 きな ものが

何 なのか を追 いか け、その結果 、稼 ぐこ とに重 なっていった。

【離職 理 由】

・東 京 で仕 事を していて仕事 も人間 関係 も大変で くさくさして いた
。 ちょ うど 「地方 の時代 」 と

言 われ ていた時代 だった し、r東 京は とにか く嫌 だ、 も う離れ なけれ ばな らない」 と思 って、 「も

う少 しロー カル な ところに身 をお けば、ちゃん とした仕事がで きるので は」と割 と衝 動的に思い、

思 ったそ の 日に家 を出た。現金 をあま り持 ってい なか ったので、半分旅行気分 で、夕方冨士 山を

見た ら富士 山が きれい で、タクシー の運 転手 にrこ こにいな」 と言われて 、rこ の富士 山 と暮 ら

せ るな らい いかな」 と思い とて も元気 がでた。 そのまま不動産屋 にいってアパー トを借 りた。東

京 を離れ た ら何 か開 ける と思 った。

3.移 行期 と学習

次に、離職後、子育てが一段落 し再就職するまでの前後にある中年期の危機 と呼ばれる移行期

をどう考えていたかをまとめてみたい。

年齢に伴い、ひ とは安定した時期 とときに心理的危機状況をもたらす移行期 と呼ばれる時期が

交互に生 じる。特に40-45歳 の中年の移行期 と呼ばれる時期は、レヴィンソン(Levinson,D.J.)

によれば 「人生の秋」「人生半ばの過渡期」2に例えられ、男女 とも今まで過 ごしてきた時間より

も残 された時間を考慮 して人生を組み立て直そ うとする時期と言われる。

社会 的栄達 を遂 げた45-55歳 の男女100人 にイ ンタ ビュー を行 ったニューガーテ ン

(Neugarten,B.)3は 、中年の特質 として、自分の置かれた社会環境のなかのポジションについ

てもっともよく認知 し、人生のなかできわめて内政的で自己認知を再点検する時期 と結論づけて

いる。 この時期は、男性は仕事の重圧が増加する時期であるが、女性は、子育てがひ と段落 し、

2ダ ニ エ ル ・レ ビ ン ソ ン(南 博訳)『 ラ イ フサ イ クル の心 理 学 』 講 談 社 学 術 文 庫1992年

3Neugarten .B.L.,1986"THE AwarenessofMiddleAge,InNeugartenB.L(ed.)MiddleAgeandAging:A Reader

in SocialPsychology,TheUniversityofChicago Press."(但 し、 引用 は井 上 俊 ほ か編 集 『ラ イ フ コー ス の社 会 学 』(岩

波 講 座 現 代 社 会 学9)1996年 岩 波 書 店)
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自分自身のために使 える時間 とエネルギーが増加 し、潜在化 していた才能や能力を新 しい領域で

活用でき、 自己概念を変えるほどの自由度の増加 として自覚される時期とも言われている。

中年期は、女性にとって、子育てがひと段落する時期にあたる。この時期が中年期の移行期に

あたることが多い。今回のインタビュー者の中で、40代 に半数が再就職をし、あるいは自分で

仕事をしている者であっても、40代 であらたな仕事の転機を経験 している。

40代 での意識は、子 どもがいる者ではそれまで母親 としてのアイデンテ ィティが優勢であっ

たのが、子育てがひと段落す ることで、自己のアイデ ンティティを間 うことによる焦燥感を伴っ

た心理的危機が生 じやすい。自己のアイデンティティを問 う中で、家庭か ら離れ、新 しい活動領

域 を求める気持ちが生 じてくる。

【40-45歳 の移行期 】

・30代 か ら40代 の ときはや は りこのまま終わって しま うのはつ らいな と思って いた。40歳

にな るときにこのままで 自分 はいいの かな と思 った。「このまま若 さがな くな って朽 ちてい く

のは嫌だ な」 と思 った。(C)

・30代 は会社 にいて39歳 で仕事:をや めた。感覚 だ けで生 きてきた とい う感 じで、 ひまが嫌

いで 目覚 めてい なか った。40歳 ぐ らいで覚醒 して きた とい う感 じ。(B)

・29歳 か ら30歳 まではあま り意識 の変化 がなかったが、39歳 か ら40歳 の ときには、「折 り

返 し地点の復路 に入 っちゃったな」 とい う意識 が あった。 人生80歳 ぐらいだ と した ら・40

歳 はち ょ うど真ん 中だ な、 とい う感 じ。先生 にな りたい とい う気持 ちがち ょっ とあ り、 「40

歳 にな った ら難 しい な」 とは思った。過 ぎて しまった らあっ とい う間だ った。(:F)

50歳 になると、人生が見渡 されて自分なりの人生の意味づけがなされていく。 自分のアイデ

ンティティの再構築がな され、自分の選択 した生き方を考えるようになる。

【50歳 の移行期灘

・50歳 で 自分の仕事 としてで きるものを何 か して いたい と考 えて いたので、その基盤 がで きつ

つ あ りうれ しい。 自分 が好 きな ほ う、好きなほ うと選択 してい くと何 とな くそ うな る。 〈C)

・1950年 生まれで2000年 に50歳 に なった らどうなってい るか といつ も考 えていた。エ ポ ック

は50歳 。その先 は どうなるのか、思いが けない人 生の展開が あるか も しれ ない。 子育 てまだま

だ終 わっていない とは思 うが、も う自分の人生 をデ ザイ ンす る時期に来てい る とい うこ とをす ご

く意識 している。(D)
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・薬剤師 の ときは、筋が決 まっていた。図書館 を建てた くて図書館 を建 てた。図書館長 も選択

肢 は他 に なかった。・… 次の10年 は60歳 になるので、初 めて 自分 で選択 した。本来 は町

のた めに働 きたい とい う思 いが強か った。最後 の10年 は、 自分のた めに選 ばせて もらってい

いか な、 とい う思い と大 きい組織 で一回働いてみたい とい う思 いもある。(E)

・30-40歳 は、会社 の人たちを ちょっ と気 にす るとい うことがあるが、50歳 にな り楽で楽 し

くな る。怖 い ものがな くな る。男 の人 で、 自分 よ り年齢が上で 自分 に圧 力 をか ける人、 自分の

人 生 を左 右す る人はいない。60歳 ぐらい にな って、穏やかにな ってい くのか も しれない。(A)

・30代 、40代 は子育 て真 っ最中、50代 になって どう過 ごす か とい う感 じ。一番 下の子 どもが

家 を出て いった ら、楽 にな った。(G)

・30代 は子 育て に一生懸命。 とにか くや る しか ない、 しようがない と思った。40代 は、 ピァ

ニ ス トの 中村紘 子が 「40代 はよいです 」 とお っ しゃった ときにそ うか と思 いなが ら過 ご した。

50代 は、苦 しか った。 身体 がちゃん と治 るかわか らなかった。母親 と父親が60歳 で亡 くな っ

てい るので不思議 な気 分が ある。 自分 が母親 と父親が亡 くなった年 に生きている。(1)

4.再 就職のきっかけ

中年期に重なる再就職のきっかけは、様々な要因が絡み合っているが、明 らかに社会的な活動

の帰結 として再就職がもたらされている。多 くは、学習がきっかけにな り、学習の場を介 して人

とつなが り職へ とつながっていく。例えば、料理学校に通学 したことで、自宅で料理学校を開く

ことになった、図書館で社会教育指導員募集を見つけたなどである。

イ ンタビュー者の多 くに認められるのは、学習は前向きの働きかけとして経験 されていること

である。このことは、学習する意欲を持つことで心理的危機を脱 した とも解釈 されるし、あるい

は学習することでそれまでの心理的危機 を乗 り越えるきっかけを得た とも解釈 される。いずれに

して も、心理的危機 の状況の中での学習により、人生の新しい展開がもたらされていく。

・職業について影響があったのは料理学校の先生
。料理学校については夫 と相談 し決めた。大学

院に行ってもいまさら大学の先生になれるわけではない。料理学校に行ったところ食の世界は文

化的に深いものがあった。(C)

・人生に仕事が占める重みはかなりある。40歳 すぎにあきらめた頃、図書館で社会教育指導員

募集のちらしを見た。大学時代に社会教育の仕事につける人はほとん どいないと聞いていたの

で、それは 「ドラマのよ うだと思いますよ、自分でも。本当にこれは神様がいるのかなって思 う

くらいに、そ うい う出会いです。」「宗教教室、シスターがやる会に、1、2年 通ったのね、その

時に 「あなたたちがここにいることは、容易 された必然的なものなのよ」つてい う言葉に、「は

っと」とか思って、すごくすんな りうけいれたのね。」「履歴書何回か書いたこともあるし、求人

欄をも見たこともあるし、40歳 を過ぎるともう駄 目かなってあきらめた りした し… 」(D)
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た とえば、次の例などは、図書館設立運動を通 じて人 とつながり、審議会委員などを経て、女

性センター ・生涯学習センターの副館長 になった例である。 自分で 「お話 し会」を立ち上げ、

30代 後半から各種委員などに声がかかるようにな り、行政的な仕事に入っていく。

①引越 しした先に図書館がない とい うことを聞いていた。県立図書館が団体貸出をするサービスがあると

い うので、近くの子どものいる人5人 くらいと声をかけて50冊 の本を交換 し、読んだ ら1週 間 目に集まっ

て文庫活動、そして、せっかく集 まるのだからといって当番で本を読んでやろうということになった。そ

の後、公民館の方から 「出てこないか」と書われたので、集落の公民館を使わせてもらい、毎週 「お話会」

とい うものを立ち上げた。毎週1回 親子40人 くらい、多いときには100人 位。登録制で一所帯100円 徴

収。ボランティアのスタッフが10人 くらい常時いた。

②町で図書館新設の話がでて、 日日雇用で図書館建設基本計画の策定委員になった。その間、 日本図書館

協会のセ ミナーや、:K大 学司書 コースの通信教育で司書免許を取得 した。町長達は、自分を責任者にした

い という思いはあったが、正規の職員に臨時職のわた しがどうい う命令をくだせるのか、 と言 って嘱託の

室長にしてもらった。1年 間準備 し翌年開館 と同時に館長になった。3年 間館長。お話会か ら始ま り、図書

館準備、図書館長をやる中で、行政の手法を学んだ。同時にPTA副 会長、町づ くりグループを立ち上げた。

③職業で影響を受けたのは、町長。思い切って女性の私を登用 した。農業をやってきた人で、男女に対 し

てりベ ラルといった意識はなくそういったタイプの町長ではない。図書館長になったとき、女性の翼 とい

うものの団長になってくれと県が頼みに来た。開館 してすぐだったので、行きたくなかったが、町長は、

「行ってきてよかやんね。おれはね一あんたが女やけんね、図書館長にしたつもりはなか とやけ ど、県は

そ ういうけんね」と言った。まさに男女共同参画だった。それと、図書館学のプロ達に出会った。本物の

人と出会って、わた しが一生懸命だったので、プロのカを持って関ってくれた。

再就職 は人脈が大事 とい うことがある。以前の職場関係者 とのつなが りから、直接 ・間接的な

働 きかけや支援がなされている。この場合、やは り、かつての職場関係者が信頼を持って推薦で

きるような信頼感や人間性な ど過去の実績が必要 と推測 され る。

・夫は、女の人も働いた方がいいという風に思ってお り理解はあったが、それ以上に実際にはやっ

ていけなかった と思 う。 自分が洋菓子関係協会を28歳 のときに辞め、配偶者も半年後に辞め、M

カンパニーを二人で設立 した。最初は何もな く注文もなかったので、軌道にのったのは、洋菓子関

係協会にいた若い二人が子 どもを抱えて独立 した とい うことが業界に知られて、 「あそ こを傾かせ

たらかわいそ う」とい うことで仕事をくれ、人脈が固まっていったか らである。(A)

・再就職のきっかけは、本省にいたときの上司がこちらの局長で来ていたので、「戻ってきま した」

と言ったら、声がかかった。東京か ら大阪にもどってきて、1年 ぐらい家庭にいたが、小学校で役

員や り、翌年副会長の依頼がはいってきて、「ただ働き?」 と思っていたころに、仕事の声がかか

った。「ここで出て行かないと次はないかな」 と思った。(G)
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5.成 育環境か らの影響

再就職 においては、成育歴の中での遠因が認められる。具体的には、主として父親からの精神

的な支援や期待、そ して活動的な母親から受けた直接的な影響である。

父親か らの期待 としては、男きょうだいがいる場合でも、いずれも男きょうだい以上に女性で

ある自分の能力や資質に対 して期待 されていると認識する言動を記憶 している。

・父親は、10歳 のときに他界。父の自分への願いは、日比谷高校 を出て、東京大学の法科に入

って、 ドイツに留学 して検事になってほしいとい うもの。そのための大学の学費も留学の費用

も全部用意 していると言っていた。父親が生きていたら ドイツか外国に行っていたと思 う。(A)

・3歳 年下の弟がい るが、自分が弟より元気であり、弟を 「圧迫」 したとい う思いがある。両

親か ら 「女だから」と言われたことはない。短大に行 く人が多かったが、4年 制大学進学を自

由に選択 させてくれた。(D)

・母親が看護婦をしていたので、「薬剤師になれ」というのが 口癖。自分が看護婦をしていて、

同 じ職場1ご薬剤師がいるので、女性も資格を持っているといい と思っていた。医者 とい う概念

は母親の頭にはなかった。自分は頭も良く数学、理科が得意だったので、薬剤師以外は考えな

かった し悩まなかった。弟は身体が弱 く、1年 間に6回 も入院するような子 どもだったので、

うま く育ってくれれば御の字 とい うところがあった。「もうお姉ちゃんがエネルギーを吸い取

った」「お姉ちゃんは1頭 もいい、優秀な元気な子だったからお父さんの 自慢の子だった」と

言われた。(E)

,両 親は、子 どもが女2人 だったので、自分を長男 として育てた と言っていた。人生で影響が

大 きいのは父親。rい っ どんな出会いがあるかわか らないか ら、勉強 して 自分をいつ も高めて

いない といけない」 といった言葉 に影響を受けた。(C)

母親については、積極的で活動的なひ とが多く、その後ろ姿を通 じて社会的に働 くことを学ん

でいる。母親が継続的仕事に従事しているかどうかというよりは、母親が地域活動、PTA活 動

などで社会 と直接つながっていることや社会に対 して関心を持っていることが、本人の社会的視

点形成に役立っていることがわかる。

・父親 は公立商業科高校教員で速記を教えていた。両親で速記教室を開設。父親は商売熱心で

はな く、母親が勝気で手広 く経営に携わる。(C)

・母親 は地域活動に熱心な母親で、婦人会の会長をやるタイプ。賢いお母さんとい うのは、た

だお となしく家にいるのではなく、婦人会活動などもや り、自分の職業を持ち、生き生きとし

て情操豊かだ という感 じであった。小 さいころから母親についていって、婦人会活動の廃品回

収なんかで 「何か新聞あ りませんか」 といって入ってい く。学校でのバザーの企画なども身近

だった。(H)

・母親は普通のおばあさんであるが、「石油を買わなくてもいいよう電気 自動車の開発をもっ

とや らな くてはいかん」 とか、「これか らは女性でも経済力」年金が少な くなり 「私 も,月に絶

対十万 ぐらい儲けなきゃ」とい うことを言 う。体ですぐ動 く人。母親は専業主婦の道を自分に

期待 していなかったので、 自分が仕事を持って喜んでいると思 う。(B)
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6.共 通に認められる要因

インタビュー者はそれぞれ異なってはいるが、インタビュー者に認められるいくつか共通の性

格特性な ど要因をまとめてみたい。

(1)自 分に対する自信

まずは、自分を受け入れ、自分の能力、経験や努力に対 しての充足感を持っている。裏付けと

して何 らかの学習活動を行ってお り、学習で獲得 した実績や努力を正当に自己評価 し、それまで

の経験や体験を肯定的に捉えている。

・K大 学薬学部を出た とい うブラン ドは重要であった。それをや り切れる能力の保証とい うもの

が学歴にはある。ボランティアをしてきたとい う経歴 も重要であった。心の拠 り所は 自分の能

力。… エンパワーするには 自信が必要。 自尊心のない人間にはエンパ ワーできないのではな

いか。(E)

・心の拠 り所は自分自身。いつでもかならず 自分でなん とかできると思 うから。自分の好 きなこ

とを少 しずつ選択 していると気がっいた ら小 さな分かれ道が重なってすごい選択になっている。

選択を単純な好き嫌い とい うよりもなぜ好きか嫌いか、その判断材料 を小さい ときか ら身につけ

ることが常識 というものだ と思 う。 「本当に好 き嫌いと判断できるとい うことは結構常識がない

と本当の好き嫌いは出てこない」(H)

・大学時代 ミス○○など中身はないが、自分に対するラベルは結構いろいろとあった。そ うい う

人の思っているラベルは何かむなしかった。 自分が努力 してやったことではな く、「だから、.ど

うなの」と言われたときに何 もない。今度は、自分で努力 し、魚 もさばけるようにな り、初 めて

自分の人生 とい う感 じがある。(C)

(2)人 間関係を重視

いずれも人間関係を非常に大事に している。誠実に人 とつきあうことで、人 とのつなが りが再

就職や心理的危機 を乗 り越える転機のポイン トとなっている。

・職業に役立った学習は大学での聴講。先生方の人的資源 とネ ッ トワーク。仕事をす るうえ

で教えておいたほうが良いのは、他者 とのコミュニケーション。人と接することの大切 さ。

「人間欲」。ウェー トレス以外何で もアルバイ トをしたとい う思いがある。アルバイ ト経験が

豊かである。地域活動やボランテ ィア活動を学生時代から行 う。(D)

・人生で一番大事なものは人間関係。料理学校を通 じて若い友達がいっぱいできた。(C)

・男性でも女性でもいろいろなことを情報交換 しあえる友達はいい。人生の中で大事なのは

友人関係。人間関係はかな り慎重、合 うか合わないかは様子を見てとい う感 じだ。(G)
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(3)社 会貢献 ・利他的姿勢

社会への意識が高 く、社会貢献や利他的姿勢が見られ るのも特徴である。利己的ではないとこ

ろが、社会的に受け入れ られ、他者か らみていきいきと働いていると評価される理由になってい

るとも言 える。

・現在の子 どもに、食文化を通 じて箸の持ち方、きれいな 日本語、人を思いやる心、を教えたい。

これから母親になる人に料理を教えたい。社会貢献は自分にとっては、子どもを育てること。子

どもは社会に害にならず真っ当に育ったのでひ とつの責任を果たしてほっとしている。次に子 ど

も以外の人たちに食文化をつなげていきたい と思 う。(C)

・社会に貢献 していると感 じるのは生涯学習の仕事をして出会った人、支援 した人がエンパワー

しているのも見るとき、達成感がある。人 と人がっながる。役立って良かったと思う。(D)

・相談にこられた方に、「ありがとう」 と言われることで自己実現 した気がするので、慈悲の念

とい うことでは、修道女にな りたい というかつての希望がっながっているかもしれない。(B)

・社会に貢献 していると感 じるのは、仕事をしているとき。(:F)

・仕事が全てではないが、仕事なしでは生きられないので維持 していきたい。女性が仕事を維持

す るためのポイン トは、自分の欲 とのバランスで仕事に対する成就欲を持つ こと、割 り切って放

り投げるのではなく、与えられた仕事は全力をもってやるとい うことで、評価 されてきたと思 う。

ただ、優先順位 を考えるとい うことは常にある。(G)

・50代 に入ったばっか りだが、着物を着ることも含め、 自分の好 きなことをより強 く出しなが

ら世の中の構造を変えていかなければならないと思 うようになった。(H)

・薬剤師は
、男 と一緒の立場なので男女差を考えないでやっていける。図書館長のとき、町長や

教育長に 「わたしを嘱託にしてください」と言えたのは、いつ辞めても薬剤師 という資格の強み

があったからだ。薬剤師の方が圧倒的に収入は多い。免許貸 しも:できた。地位やお金のために働

いているのではなかったので、図書館でも一番これが良い とい うことをやっていた。(E)

1952年 生まれで1970年 代前半に大学生生活を過ごしたインタビュー者は、大学 自体が政治

的な動きに翻弄 され、必然的に社会的な意識 を持たざるを得なかったことに言及 している。

ちなみに、1970年 は 「大阪万博開催」「光化学スモッグ発生」「三島由紀夫市ケ谷自衛隊駐屯

地での割腹 自殺」「よど号事件」、1971年 には 「成田新空港反対闘争」、1972年 には、「日中国交

正常化」 「連合赤軍浅間山荘事件」「沖縄 日本返還」、1973年 「米軍ベ トナム撤退」「金大中氏事

件 ㈲ 本における誘拐)」 「第四次中東戦争勃発」「第一次石油ショック」、1975年 は 「ベ トナム

戦争終結」 と続 く。 この1970年 代前半は、国内外の政治 ・社会状況が激 しく変化 した時代であ

った。このイ ンタビュー者は、薬学部で学んでいたこともあ り、大学生活の中で生物 ・化学の持

つ社会的影響 を深 く考えた時期であった と述懐 している。ひとつ上の先輩には、現在でもカネミ

油症訴訟 の座 り込みをやっている薬剤師がお り、今の時代にはな じまないのかもしれないが、そ

の当時 もた らされた社会的バ ックボーンとい うものを感 じるとい う。
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・大学紛争の時代で勉強できなかった。学生運動はあの時代は運動を しない人でも意識する。

大学をきちんと卒業 しなかった男性、逮捕 された人、優秀で も就職できなかった人たちがい

る。ひ とりひとりにバ ックボーンがあり、あの時代 を生きた何かとい うものは持っている。

政治、時代がリアルに動いているのが身近に感 じられ、激動の時代だった。沖縄返還や安全

保障 とい うことを自分で感 じ、冷戦時代であった し日本が どちらにいくかわか らなかった。

有吉佐和子の 『複合汚染』、レーチェル ・カー ソンの 『沈黙の春』など生物と化学 といった理

系プラス人文 ということを学べたのが大きかった。個人的恩恵から考えれば、バランスのと

れた思考 を養成するうえでも、大学での教養部を廃止 して欲 しくなかった。(E)

(4)学 習への意欲

模索的に子育てサークル、大学の聴講生、専門学校な どで勉強 している場合 と資格取得 目的の

ために学習 している場合が見られた。いずれ にしても、転機の前には、多くの学習がなされてい

る。学習の結果 として人 とのつなが りができて、直接、間接的に仕事へ と結びついていく。

・結局10年 お話 の会 の代表 をや り、 もう10年 や ったか らそ ろそ ろ引退 しな くて は、後継者

も育って きた しとい うときに、図書館 の館長や った らとい う声が かかった。 そのた び ご とに

スキル ア ップを してきた。女性セ ン ター ・生涯学習セ ンター にや って きた とき、「スター トは

あなた と一緒で文庫 のおば さんだ ったのに、 ど うしてあなた だけ出世 したの?」 と皮 肉の よ

うに言 われ た。 口に出 しては言わなか った け ど、心 の中で、「悪いけれ ど、あなたた ちは学 ば

なかった し努力 しなか った。私 は悪い けれ ど、 ここ20年 の間に こ うな るべ く してきた。」 と

思 った。勉 強や学ぶ とい うことが大好 きである。(E)

・資格 を とってす ぐ食 べてい ける といった考えは全然なか った。3つ の資格 の扱 う領域 が広

く、依頼 され る仕 事を こな してい る と幅 が広 くなって しま う。 ある程度絞 らない と質 的に深

くな らない。… 一歩踏 み出す場合 は、自分は形が先立 った。思 い とい うよ りも形で あった。

仕事 につ ながる と思って勉 強 しよ うと思ったが、勉強が くせ になった。 くせ にな る誘 因は興

味。 良い ものを提供 してあげたい とい う思 い。(B)

6.イ ンタビュー調査を振 り返って

以上、9名 の生き生きと活躍 している女性の再就職までの経路について、聴取 した結果をまと

めてみたい。

(1)女 性のキャリアパターン

女性は、他者 との関係性に規定され、そのライフコースは、自分の意思決定が難 しい場面が多

い。職業選択についても、女性の場合は、いくつかのパター ンが認められる。

第一に、医師、官僚、弁護士など、高い学(校)歴 と資格により、男性 と同等の立場で仕事を

行 う職種を志向する者である。この場合、労働市場は資格保有者だけに開かれてお り、資格すな
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わち就職 を意味する。このような医師、官僚、弁護士など男性 と同様 に職業継続を志向する女性

は、通常、男性 と同様のキャリア経路を経て男性 と類似の職業アイデンティティを持つ傾向があ

る。この ような層に属する人び とは、結婚、出産の有無を問わず、人生の早い段階で明確な自己

定義 と強いアイデ ンティティ感覚を持ってお り、さらに職業選択が自己定義を促 していることが

明 らかにされている。

第二に、労働市場は同様に資格保有者のみに開かれているが、女性 占有率の高い:職業を志向す

る者である。た とえば、1995年 の国勢調査で見ると、女性が9割以上占める職業は、 「保健婦」

「助産婦」 「歯科衛生士」(100%) 、 「保母」(99.0%)、 「栄養士」(96.3%)、 「看護師」

(962%)、 「幼稚園教諭」(93。1%)と いったものあるが、このような職種は仕事の継続を希

望する女子学生に早い段階から志向され る。女性 占有率の高い職種は、どちらかというと知性で

はなく感性によるサービスを提供する職種で、教育訓練時間が短 く待遇向上などのために労働組

合的機構を必要 とす る4「半専門職」 と呼ばれ るものである。 このような職種は、職業威信は必

ず しも高 くはないが5、男性 と競合 しないゆえに出産 ・結婚にあっても比較的継続が可能との印

象があ り、女子高校生においても就 きたい仕事 として挙げられることが多い(表1参 照)。また、

資格 ・技術に裏付け られた 「看護士」r薬 剤師」 「栄養士」 「理学療養士」 「介護福祉士」であ

れば、状況に応 じて再就職可能な職業 とのイメージもある。

職業選択の施行錯誤、危機体験 と積極的関与を基準に職業アイデンティティ・ステイタスを定

義 しているマーシャ(Marcia,J.E.)6に よれば、職業アイデンティティは、①試行錯誤の末、職

業を決定 し自分の職業に深 く傾倒 している 「職業アイデンティティ達成」、②職業選択に関 して

危機の最中にあり苦闘 している 「職業的モラ トリアム」、③早期に特定の職業に傾倒 しているが

危機体験はない 「職業的予定アイデンテ ィ」、④危機を通 り過ぎたものと危機 を経験 していない

場合もあるが特定の職業にコミッ トしない 「職業アイデンティティ拡散」の4つ に区分 される。

このような女性 占有率の高い職種を早く希望する者を 「職業的予定アイデンティティ」ステイ

タス と考 えれば、職業 ・仕事の継続を希望する者の多くが、女性 占有率の高い職業に早い段階か

ら意識が固定 されてい くことが推察 され る。

第三に、一般職 としての就職がある。結婚 もしくは出産などでいったん退職 し中年期に再就職

す るパターンである。女性の年齢と就業率をグラフにすると、日本の場合は30-34歳 での女性

の就業率が低 く、年齢が上がると就業率が挙がるM字 型カーブが特徴 として挙げられる。その

ような典型的な女性の就業パターンであ り、先に述べた女子高校生の半数が希望す るパターンで

ある。インタビュー した者の多くもこのパターンであ り、大学卒業後就職するが、結婚や出産を

機会に仕事をやめ、経済的状況にも恵まれていることか ら専業主婦にな り、配偶者の海外転勤、

育児、あるいはその後親の介護など、他人をケアするために時間が費や される。時間に余裕

4天野正子 「看護婦の意識 と労働一半専門職の専門職化に関する事例研究」日本社会学会編 『社:会学評論』22巻3号
、

1972年

5こ れらの職業威信を1995年 に行われた 「社会階層 と社会移動調査」(SSM調 査)で の類似職業で見てみると
、「最も

高い」100・ 「やや高い」75、 「ふつ う」50、 「やや低い」25、 「最も低い」0の 評価で、「小学校の教諭(先 生)」63 .6、

「看護婦」59.7、 「保母」52.9、 「理容師(理 髪師)」49 .7、 「パン製造工」44.6で ある。
6岡本祐子編著 『女性の生涯発達とアイデンティティ』北大路書房1999年pp

.14-15.

一110一



表2:職 業の類型

ができた時点で、自分の資質 ・能力、経験を活かす場を自分が見出すか、他人によって機会を与

えられることで再就職する。

(2)中 年期 の移行期 の問題

40-45歳 とい った年齢段 階は、心理的危機 を伴 うことが多 く 「移行期 」 とい う言葉 で呼ばれ

る時期で ある。イ ンタ ビュー者 の多 くは、子 どもの育児 がひ と段落す る40代 前半 に、 「も う若

くない、このまま朽 ち果てた くない」、あるい は、「これ か らは 自分 の人生 を もっ と大事 に したい」

といった、自己アイデ ンテ ィテ ィへ の希求 とその再構 築へ の強 い欲 求が生 じてい る。この よ うな

40代 前半 での人生へ の強い焦燥感 は心理的危機 を伴 う移行 期の時期 と符号す る。 特 に、子 育て

のために主 とし家庭 にい る女性 の場合 、子 どもの成育後 まで 自己アイデ ンテ ィテ ィを定義 できな

い傾 向が ある と指摘 され てい る7。 子 どもが巣立 った後 に、虚 しさや 自信 喪失、 不安状態 にな る

こ とを雛 鳥が巣立 った後の空 っぽの巣 に例 え 「空 の巣症候 群」と呼ぶ。このよ うな子 どもが手を

離 れた後に生 じる心理的な空 白感 は、子育て 中に優先 され ていた母親 としてのアイデ ンテ ィテ ィ

が、子離れ の後 、その役割 を喪失 したこ とに伴 い、自己アイデ ンテ ィテ ィも同時に喪失 して しま

った状態 か ら生 じた もの と解釈 でき る。

アス ラニア ンとブ リッケル(AslarUan,CB.,andBrickeU.,HM)8は 、この よ うな移行 期が学

習 の動機 づ けに関係 す る とい う仮 説を検 証 し、 「成人 に とって人生設計 は、学 習計画 を知 るこ と

と同 じであ る」と結論 づ ける。アスラニア ンの調査 によれ ば、56%の 者 は、転職 、解雇 、昇進 、

停 年な どの 「職業 」に関わ るライ フ ・イベ ン トと、16%が 結婚 、子 どもの誕 生な どの 「家族 」

に関わ るライ フ ・イベ ン トと移行期 が結 びついて生 じていた。 また、調査対象者 の83%が この

移行期 の心理的危機 を乗 り切 るために、なん らか の学習 を実施 して いた と言 う。 この ことか ら、

人 生の中の節 目とな る移 行期や ライ フ ・イベ ン トにおいて 、それが深刻な心理 的危機 であれば あ

7岡本祐子編著 『女性の生涯発達 とアイデンティティ』北大路書房1999年p.7.(O'Connell,AN.1976The
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るほ ど、意味ある学習を生 じさせる。学習 とは、それ 自体が前向きで積極的な行動であるが、同

時に学習は心理的危機 を克服する契機でもあり、学習者のその後の人生を規定するものであると

言えよう。

イ ンタビュー者でも、この移行期に、料理専門学校、大学の聴講生、あるいは、図書館設立運

動などの市民活動での学習を通 じて、人と知 り合い仕事に結びつ くチャンスや機会を獲得 してい

く。共通 して言えることは、人 とつながる場、チャンスを得る場 として学習の場があ り、また同

時に、学習を通 じて 自己理解を深 めていることである。そ して、性格特性は細部で異なるものの、

生きることへの誠実 さや真面目さが見 られ、ひ ととの間に信頼関係 を築きあげることがその後の

人生の展開に結びついている。このことは、キャリア教育とい う言葉が、一見、技能や資質の育

成 として捉 えられがちな中にあって、人間性や共感性といった情緒的な側面の重要性 と学習する

ことへの前向きな姿勢が仕事への機会をもたらすことをあらためて明示するものである。

女子高校生の約9割 が子どもを持ちながらも働 く意志を持ち、その うち約半数は子育てがひと

段落 した頃に再就職 を希望 している。再就職 を想定す る場合は、看護師、美容師などの半専門職

と言われ る職業の再雇用可能性は高いであろう。しかし、女性の場合、配偶者の仕事の状況や子

育てな ど他者 との関係で人生設計が規定 され ることを想定すると、職業を戦略的に想定 し人生設

計を立てることは、男性 ほど容易なことではない。男性は、労働市場の動向に就職が左右 される

とはいえ、自立的にキャ リアを選択する余地は大きく、また、その人生設計は職業を中心に一定

の想定 されたパターンを描きやすい。女性 はときに他者 との関係性の中でライフコースの軌道修

正を求め られ る。そのため、女性には、想定 されがたい多様なライフコース上の展開があり、キ

ャリア形成は一様ではない。その多様であり一律ではないライフコ}ス にあって、特に自分のお

かれた環境をいか しながら、自己のアイデンティティを再構築 し、自分の人生を形づくっていく

ことが求め られ るのである。

このことは、生涯の視点を入れた広い概念を用いて現在行われようとしているキャリア教育に、

男性 とは異なる関係性の中で 自己アイデ ンティティを形成 してい く女性の特性、あるいは、再就

職を想定 したキャリア教育の視点が、さらに踏み込んで必要であることを示唆するものと言える

のではないだろうか。
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会 学評論 』22巻3号1972年
・ダニエル ・レビン ソン(南 博訳)『 ライ フサイ クルの心理学』 講談社学術文庫1992年

・岡本 祐子編 著 『女性 の生涯発 達 とアイデ ンテ ィテ ィ』 北大路書房1999年
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Ⅲ―3転 職経験を肯定的にとらえている男性に共通する要因

帝塚山学院大学大学院人間科学研究科助教授

藤 田 博 康

1.は じめに

これ までの 日本人男性 に とっての典型 的なキ ャ リア発達 のあ り方は、終身雇 用 とい う前提 の

もと、 ある一企業の中で ど う自分 を生か し、キ ャ リア を積 み上げてい くか とい うものが主流 で

あった と思われ る。 しか しなが ら、今や 、終身雇 用制度 自体 が揺 らぎつつあ り、「リス トラ」や

「フ リー ター」、 「ニー ト」な ど、世代 を問 わず増加す る離転職 が社会 問題化 してい る。

これ まで離転職 を伴 うキャ リアは、特 に男性 の場合 、 どち らか とい うと特殊 なケース ととら

え られ てきた感 があるが 、昨今 の社 会情勢 を鑑み るに、た とえ男性 とい えども、離転職 による

充実 した キャ リアとはいか にあるべ きか とい うことを、 よ り身 近な もの として考 えるべ き とき

に きてい るもの と思われ る。 したが って、本研 究では、そ の観 点か ら何 らかの有 益 な知 見 を得

る ことを 目的 と して、離転職経験 を肯定的に とらえてい る男性5名 とのイ ンタ ビュー調査 を行

い 、彼 らに共通す る特性 につ いて考察す る。

2.イ ンタビューの概要

(1)Aさ ん(28歳)イ ンターネ ット広告関連会社勤務

～世間の価値観に流されない生き方～

Aさ んは、外資系イ ンターネ ット広告関連会社勤務。28歳 、独身。さわやかで礼儀正 しい青

年であり、2時 間を越えるインタビューだったにもかかわ らず、疲れた表情一つ見せず、逆に、

インタビューアーを気遣 うなど、配慮の行き届いた誠実な人物 とい う印象を受けた。以下は、

Aさ んが自らのキャリアについて語った概要である。

【学校時代】

小さい頃は漠然とパイロットとか、会社の社長にな りたいとか思っていた。中学から高校に

かけては、いい大学、いい会社に入って安定した生活 をしたいと思 うようになった。学歴志向

が強い親の影響が大きかったと思 う。

高卒後、受験に失敗 し、とりあえず予備校に通った。でも、大学生になった友達から「 教員

は授業に遅刻が当たり前」とか、「ろくに出席せずに、遊び とバイ トで卒業できる」な どと聞き、

そんなところに進学 してもしょうがないとい う気持ちが強くなった。

【引越会社勤務か ら留学】

翌春、大学進学に見切 りをつけ、高校のときにアルバイ トをしていた引越業会社 に日給制の

非正規社員として就職 した。正社員になりたかったので一生懸命に、少な くとも人の倍は働い

たと思 う。でも、2年 経っても依然 として給料は安 く、正社員にもなれず、将来への不安 も募

り、いつ見切 りをつけようかと思っていた ときに、アメ リカの短大の宣伝が 目に留ま り、それ

に飛びついた。
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渡米 して しばらくは安宿に泊まってホス トファミリーを見つけた。何もか も準備された留学

は嫌だった。最初は、英語がわか らなくて泣きながら授業を受けていた。心細くて 日本に帰 り

た くもなったが、極力、日本人とは固まらないようにした。その うちに周囲のアメ リカ人が助

けて くれ るよ うになった。

渡米以後、将来は 自分で会社を起 こしてみたいという気持ちがより強くなった。短大では、

専攻 としての 「起業学」こそなかったが、キャ リア ・インターンシップが充実 してお り、大学の

教員が設立 したベンチャー会社を半年程度手伝った。とてもや りがいがあった。

【恩師 との出会い】

留学経験が自分を大きく変えてくれた。特に、現地のテコン ドー道場の先生との出会いは決

定的だった。50代 で黒人のその先生は、貧しい生い立ちながら、努力して弁護士、医者の資格

を取 り、自分の可能性をとことんまで追求する人。同時に利害関係にとらわれず、与えられる

限 りのものを人に与えようとする人で もある。そんな先生に自分も本当に助けられた。死ぬま

でにはいつ しか先生のような人物にな りたいと思 う。

【帰国、再就職、転職】

短大卒業後、 日本のマーケティング ・リサーチのベンチャー会社に就職 した。米国で学び体

験 したことが生かせるだろ うし、社会の トレン ドや経済界の情報なども得 られるだろうと思っ

た・そ こでは、顧客に役立ちたいとい う姿勢で、 自分にできることを親身になってやった。商

売 といえども、一方的に売 り込む とい うのは好きではなく、こちらが持てるものを利用 してい

ただこうと誠意を持って対応 した。 リサーチを担当するパー トナーの力量にも恵まれ、次々に

リピー ターがつ き、営業成績 も目標 としていた上司を超え、給料 もかな り上がった。

しか し、同時に、仕事がある意味ルーティーンでこなせるようになると、自分の成長や伸び

率が鈍化 しつつあるという危機感が募 ってきた。加えて、経営者の方針や能力などにも疑念が

沸 くようになり、退職 を決断 した。

安定を求めるよりも、常にチャレンジし、自分を高めたいとい う信念を貫き通 したかった。

また・これまでの営業面などでの実績か ら、たとえ辞めても就職先はすぐに見つかるだろ うと

い う自信 もあった。4年 制大学卒の資格もあったほうがよいと考え、空いた時間を利用 して通

信制の大学で経営学を学んだ。

その後、コンサルティング関係の会社 に再就職 した。 しか し、そこは3日 間徹夜もざらで、

社員が毎朝嘔吐 しているような ところ。 自分には無理だと思い1ヶ 月で見切 りをつけた。その

後は、当面、派遣社員 として電気メーカー会社で働 きながら大卒資格 を取 り、インターネッ ト

広告関連の会社に正社員 として就職 した。 自分の営業やマネージメン ト能力、語学力などが生

かせ、伸ばせ るだろうと思いそこを選んだ。

【家族 について】

父は一流私大卒で航空会社勤務。母は:専業主婦。父は厳格で学歴志向も強 く、自分が大学に

行かない と決めた ときも、当然、猛反対 した。でも、その後の自分の生き方を見て、価値観が

少 しは変わってきたん じゃないか と思 う。母 ともあま り個人的なことは話さない。 自分のキャ

リア形成に親の直接の影響はない。ただ、小 さいころからよく海外旅行に行っていた。外国へ

の親近感 はそのおかげだと思 う。
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今はアパー トで一人暮 らし。今の自分に大切なのは、結婚による安定よりも、チャレンジし、

自分の能力を最大限伸ばすこと。長 く交際 した女性 もいたが、結局別れた。そんな自分を理解

し、尊重 してくれる女性 と出会 えば結婚 したい とは思 うけれ ど、あまり寂 しいとか、孤独だと

か、誰かに頼 りたい とか思わない。

【将来の夢】

将来の夢はやはり起業。経営の大変さがわか らないわけではないが、 自分のカを試すとい う

意味でも、経済的な意味でも、仕事を通 して社会に影響 を及ぼす という意味でも魅力がある。

ある程度、お金を稼いだ ら、早い うちに ビジネスの第一線 を引退 して、悠々自適の生活を送っ

た り、NGOな どの環境保護団体のマネージメン トをするな ど人の役に立ちたいとも思 う。今

は、ある程度、利益追求 とい う目標 もあるけれ ど、最終的には社会に何 らかの貢献をしたい・

いずれは死んでい くのに、お金 もうけばか りでは寂 しい。

薮キャリア発達に大切なこと灘

いい大学、いい会社が唯一の価値観ではだめ。多様性 とい うか、いろいろな価値観 を認めら

れ ることが大切。そのためにはまず、教育にかかわる人たちの価値観が柔軟になる必要がある。

アメリカ と比較すると日本では、目上の者が子 どもや若者をほめた り、認めた りす ることが少

なすぎる。能力のある人でも、日本の組織ではそれが うまく生かされず、辞めて しまった りす

ることも多いだろう。 日本なら 「馬鹿な発言をするな」 と否定されて しま うようなことであっ

ても、アメリカではそれをユニークな意見と尊重 してくれる。だから、自信 も積極性 も沸 く。

日本の学校教育は、子どもを否定す ることが多すぎる。 自分 自身の経験でも、何で こんな人物

が教師をやっているんだろうと思 うような人が多かった。

【生きる姿勢】

いままでの自分の生き方に後悔はない。 日々、失敗はあるけれど、それも自分の責任だ し自

分の経験。人生は1回 きり。単純に大学に行かないで、いろいろな経験をして、いろいろな人

と知 り合えたことが確実に今の自分のカになっている。自分の能力はそれほど高 くない。でも、

決めたことには自己責任で積極的に取 り組み、周囲の人にも支えられてここまでやってきた。

今の青年は、何 もかも与えられていることを当然の権利だ と思っている。住む家があ り、学校

にも行かせてもらい、小遣いまでもらえて、それでも足 りないものがあるとまだ不満に思 う。

世の中には苦しい境遇の中にあっても、それを受け入れ、前向きに生きている人 もいる。 自分

のおかれた環境に感謝 し、そこを出発点にして、自分を高めていこうとい う姿勢を、子 どもた

ちにどう身につけさせていくか。それが今の教育の大きな課題だと思 う。

～Aさ んとのインタビューを終 えて～

いい大学からいい会社へとい う価値観に疑問を持ち始めたときから、Aさ んは独 自のキャリ

アを歩み始めた。その根幹にあるのは、世間的によしとされ る価値観に流 されず、 自分のカを

着実に伸ばしていこうとい う姿勢である。安定志向にとどまらず、常にチャレンジと自己成長

を求めてい くAさ んを支えているのは、努力をい とわない勤勉性 と、何とかなるとい う自己効

力感である。ゆえに、逆に仕事が自分に合わない と感 じたら、短期間で辞めて、次を見つけよ

うとい う切 り替えもできる。状況が悪いときも決 して 自分を否定しないとい う態度は、恵まれ
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た能力の高 さによるというよりも、地道な努力の裏づけによる自分自身への信頼によってこそ

実現 され るのだろ う。

インタビューで多くは語 られなかったが、親 も含めた社会の価値観に屈せず自分の生き方 を

追求するには、苦渋の時期も少なからずあったはずである。そのような状況において、師と仰

ぐ人物をは じめとした他者 との出会いによって助けられ支えられた経験を持つAさ んが、仕事

において も誠意を持って相手に対応することを心がけ、結果的に成功を収めているということ

は、仕事を通 じての自己実現のためには、利他性 というものが一つの鍵になることを示 してい

よう。

(2)Bさ ん(34歳)測 量事務所勤務 測量士補

～現実の厳 しさの中での 自己実現～

Bさ んは測量事務所に勤務す る測量士補、34歳 。独身。高校卒業後、製造業関係の会社で約

10年 間働いたが、不景気の影響で、給料は上がらず、ボーナスはカッ トされるなどの状況 に陥

り、転職に踏み切 った という。「若者、中高年を問わず、現実の厳 しさの中で、生活の糧を得る

ために、頭 を下げて一生懸命働いている人たちがいる」と訥々とした口調で語るBさ んからは、

仕事面において も、人柄においても信頼に足る人物 といった印象を受けた。

【学校時代灘

小学の ときになん となく 「大工」にな りたいと思っていたが、その後は、何の仕事に就 こう

かなどと真剣に考えたことはなかった。 中学、高校 と地元の学校に通い、高校を卒業 して周囲

と同 じよ うに就職 した。当時、特別、何かや りたい仕事があったわけでもなく、高校に来てい

た求人先の中か ら、単に家を出たいとい う理由で、寮のある会社 を選んだ。

学校 教育は、仕事選びにほとんど関係ない と思 う。学校は、結局、成績で生徒を輪切 りにし、

Aラ ンクが進学校に、Bラ ンクが普通校に、Cラ ンクが職業科にと選別するだけ。高校でも具

体的な:職業指導はほとんどなく、自分で求人票を見て会社選びを した。

【10年間の会社勤務】

最初の会社は、仕事はそれほどきつ くなく、時間もだいたい5時 に終わ り、その後、趣味の

スポーツができるなどの余裕があった。 しか し、最後の頃は不景気の影響で、給料がまったく

上がらな くな り、ボーナスもカッ トされ、先が見えない とい う閉塞感が強 くなった。また、実

際の仕事の内容は、誰がやっても変わ りばえしないものだったので、「自分はこれをやっている」

と胸を張って人に言えるような仕事、自分な らではのかけがえのない仕事がしたいとい う気持

ちも強かった。

【退職、職安通い、再就職】

ちょうどその頃・高校時代の友:人か ら 「測量」の仕事の話を聞き強く興味をひかれた9働 き

なが ら通信教育で測量士補の資格を取 り、職安 に行って、付近の測量事務所の求人を探 した。

しか し、測量関係の求人は都市部にしかないとい うことがわか り、思い切って退職 して、まず

都会にアパー トを借 り、そこから職探 しをした。

半年間、失業手当をもらいながら、 レス トランでアルバイ トをして、職安に通 うという生活

だった。職がなかなか見つからず、さすがに途中で不安にもなったが、自分のや りたい ことを
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したいとい う気持ちが強かったので、後悔はなかった し、いつかはなんとかなるだろうと思っ

ていた。

自分には実際の測量の経験がなかったので、就職先が決まるまでに、求人先への電話での問

い合わせや、面接をそれぞれ10回 以上 も繰 り返 した。今思 うと、職安の求人は、主に、前の

人が続かなくて辞めていったところへの補充なので、それだけにきつい仕事。また、求人票に

記載されている条件 と実際の勤務実態は別物。だから、職安で仕事を見つけるよりも、コネや

知人などの紹介で就職できれば、はるかにそのほうがいい と思 う。 しかし、自分 も含め現実的

にはそれがかなわない人も多 く、不運にもたまたま会社が倒産 してしまった元社長さんなど、

立派な人たちも職安に通ってきている。世間的に、職安に通ってきている人たちに対 しては、

あまり良くないイメージがあるが、決 してそんなことはない。

【仕事を任 されるや りがい】

約半年後、ある測量事務所に就職できた。ただし、そこでは、あくまでも助手扱いで、や り

たかった実際の測量の仕事 もあま りや らせてもらえなかった。途中で給料の支払い も滞ってき

たので、そこは見切 りをつけ、職安で別の測量事務所の口を見つけてから辞めた。今度は、あ

る程度の実務経験があったので、前 よりは早く仕事を見つけることができた。

今の仕事は、平 日は夜10時 頃まで働きづめ、土曜 日も一 日中仕事で体力的には非常にきつ

い。求人票にはそんなことは書いてなかった。でも、自分に仕事を任せてくれ るので、とても

や りがいがある。最初はわからないことも多かったが、自分で調べたり、人に聞いた りして乗

り切った。同僚にも若い人が多く、職場の雰囲気も良い。

【社会の不平等 さ】

今は測量士補なので、早 く測量士の資格を取 り、名実共に一人前になりたい。 もう、現場の

仕事に不自由することはないが、測量士の資格がないことで肩身の狭い思いをすることがある。

試験勉強のために、前の職場では毎晩仕事帰 りに図書館に通っていた。今は、平 日はどうし

て も帰 りが遅くなるので、 日曜 日にまとめて勉強するようにしている。けれ ども、なかなか合

格できない。もし、大学で関連科 闘をいくつか履修 していれば、2,3年 の実務経験で簡単に測

量士になれる。大卒の若い人などより、実際は自分のほ うが仕事ができるのに不公平だ と思 う。

だか らといって、それを不満に思っていても始まらない。 自分は自分 として、少 しでも勉強で

きる時間を見つけて、必ず合格 したい と思っている。

【将来の夢】

当面、今の職場で経験を積んで、測量士の資格を取 り、いずれは独立 して測量事務所 を持ち

たい。努力すれば可能だと思っている。今、例えば、フ リーターでお笑い芸人を 目指 している

人などもいるが、自分の夢は、そのような非現実的なものとは違 うと思 う。

【キャ リア発達に大切なこと】

やはり、人との出会いや人間関係 が大切だと思 う。 自分は会話は うまくない し、シャイで人

づきあいも得意ではない。でも、なるべ く積極的に人と接するようにしている。測量士を目指

すようになったのも、今の自分があるのも、公私 ともども、いろいろな人に支 えられた り、 目

をかけてもらった りしたおかげ。

また、社会人になった ら我慢ができないと話にな らない。今、仕事をす ぐ辞めて しまった り、
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働かなかった りする人が多いのは、不景気 とい うことも影響 しているとは思 うが、若い人は全

般的に考え方が甘 く、 しなければな らない我慢ができないとい うことも大きいと思 う。現実の

社会は厳 しく、中高年の人たちはきつい仕事に文句一つ言わず、自分より年齢の若い人に頭を

下げなが ら、一生懸命に働いて生活の糧を得ている。 自分はその姿を見ていつも励まされてい

る。

～Bさ ん とのインタビューを終えて～

特 に、熟考 して仕事を選ぶ ということもなく、周囲が就職するからと高卒でなんとはなしに

就職 したBさ んの経緯は、ある意味、多くの若者が共有する一般的な就業プロセスかもしれな

い。当初、職業生活にそれな りに適応 し、余暇なども楽 しんでいたBさ んだったが、不景気の

影響で経済的、将来的な閉塞感 を抱 くようにな り、同時に、自分 自身ならではのかけがえのな

い仕事が したい とい う自己実現欲求も高ま り、測量士を目指 して会社を退職 した。その後、測

量事務所 に就職 し、仕事は非常にきつい中でも、上司に信頼され仕事を任 されているとい う充

実感 と、測量士試験に合格 したうえで、将来 はできれば独立したいとい う現実的な 目標が、B

さんの毎 日の活動を支えている。その基盤には、やはり、現状の自分をきちん と認め、受け入

れ、その上で着実に努力 していくことによ り、将来はそれなりに開けてい くと思える自己効力

感がある。だからこそ、不況 とい う社会的情勢による閉塞感を、逆に自己実現のきっかけへと

転 じ、職がなかなか見つか らないとい う不安状況にあっても、 自己への信頼を失わず、適度の

楽観性 を保持 し続けられたのだと思われ る。

決 してエ リー ト路線に乗っているわけではないBさ んが、ともすれば不平等な現実に向かい

合い、その中にあっても自分の持てるカを最大限生かそうと前向きに活動 し、自分なりの目標

に向かって歩みを進めているその姿は、現代の多くの青少年の優れたモデルになりうるであろ

う。

(3)Cさ ん(38歳)法 人不正調査関係会社役員

～安定からや りがいとしての責任へ～

Cさ んは、法人不正調査関係会社の役員、38歳 、既婚。国立大学外国語学部を卒業後、銀行

員 として15年 間勤務 した後、新宿新都心にある現在の会社で、我が国に不正調査士資格制度

を導入す るなどのプロジェク トの総責任者 として精力的に活動 している。インタビューでは、

聞き手の知 りたいと思 うことを的確に汲み取った上で、分か りやす く応答 しようと配慮するな

ど、コミュニケーション能力の高 さが印象に残った。

【学校時代】

小学のときか らサッカー選手になりたい とい う夢があった。全国高校選手権出場を目標に高

校までサ ッカーを続けたが、次第に現実が見えてきて、結局、大学進学を考えるようになった。

中学の初めての定期試験で英語の得点が結構 よく、それから英語が得意科 目になった。高校に

入学 し、外国人の先生に英語で質問をしてみた ら、くだらない質問にも答えてくれた。 日本語

以外の言葉でコミュニケーションが とれた初めての体験で、今でもそのときのことを鮮明に覚

えている。
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外国語学部を選んだのは、純粋に語学に興味があったか ら。大学では、いろいろなことを積

極的にやってみよ うと思い、サ ッカーのほか、音楽鑑賞や美術鑑賞、塾講獅 や家庭教師などい

ろいろやった。

【自分を変えてくれた出会い】

アルバイ ト先の私塾は自分が中学のときに通っていたところだが、そこの経営者や先輩 に個

性豊かな人達がお り、とても影響を受けた。自分は、中学まではいわゆる優等生的 とい うか、

周囲から自分がどう見えるか といった自意識が過剰だった。高校でも人づきあいは不器用、集

団が苦手で、ちょっと偏屈とい うか、あま り多くを語 らないタイプだった。その塾でアルバイ

トし始めたときも、自分とあま りにも違 うタイプの人たちと一緒にいるのが苦痛だったが、 し

ば らくして、趣味でも何でも、何か一つのことに関 しては人後に落ちず、徹夜で語 り合えるよ

うな型破 りで個性豊かな大人たちと接することが楽 しみになった。その人たちとの出会いが、

殻に閉じこもりがちな自分を大きく変えるきっかけだった と思 う。今は、若者を導いてくれ る

ような個性的で魅力的な大人が少なくなってきている。それが、他者 との交流を避 けがちで、

活力に乏 しい若者が増えている一つの理由だと思 う。

【就職、留学、海外勤務亜

就職活動は大学4年 から。当時、特定の女性 との結婚 を考えていたので地元の銀行 を選んだ。

金融業への就職は特段、希望 していたわけではないが、当時は、勢いがあったし、 うま く行け

ば海外勤務 もできるだろ う考えた。海外に行きたいとい う思いは強かった。

就職 して5年 目に社内の留学試験に合格 し、米国の経営大学院に2年 間留学 しMBAを 取っ

た。その後、英国の支店に3年 勤務 し、帰国後は人事部に配属 された。新人研修や新人採用な

どが主な業務で、若手の教育や学生との交流な どや りがいのある仕事だった。また、退職に悩

む社員 らとの相談を担当したことで、キャリア理論に裏打ちされた援助の必要性を感 じ、勉強

してキャリアカウンセラーの資格を取得 した。その後も、キャ リア開発の研究会に積極的に参

加 し、若者のキャリア支援をボランティアで行った りしている。

【帰国から転職へ】

その後、4年 の人事部勤務を経て、管理職 として支店に配属 された。久 しぶ りの現場では、

どうしても、人員削減、 リス トラ、成果主義、国際業務か らの撤退など金融業のかげ りを意識

させ られた。これまでは、銀行員 といえば、いずれは送迎車付きの支店長になって、収入 も確

定申告とい う一般的な目標があったが、今や支店長といえども、たい した権限はなくな り、下

働き的な業務 も多い。加えて、長 く実務を離れての現場復帰で、自分の力を うま く発揮できな

いとい う悶々とした気持ちもあった。

ちょうどその頃、知人であった今の会社の社長から誘いを受けた。英語で確実に ビジネスが

できる人を探 しているとい うことで、自分を真剣に誘ってくれた。もちろん、生活の安定 とい

う面では不安がないわけではなかったが、海外 との接点を持ちたい という思いと、 自分の能力

を発揮 して責任や権限のある仕事をしたいという気持 ちか ら、転職に踏み切った。

今の法人不正調査関係の仕事は、 自分がや りたいようにできるので、すべてが自分の責任 と

い う意味においても非常に充実 している。提携の組織は10力 国以上で、国際的な接点 も持て

るし、なによりもこの分野においては 日本を代表 しているとい う使命感 と醍醐味を感 じる。
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【将来の 目標】

当面、今の仕事できちんと結果を出すことが目標。法人クライエン トの獲得、不正調査士の

資格試験や研修制度の充実、良い人材の確保等、課題は多い。その先のことは、あまり考えて

いない。息子が就職 して くれ さえすれば、後はどうにでもなるとい う気持ちだ。

自分は組織の トップに立っほどの人間ではないと思 うし、そ うなると、 自分に変なプ レッシ

ャーをかけて しま う。最終的には組織か ら独立 して、自分の腕一本で食べていけるインデペン

デ ン トが理想。一番大切なことは、自分の能力や考えを十分に生か したい とい うこと。大きな

組織だ と根回 しとか人間関係などいろいろ大変。そんなところに労力を使いたくないとい う思

いがある。

【家族について】

父は化学関係 の技術師、母は専業主婦で、二人 ともそれほど学歴志向も高くなく、自分の大

学選び、職選びに親の影響はほとん どないと思 う。しいて言えば、母が少 し英語に興味があり、

よくr何か一つは極めなきゃねえ」といっていたことぐらい。

妻 とは就職 して2年 目に結婚。 しばらく共働きだったが退職 して専業主婦 となった。今は仕

事がとても忙 しく深夜の帰宅もざらなので、妻が家にいて くれて助かっている。妻は、家のこ

とをきちん とこなすのが性に合っているといい、私立中学進学を目指す息子の受験も妻に任せ

ている。だか ら、少 しで も時間を見つ けて、積極的に妻と話を したり、子 どもにいろいろな経

験 を体験 させてあげようと努めている。

息子には、何の仕事に就いてほしいとい う特段の希望はないけれ ど、父親が意義ある仕事を

している姿を見て、それが何 らかの形で心に残 り、将来、自分な りに しっか りと職業を選んで

いってもらいたいと思 う。ただ、何か一つは自分な りの強みを持 ってほしい。

～Cさ ん とのインタビューを終えて～

銀行 とい う大企業に勤め、当初の希望通 りに海外留学や海外支社勤務などを実現させ、組織

内での評価や将来性 もおそらく高かったであろうCさ んだが、より責任ある立場で、自分のカ

を生か したいとい う思いから、世間的な 「安定」を捨て、新 しい仕事にコミッ トしていった。

そ こには、Cさ んの一貫した海外志向 と、主体的な自己実現志向、そ して、それ らを可能にす

る勤勉性や 自己効力感が基盤 として存在 している。

もともと人づきあいが得意ではなかったとい うCさ んだが、個性的な大人たちとの出会いを

通 じて、他者 との交流の大切 さや、単なる社会的地位や学歴を超えた人間として大切な何かを

実感 し、 自分 自身を変えていった。その後の豊かな人間関係が、Cさ んの転職やより一層のキ

ャリアの充実を実現 させていることはい うまでもない。

豊かなキャ リア生活のためには、対人関係能力が大切 とされているが、Cさ んの例は、た と

え、 もともと社交的 とい う資質を持った者でなくとも、 自分とは違 うタイプの人々との接触を

避 けずに、真剣 に他者 と付き合っていくことで、自分を支えかっ成長 させ うる人間関係 に開か

れ るとい うことを示 していると思われ る。その上で、多方面の事が らに積極的な関心を持ち、

社会的貢献をも視野に入れながら、自分のカを最大限生か していこうとい う姿勢は、多くの転

職成功者に共通するものであろう。
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(4)Dさ ん(54歳)大 学福祉学科教員

～実存的に生きるとい うこと～

Dさ ん(54歳)は 、我が国における医療 ソーシャルワーカーの草分け的存在である。生後6ヶ

月でポリオに罹患 し、以来、両下肢の麻痺を抱 え、身体的には不自由な生活 を余儀 なくされて

いるが、きさくな親 しみ深い人柄で、自分の体験が少 しでも役に立っのならばと、インタビュ

ーにも献身的に応えてくれた
。

【学校体験】

親兄弟や友人に助けられて、なんとか小学校を卒業できたが、中3で 地元の リハ ビリセンタ

ーに入院 し
、8回 もの手術を受け、卒業が1年 遅れた。同級生は皆、高校生になっていたし、

身体的にも普通高校に通 う自信がなくなっていた。そんなとき、 リハ ビリセンター内分校の先

生に、東京の国立大附属養護学校高等部への進学を薦められ、思い切って親元を離れ上京 した。

肢体不 自由のエ リー トを育てるという方針の学校で、自分もエ リー トクラスに入ることができ

た。

しかし、入学 してみると、エ リー トクラス とそ うでないクラスへの学校や教師の対応には明

らかな差別があり、それに強い憤 りを感 じ、職員室に抗議のビラを撒いた りした。 自分はエリ

ー トクラスではあったけれども、同 じ寮の仲の良い友達が下のクラスで差別的扱いを受けてい

た り、エ リー トクラスを担当する教員が他のクラスの教員を馬鹿にした りす る光景には耐えら

れなかった。 これ以上、この学校に居たくないと、親に無断で高校を中退 し地元に戻った。親

は泣くし怒るしだった。その後、農家 と漁師の子 どもばか りが行 く地元の高校に編入 した。英

語の教科書に福祉の話が出ていて、教師が、「目くら」とか 「障害者」などと、まった く配慮な

しに訳 していた。体が震え上がるようなコンプレックスを感 じ、教室にいたたまれなかった。

それが高校のときの自分だった。

【浪人生淵

高校卒業後は大学進学を目指 して再び上京 し予備校に入ったが、東京は本当に淋 しくて嫌だ

った。受験勉強などそっちのけで、小説や自殺論などの本を読み耽っていた。教会にも通った

が、牧師に向かって、「こんな ところで平和がきますようにとか言っているけれ ど、どうしてス

ラムな どの貧 しい地域で布教 しないんだ。」などと反抗 して口論になった。「いっそのこと、研

究材料にでもなってみっか」 という投げや りの気持ちで、東京を離れ、学費が安い私立の福祉

系の大学に 「不本意入学」した。

【価値観の転換】

大学に入った頃は、すぐにでもやめてしまいたいとい う気持ちが強かった。 しか し、福祉を

学ぶ過程で半年 くらい経って、自分の中に大きな価値の転換があった。歴史上、障害者は長 ら

く「非人」扱いされてきた。だから、 自分のことを、おか しな奴 とさげすみ、街中で じろじろ見

る人がいても仕方がないのかもしれない。ならば、自分の強い劣等感 も悩みも至極 当然のもの。

そのようなとらわれも自分に能力があるか らこそなのだ。まずそれを認め、受け入れた上で、

歴史や世の中の見方を変えていく努力をしていこう、 と。また、大学では友人にも恵まれた。

心を開いて接触 してい くことで人からの偏見はな くなり、自分を平等に扱 って くれ るとい うこ
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とを実感 できた。それ以前は、自分の殻に閉じこもり、本気で人 とかかわってこなかった と思

う。結局、人が生きていくには3通 りしかない。 自分の境遇 を泣き恨みながら生きてい くか、

肩書きや地位、名誉を求めて無理 して生きていくか、自分を客観視 して受け入れて生きていく

か。 自分 は、最後の生き方を選び取った。それからとい うもの安心 して生きられるようになっ

た。

【フリーターから就職へ】

大学卒業後は、知的に制約がある男子中学生の家庭教師 をしばらく続けていた。今でい うブ

リーターのようなもの。 当時、就職先がないことはなかったが、その子の面倒を見る人が他に

お らず、 自分がここで放 り出 して しまうわけにはいかないと思った。その子は勉強はできなか

ったけれ ど、植物の図鑑を肌身離 さず持っていた。「あなたは、花に関 してはすばらしいものが

ある。無事、高校 を卒業 したら、花の仕事に就きなさい」と話 してあげていた。何年か経って

忘れた頃に、今、花栽培の仕事をしていると鉢植 えを持ってきてくれた。

その家庭教師が終わって しま うと、なかなか仕事も見つからず、再び東京に戻 り、私塾の講

師 としてアルバイ トをした。事情のある家庭の子 どもや、ひとくせある同僚たちばかりだった

が、そこでの毎 日は今思えば楽 しかった。ハンデを背:負い、「でき」の良いとはいえない子 ども

たちに、いかにわか りやす く教えるかとい う工夫をいろいろと考えた。その体験は、今の教員

としての仕事に大いに役立っている。

大学卒業から2年 後にやっと公立病院の初代 ソーシャル ワーカーとして就職できた。長い間、

目標 としていた仕事だったが、病院では医師が絶対で患者などには人権がないに等しく、ソー

シャル ワーカーも冷遇 された。辞めようかとい う気持ちが心をよぎったが、今 ここで自分が逃

げ出した ら、医療 ソーシャル ワーカーの発展が途絶えると自分に言い聞かせ踏ん張った。その

後、徐々に、病院 に専任の医療 ソーシャル ワーカーを配置する動きが全国に広まっていった。

事務所の片隅での活動で、専用の面接室な どは9年 間もなかったが、自分のやってきた仕事に

なん とか 自信が持てるようになった。

【大学院進学から転職へ】

その後、全国各地のソーシャル ワーカーの研修など指導的な役割も担 うようになって、逆に、

自分のカのなさを実感 した。 もっと仕事の質を高めなければ、もっと学ばなければ、自分 をも

っと成長 させなければとい う思いが強 くな り、社会人大学院に入った。そこでは、患者の心理

などが学べ、いろいろなことが自分なりに整理できた。実際、患者やその家族は、受傷のショ

ックや悲 しみで対処能力が落ちる、短期記憶 もあいまいになる、自己概念がゆがむ。そんな患

者や家族にどう対応すべきかを考えることができた。

一方で、現場には大学の福祉学科 を卒業 したばかりの若いソーシャル ワーカーが入って くる。

自分は10数 年 かけ、いろいろな経験や勉強を積んでようやく一人前になれたが、今でも大学4

年間の教育で、何一つ、実践的な教育や訓練はなされていない。学問 と現場実践のはなはだ し

い乖離を 目の当た りにして、このままでは専門職 としてのソーシャルワーカーの発展が危 うい

のではないか と感 じ、 自分の経験を生かして専門家養成教育の充実を図 りたいと、地方の私立

大学福祉学科教員に転職 した。大学では、これまでの自分の経験を活用 した実践教育にカを入

れてお り、多 くの学生もそれについてきてくれ、他のさまざまな活動 も含めて毎日が充実 して
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いる。遠回 りでずいぶん時間がかかったが、医療 ソーシャルワーカーの道を選んで本当によか

ったと思 う。

【家族について】

自分の職業選択に両親の直接的な影響はない と思 う。ただ、母が幼い自分を背負って線路の

上を歩いていたときに、見ず知 らずの人に助けられたとい う。父は当時、地位の高い家柄の出

で、その嫁が障害を持った子 を産んだとい うつ らさもあり、母は死を考えたのだろ う。しかし、

それを助 けてくれた人がいた。医療 ソーシャルワーカーの仕事ではま さにそれが再現 され る。

患者やその家族の初期の危機的な状況をいかに援助するか、それが自分の一生のテーマになっ

ている。

妻は、老人施設で働いていたが、夫の転職 ・転居に当たって仕事を辞めた。娘二人は元の家

に残っているが、以前から家を出たい といっていたので、親がいなくなってせいせい している

と思 う。

【仕事を決めた人 との出会い】

中3の とき友達のほとん どが高校を受験 し、自分も進学 したい と、いろいろなところに問い

合わせたが、歩けないことを理由にすべて受験を拒否された。結局、中学卒業を1年 延ば しリ

ハ ビリセンターに入院 したが、そこで出会った主治医が、「君を今まで放 り出していた医者たち

はいったいなんだったんだ。君の足を長時間の通学 ・通勤にも耐えられるようにしてあげるか

ら手術や リハ ビリにがんばって耐えろ。海外には医療 ソーシャルワーカー というとても大切な

仕事がある。君ならきっとなれる。」と言い聞かせてくれた。この先生 との出会いなくしては今

の自分はない。

ー

亀

～Dさ んとのインタビューを終えて～

身体的な不 自由さを抱えてきたDさ んは、少年時代から既に、世間の俗な価値観 との対峙を

余儀なくされた。おそらく自身の境遇ともあいまって、この世はいったい平等なのか、もし神

が本当に存在するなら何ゆえ不幸があるのかなどといっだ根源的な問いと格闘する日々であっ

たろう。 しか し、その闘いの過程が、半ば投げや りに進学 した大学で、自分自身の置かれた境

遇 も、社会からのさげすみの目も、すべてを客観的に受け入れ前向きに生きてい くといった価

値の転換 となって結実 した。以後、人に対 しても心を閉ざして構えることもなくなった。

一方で
、この世の中には、病や受傷など自分に責任のない不幸や、誠実で真面 目な人であっ

ても、さまざまな事情で正当な評価や待遇を受け られていないといった差別が山ほどある。そ

んな不平等や、不公平を決 してないがしろにせず、弱者の立場に立ち、助けていこうとい うD

さんの一貫 した姿勢、生き方が、まさに医療ソーシャルワーカーとい う仕事に生かされている。

個人の実存的な経験が、豊かな体験へ と通 じ、仕事を通 じて広 く人のため、社会のためへと昇

華 され る。それは、最 も理想的なキャリア発達プロセス といってよいであろ う。
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(5)Eさ ん(57歳)食 品関係会社役員

～ 自ら努力するリーダー として～

Eさ ん(57歳)は 大手食:品関係会社の取締役副社長、既婚。大学院理工学研究科を修了後、

大手電気メーカーに就職 し、海外事業など重要なプロジェク トを担当。約20年 間勤務 した後

に、通信事業、コンピューター関係、人材派遣会社などを歴任 あるいは創業 し、携帯電話の新

システムや新人事評価制度の導入、通信事業の立ち上げなど創造的な仕事を数多く成 し遂げて

きた。若者 とのふれ あいが好きで、若い人を育てることが自身のライフワークと話し、現在の

会社でも後継者 の育成が大きな役割の一つであるという。多忙なスケジュールの合間を縫って、

限られた時間のなかでのインタビュー となったが、己の信念や考え方を熱意を持って語る姿か

らは、産業界の リーダーは、優れた教育者でもあることを感 じさせ られた。

【会社勤務か ら転職へ】

大学院修了後、大手電気メーカーに就職 し、大きなプロジェク トなども複数手がけた。その

会社に在籍 し続ければ、生活の保障はもちろん、おそらく出世 も約束 されていたと思 うが、仕

事がマンネ リ化 し、先が見えてしま うことに抵抗を感 じた。常に、 自分の力を最大限発揮 し、

創造的な仕事にチャレンジしていたかった。数度の転職の際には、経済的な保証があったわけ

ではない。すべて、プロスポーツ選手同様 の年俸制で、成果があが らなかった ら終わ りとい う

世界。決 して最初か ら自信があったわけではなかったが、ある程度の結果を出してきた。 これ

は、現場の若い人たちと泥まみれになって働いてきた成果。 どんなときでも、人の倍働けば自

然 と周 りが助 けて くれ るようになるし、若い人もついてきてくれ る。

【人並みだか らこそ努力する】

私は能力的にも体力的にも人並み程度の人間。だから、人一倍努力 しないと成功できない。

実父は戦争で地方の山村に逃げ、そ こで腕一本で製材工場を立ち上げた。私は小さいころから

その仕事を手伝い、つもごりの集金にも行 くなど、父の働 く姿をまじかに見てきた。「人の倍働

けばなん とかなる。人 と同じことしていたら、人 と同じ人生 しか歩めない。」とい うのが、父の

口癖だった。それが、生涯を通 じた 自分のバックボーンになっている。

私は今、組織のリーダー的な立場だが、今でも朝早 く出勤 して、人の倍は働いている。いや、

人の上に立っからこそ、なおさらそ うであるべきだと思っている。今の日本の企業の上役は、

いわゆる重役出勤で、時間的にも内容的にも部下に比べて仕事が楽なことが多い。それでは組

織 も発展 しない し、次 代を担 う若い人も育たない。

仕事でも、趣味でも、その他の活動でも、大切なのは自分で考えなが ら、毎 同コツコツ継続

して努力すること。その際、良い先生、良い師にめぐり逢えることが望ましい。

諾 い人を育てたい】

私は若い人たちとのふれあいが好きだ。彼らのカを十分発揮 させることが、組織のためにも

なるし、彼 らの充実 したキャリアの実現にも直結する。若い人たちとのコミュニケーションを

増や し、活動の内容 を公平に評価 し、努力や貢献、改善などがたとえわずかでも見られれば、

賞賛するとい う姿勢が大事だ と思 う。

キャリアディベ ロプメン トとい う観点からは、基本的に本人の能力、関心、価値観 などを尊

重す るべきであると思 うが、一方で、組織に属 している限 り、会社の目指す方向性にある程度
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1
沿った形で、いかに自己実現を図っていくかとい うことが重要でもある。その意味では、部下

から相談があ り、その志向が会社の方針 と大きく異なる場合には、一緒に転職も考えることも

ある。

単なる一組織の範囲にとどまらずに、若い人たちに教え、若い人たちの活躍を支えていきた

い。彼 らのキャリア発達を支援できるようにと、キャリアカウンセラー関連の資格を取 り、自

主的な研究会や活動を行 う傍 ら、自分のこれまでの会社での経験を生か し、大学の非常勤講師

として教鞭もとっている。キャリア研究会のメンバー とは、主にフリーターを中心 とした若者

を対象に、「私の生き方、働き方の選択」とい う啓蒙冊子を作成 し発行 した。また、ある高校の

文化祭では、模擬経済体験と称 して、学生に経営のシュミレーションをさせた り、ライフプラ

ンを計画させた りして、キャリア意識の酒養に努 めるなどした。 自分 とは何者か、そして、選

択肢 としてどんな仕事があ り、どんなことができるのかなどとい うことを教えていきたいと思

っている。

【配偶者について】

今、こうして 自分が仕事やいろいろな活動に精を出せ るのも、妻の支えがあるか らこそ。妻

は、休 日の家族サー ビスを求めるわけでもなく、健康に害のない限 りどんどん仕事 してほしい

といってくれ るし、何度かの転職の際も、いつも私の後押 しをしてくれた。そ して妻 自身の生

きがいは夫に大きな仕事をや らせることだとい う。本 当にありがたい と思っている。

～Eさ んとのインタビューを終えて～

転職の先々で意義ある仕事を成 し遂げ、現在は大手企業の取締役 副社長 とい う地位にあるE

さんであるが、自身の能力はせいぜい人並みであり、人の倍努力すれば何 とかなるとい う一念

でこれまでのキャリアを切 り開いてきたとい う。そこには、努力の継続に裏づけられた自己効

力感 こそが、充実 したキャリアや成功す る人生の鍵となることが端的に示されてい よう。

Eさ んは、単なる一組織を超えて、次代を担 う若者たちを育てていこうとい う気構えに満ち

ている。そこには、単なる私利私欲にとどまらない社会貢献志向とともに、自分 とは異種の者

や多様な価値観 に積極的に交わっていくことで、相互によい影響を与え合お うとといった 自己

実現的転職者に共通する基本的な姿勢が表れている。

「人の上に立つものは、人の倍働 くべ し。」、「若い人 とふれあい、若い人に教えたい。」 と繰

り返すEさ んからは、父の働 く姿を見て自ら勤勉性を培い、幾多の創造的な活動を成 し遂げて

きた 自分の生き様を示す ことで、 ともすれば無気力ともいわれる現代の若者に活力や希望を与

えようという気概が感 じられた。
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3.考 察 ～転職経験を肯定的にとらえている男性に共通する要因～

転職経験を肯定的にとらえ、いわゆる自己実現的にキャリアを重ねてきている男性5名 に対

するインタビューの概要は以上のとお りである。一生涯続 くキャリアの発達にとって、何が重

要なのか、仕事を通 じて自己実現を成 し遂げてい くためには、どんな姿勢や態度が必要なのか

等に関す る有益な知見は、既にそれぞれの語 りの中に生きた形で表現されていると思われるが、

以下、改めて、5人 に共通する要因について整理 してみたい。

(1)努 力に支えられた自己肯定感、自己効力感、有能感

そこにさまざまな個別の理由があるにはせよ、終身雇用による保護や安定の枠組みを踏み越

えて転職 を成功 させていくためには、ある程度の自信が前提 となることはい うまでもない。本

インタビュー対象者5人 はすべて高い自己効力感を有 していたが、その特徴は、自身が特段優

れているとか、能力に秀でているとか、学歴が高いなどといった理由からとい うよりもむ しろ、

不十分さや限界 もある等身大の自分を受け入れ、そこを出発点に着実な努力を重ねていくこと

で、 自分な りの自信 を深めていったとい うことであろう。継続 した活動を基盤 とした粘 り強い

自己効力感であるからこそ、良い状況だか らといって、いたず らに自己を誇大化させ ることも

なく、た とえ悪い状況にあっても、容易に自己を否定 した り自尊心を下げた りすることもない。

その意味で、現実に根 ざした楽観性が身についてお り、いわゆる 「危機」を成長 ・発展の糧と

できる。 このような有能感、自己効力感 こそが、自己実現的キャリアの最 も大きな核 となって

いるものと思われ る。

(2)自 分のカ を生かしたい とい う思い

自分の持てる力を十分に生かし、自分な らではのかけがえのない仕事をしたいとい う思い

は、ほとんどの働 く者の願いであろ う。それ実際に実現しようと試みた5人 に共通す るのは、 ρ

自分 自身 の能力や適性、考え方や志向を自分な りに把握 し尊重 し、主体性、独立心、責任感を

持 って自分の決めた道を歩んでお り、他者への依存、馴れ合いや コネ、あるいは、学歴や学閥

に依拠す ることで成功をもくろむとい う傾向が見 られない とい うことであろ う。特に、組織に

守 られたいとい う安定志向はほとんどなく、安定の代償として個人的能力の発揮や成長が妨げ

られることをよしとしていない。

加 えて、社会的、一般的に望ま しい とされ る価値:から自由でいられる柔軟性や多様性があり、

自分とは異質な者 との交流にも積極的である。また、弱い立場の者を尊重 し、支援す るといっ

た公平さや正義感、あるいは、単なる私利追求にとどまらない社会貢献志向など、利他性に開

かれている。おそ らく本質的に、職業を通 じての自己実現のためには利己主義的発想だけでは

行き詰ま りがあ り、社会貢献や弱者 との共存、共生などの観点が必要なのだろう。

(3)人 や社会への適度な信頼

人間関係 の大切 さについては、5人 すべてがそれぞれの立場か ら言及 している。総 じて、周

囲の人々や社会を適度に信頼 し、良好な関係 を保ち、それ らの人間関係に支えられてキャリア

を充実 ・発展させてきているとい う面がある。ただし、全員がもとより明るく社交的といった
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資質を兼ね備えていたわけではなく、自分の生き方について模索 し、ときには悩み苦 しんだ結

果、人間関係の大切 さを実感 し、率直かつ積極的な他者 との交流に開かれていった とい うケー

ス もあった。また、対人関係において、依存的にも搾取的にもならず、自他 を共に生か してい

こうという態度が顕著であったが、それは自分を受け入れ、その上でできる努力をしてきた結

果の自己肯定感が、他人 との優劣の比較やいらぬ駆け引きなどから距離を置くことを可能にし

ているためでもあろう。

(4)生 きる姿勢が職業選択 に結びつ く

少なくとも本研究でインタビューを行った5人 に関 しては、学校教育が直接の職業選択につ

ながっているわけではない。また、多くの選択肢の中から、熟考の上、自分に合った職業を選

んでいるわけでもない。 どちらかとい うと、偶然に近い意味のある出会いが、職業選択の決め

手 となっている。おそ らく、このような出会いは、人が主体的、思索的に日々を過 ごしている

からこそ実現されるものであり、何気なく毎 日を送っている者には縁遠い経験:であろ う。

同様に、親のかかわ りも具体的な職業選択につながっているわけではないが、親 のあ りよう

や生きざまを見て、子どもなが らに何かを感 じ、それ らが何 らかの形で本人の生きる姿勢に受

け継がれ、後の職業選択に影響するものと考えられた。

4.お わ りに

本研究では、これからの我が国の男性にとって、新たなキャリア発達のモデル ともな りうる

であろ う、転職経験を肯定的にとらえている男性5名 に対するインタビュー調査を行った。年

齢 も、生い立ちも、家族 も、学歴も異なる5人 の自己実現的転職者には、 自己効力感 の高 さ、

主体性、独立心、柔軟な価値観、他者や社会への信頼性など、明らかな共通性があった。その

基盤には、あ りのままの自分をまずは認め、そこから努力や行動を重ねてい くことによって築

かれた自信である。

このことは、知的あるいは対人的に非常に優れた資質を持っているとか、経済的に恵まれた

家庭に育つなどとい うことは、必ず しも成功の必要条件ではなく、等身大の 自分をその限界も

含めて受け入れ、そこを出発点 として自分を最大限成長 させ ようと日々を真摯に生 きることに

よって、自分な りの自信が生まれ、人間関係に開かれ、豊かなキャ リアに導かれる とい う実証

例でもあろ う。「格差社会」、「勝ち組 ・負け組」などの言葉も闘かれる昨今の情勢の中で、たと

え一流大卒のエ リー トではなくとも、いやむ しろそ うではないからこそ、自分の持てるカや個

性、適性を厳 しくも的確にとらえ、そこから着実な活動 を継続することで、自分な らではのか

けがえのないキャリア生活を歩むことができるとい う人間の可能性への希望を実感 させ られた

イ ンタビューであった。筆者 も含 め、若者の教育にたず さわるものは、ともすれば、個々人の

資質的能力の高さそのものに高い評価を与えがちである。 しか し、実は、あらゆる面で厳然 と

存在する不平等や格差を認め、受け入れ、利己と利他のバランスの中で、自分に与 えられた能

力を最大限生かし、高めようとする、そ して、利己主義にもニ ヒリズムにも陥ることな く、社

会的格差や不平等の是正に向けて地道に行動するといった生き方ができる者こそ、最も尊敬に
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値する人物であ り、教育が目指すべき人間像であるとい う確固たる姿勢を持ちたいと改めて思

わされた。

最後に・現代の若者のために、そ して社会のためにと、多忙の中、ともすれば答えにくい質

問にも献身的に応 えて くだ さった5人 に、改めて心よりお礼を申し上げる。
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IV.座 談会:

生き生きと活躍 している職業人のインタビュー調査を振 り返って



【座談会】
生き生きと活躍 している職業人のインタビュー調査を振 り返って

藤 田博康 ・別府明子 ・中野洋恵 ・小川待子

岩崎久美子(司 会 ・編集):国 立教育政策研究所 ・生涯学習政策研究部 ・総括研究官

【出席者 プ ロフィール 】

・藤田博康：帝塚山学院大学大学院助教授 ・臨床心理士

家庭裁判所調査官を経て現職。カウンセ リングを通 じ青少年の臨床問題 を幅広 く

扱 う。

・別府明子:近 畿大学九州短期大学講師 ・品川介護福祉専門学校講師 ・臨床心理士

「がんばらない介護の会」の中心メンバーであ り、高齢者の心理が専門。家族療

法に基づ く青少年に対する臨床経験 も豊富。

・中野洋恵:国 立女性教育会館研究国際室長 ・主任研究官

社会教育施設で女性に関する調査研究 ・事業を行 っている。女性の学習によるエ

ンパワーメン トに関し調査研究 ・事例に基づ く知見を多く持っ。

・小川待子:東 京経営短期大学教授 ・産業カウンセラー

人間関係論に基づくキャ リア形成 に関す る研究を行っている。産業カウンセ ラー

として社会人のキャリアカウンセ リングに従事。

1.男 性のインタビュー対象者:自 己実現的転職者

【岩崎】3年 間にわたる国立教育政策研究所のキャリア発達のプロジェク トは、小 ・中 ・高校、

大学生、社会人の質問紙調査 を実施するのに平行 し、生き生きと仕事をしていると思われる方々

のインタビュー調査を併せて行ってまい りま した。仕事 とともに充実 した人生を過 ごしている

方々の話を聞くとい う質的調査により、小 ・中 ・高校、大学生、社会人の質問紙調査を補完 し、

妥当な解釈を行 うため、職業観 ・就業観への知見を異なる角度から得 ようと思ったわけです。

本 日出席 している5人 が分担 し、これまで女性29名 、男性5名 のインタビューを行ってきま

したが、今回は、生き生きと活躍 している方々から共通に得 られる要因を中心に議論 し、このイ

ンタビュー調査の結果を振 り返ってみたいと思います。

まず、男性5名 のインタビュー調査 をなさった藤田さんか ら、男性のインタビュー調査の内容

について概略をご説明いただけますでしょうか。

【藤 田】 特殊な事例ながら最近の傾向となっている転職経験を持つ男性5名 をインタビュ.一

対象 としました。 この5名 の共通点は転職経験を肯定的に捉え、転職がその人のキャリア発達、

及び広い意味での自己実現につながっているとい うことです。

一129一



一人 目がAさ んで、測量会社勤務の測量補 、34歳 、高卒の方です。二人 目がBさ んで、外資

系のインターネ ッ ト広告関連会社の社員で28歳 。高卒で就職 し、その後何年かして、短大 さら

に大学の資格を取られた方です。三人 目が、法人の不正調査関係会社役員のCさ んで、大卒後

銀行で15年 間勤め、現在の仕事に転職 した方です。四人 目はDさ んで、私立大学の福祉学科の

教員で、この方 も大卒後、長 く病院の医療ソーシャル ワーカーを勤め、その後、大学院修士課

程に入 り直し、大学教員になられました。五人 目が、食品関係会社の取締役副社長のEさ ん。

大学院の理工学科を修了され、電気メーカー会社で20年 余 り働き、おそらく引き抜きとい うこ

とで、その後いくつかの会社をまわ られた方です。

表1男 子のインタビュー者属性一覧

5人 とも転職経験があ り、その転職に基づいたキャリアを、かな り肯定的に捉えてお り、これ

か らの男性のキャリア発達のモデルにな り得 るだろうと思われました。Cさ ん、Dさ ん、Eさ ん

はもともと大卒ですが、Aさ ん、Bさ ん(Bさ んは途中で大学の資格取っていますが)は ともに

高卒で働 き、そこで迷った り考えた りしながら、自分なりのキャリアを追求 してきたのです。

最近は、終身雇用制の揺 らぎによって、同じ会社に継続勤務 し、キャリアを追求していくとい

う従来の男性に とっての典型的なキャリア発達のあり方や、就労価値観が随分変わってきている

と思います。だか らこそ、今まさに、働 く者ひとりひとりの活力、自立性、自主性が問われてき

ていますが、なかなかその変化に対応できず、そのことがフリーター、ニー トといった問題に繋

がっている可能性 もあると思 うのです。 ですから、この5名 の共通要素について考えることで、

これか らの男性 にとっての新 しいキャリア発達のあ り方についての有益な示唆が得 られるので

はないかと思いました。

2.転 職の経二歴 と特別事項

【藤 田】 インタビュー調査の概略 として、転職の経歴 と特筆事項をお話 しようと思います。

Aさ んは高校を卒業 してメーカー関係の会社で約10年 働きました。Aさ んが言 うには、小学

校時代は漠然 と 「大工さん」になりたいとい う思いはあ りましたが、以来、高校まで、特別な志

望はあ りませんでした。大学に進学す るほど成績も特段良かったわけではなく、高校に来ていた

会社の求人表 を見て就職 したとい うことです。その会社では、取 り立ててクリエイティブなこと

をやっていたわけではなく、毎 日ルーテ ィンワークで、そ うい う意味では、定時に終わり自分の

趣味などに打 ち込める時間もあったので、それほど会社に不満があったわけではなかったそうで
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す。ただ、バブルが弾けて景気が悪 くなると、給料が上が らず、ボーナスもなくなり、先行きに

対する不安が募 り、転職を考えるようにな りま した。同時に、これは5人 すべてに共通すること

ですが、自分ならではのかけがえのない仕事をしたいとい う気持ちも強くな り、それで転職を決

意 したとい うことでした。その頃、偶然に測量士をやっている高校時代の友人 と出会い、彼の仕

事の話を聞いて、「自分のや りたいことに近い」と強く思ったそ うです。決 して、将来 が約束 さ

れていたわけではなく、とにか く測量士の資格を取って何 とかしようと思い切って仕事を辞めた

とのことです。地方では良い測量会社はあま りなかったので、都市部に出てアパー トを借 り、職

業安定所に通いなが ら、10回 、20回 と求人先に電話をかけ面接に行き、やっとのことで再就職

先を探 したとい う経歴です。現在の仕事はかな りハー ドだそ うですが、じきに測量士の資格を取

って、今後もしできれば将来独立 したい とい う夢を持ちなが ら精勤な さっています。

二人 目のBさ んは、大学受験を志 し一年浪人 したものの、大学の教育制度や学歴主義に疑問を

持 ち始めたこともあって進学を断念、その後、引越業社で働き、約2年 後、海外で勉強 したい

とい う憧れもあって米国の短大に留学 しま した。ベンチャー企業などを起こす企業学を履修 し短

大を卒業 した後、インターネ ッ トの求人情報を通 じて日本のベンチャー企業に就職。その後、自

分 を伸ば したいとチャレンジングな所を求め、2～3仕 事を変え現在は外資系のインターネッ ト

広告会社の正社員です。

三人 目のCさ んは大卒後、地方銀行で約15年 勤務 し、その間米国の大学院でMBAを 取得 し

た り、海外支社勤務を経験 した りしましたが、銀行業務に先が見え始め、仕事にそれほど魅力を

感 じなくなってきた頃に、不正調査関係会社の社長だった知人に請われてその会社 に入ったそ う

です。現在、不正調査関係の資格 を日本でも導入するプロジェク トを立ち上げ、世界を回ってア

クティブに仕事をされています。

四人 目のDさ んは、ポ リオにより幼少の頃か ら体が不自由で、入退院や手術を繰 り返 して育ち

ま した。中学の時に入院 していた病院で、海外から帰 ったばか りの新進気鋭の医師 と出会い、当

時まだ 日本には存在 していなかった医療 ソーシャルワーカーに 「君ならきっとなれ る」と言われ

たことがきっかけで(当時は明確にそ う思っていたわけではないとのことですが)、福祉関係の大

学 に進学 し、医療 ソーシャルワーカーとして就職 しました。日本では当時、病院に医療 ソーシャ

ル ワーカーは配置されてお らず、その先駆けのような活動を20年 近 くやってきたわけです。そ

して、自らが医療 ソーシャル ワーカーを育て、指導す る立場に立ってみると、大学の福祉学科を

出た若者がソーシャル ワーカー として病院に入ってきても、仕事に役立っようなことを大学では

ほ とん ど教えられておらず、医療 ソーシャルワーカーの発展のためには大学の教育のあ り方から

変える必要があると思い、夜間大学院に入 りなお して大学の教員になられた方です。

最後に、Fさ んですが、大学院の理工学科を修了 し就職 した会社では多くの重要なプロジェク

トに関わり、将来 も約束 され待遇 もかなりよかったとのことですが、やは り自分を高めたい、チ

ャレンジをしてみたいとい う気持ちが強くな り、その後、いくつかの会社に指導的な立場で勤務

されています。
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3.共 通の性格特性:勤 勉、 自己肯定感、利他的発想、他者や社会への信頼感 …

【藤田】 それでは、この5人 に共通する性格特性をまとめてみたいと思います。

まず、とにか く勤勉で努力家です。また、自己肯定感はもちろん高いのですが、自分は特段優

れてい るとか、能力が非常に高いとか、そ ういった感 じの意識ではなく、どちらか とい うと、等

身大の 自分にどこまでができて、どこまでができないかをよく理解 されているようです。自分の

限界をも肯定 し受け入れてそこから出発 しているとい う所がとても印象に残 りました。自己理解

は深 く追求 しようと思った ら、どこまでいってもなかなか収ま らないものです。そ ういう意味で

は、 自分の限界 も可能性 も含めた自己理解を自分の中で整理ができているとい うことでしょう。

一方
、ニー トやフリーターな どに見 られ るような就労消極群の方たちは、自己理解をいったん収

める、言い換 えれば、理想 自己と、現実 自己の隔た りを現実的に受け入れ、そこから出発すると

い うことがなかなかできないように思います。今回の方々は、とにか く今の自分にできることを

割 り切 ってとらえ、そこか らいろいろなものを積み上げていくとい う感 じが特徴だと思います。

それか ら、 「なん とかなるだろう、確信はないけれ ども、努力をすれば、 とにかくなんとか道は

開けるだろう」、「大成功するかどうかは、わか らないけれど、最低食べ られるくらいには、やっ

てゆけるだろう」とい う意味での 自己効力感が強いと思います。その 自己効力感が、目標や夢の

実現に向かって努力する基盤、つま り希望になっているのだろうとい う感 じがしました。さらに、

自分のカでとにか くやっていこうとい う独立心があります。自分のカ とい うのは、裏を返せば、

学歴 とか、名前 とか箔 とか、名誉 とか、実質的に意味がないものにはあまりこだわ らない とい う

ことで、要は 自分のカで、現実的に出来ることを積み上げてゆこ うという姿勢とともに、自分の

カをとにか く最大限活か したい、伸ばしたいとい う野心を感 じました。といっても、決して、人

を蹴落 として抜きにでようとか、人を疑めても何かを達成 しようといった、いや らしい意味での

野心ではないよ うに思います。

それから、本 当に興味深かったのは、当初は自分自身のためのキャリアアップという意識が出

発点だったとしても、最後は自分だけのためだけではなく社会に貢献 したい といった利他的発想

へ と自然に転換するところがあるよ うに思いま した。逆に、就業消極群の人々は、初めか ら人の

ために役立ちたい とか、社会に貢献 したいなどと声高に唱えるなど、少 し無理がある感 じがする

ことがあり、このこととのコン トラス トを感 じま した。加えて、今回の方々は、主体性、自立性

に優れ、人 とのつなが りをとても大切にす るのです。人に何かやってもらお うとか、人に依存 し

て、何か成功 しようとい う感 じや、なれ合いの人間関係ではな く、自分が主体的に何かを切 り開

こうとする、その過程で人とのつなが りを大切にするといった感 じです。また、ある意味、楽観

的で、基本的に他者や社会への信頼感も持っています。人と交わった り、関わったりすることで

自分 も高められ るだろうし、結果 として、人にも何か良い影響をもたらせれば素晴 らしい といっ

た考え方があるようです。人とのっながりの中で、自分を最大限活か してゆこうとい う発想が強

いのです。

【岩崎】 藤 田さんか ら転職経験者の5人 の方のご説明があ りま した。この方々 と従来の終身

雇用制の中で働いている方と比較 して、違いとしてお気づきになられたことはございますか。
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【藤田】 この方々は、ルーティンワークやなれ合いに対 して高い価値をおいていません。必ず

しも全員が全員そ うではないでしょうが終身雇用制の中で働 き続けている人は、やは りルーティ

ンワークをこなし、その中で、見返 りに得られる待遇 とか地位、経済的ニーズを優先するという

ところがあると思 うのです。転職経験者の5人 は、そのような価値観は低く、それが とても印

象的で した。

4.生 き生き働いている女性の性格特性

【岩崎】 それでは、今度は、生き生き働いている女性について、共通の性格特性があるかどう

かを考えてみたいと思います。高齢者の女性をインタビュー して くだ さった別府 さんからお話 し

ていただけますで しょうか。

【別府】私 がインタビューをいたしました13人 は女性で主に高齢者です。性格的には、内向

的な方も外向的な方もお りますが、たいへんのびのび と自由に育てられた方が多いように思いま

した。50年 、60年 前の時代にしては、女の子だからと言った差別を受けずに育ってお り、その

せいか、発想は自由で、活動は臨機応変で適応力 も抜群です。

13人 の共通点としては、 どの方 も、人間関係を非常に大切にしていますね。そ して決断力 と

行動力に優れていると思います。その上、人 との関係や物事を楽 しむ能力が高い と感 じました。

先ほどの藤 田さんのお話にもあ りま したが、彼女たちの多くが危機的状況を境に働 き出す訳です

が、その時に自分が一生懸命働 く事で、この危機を乗 り越え られるとい う自分に対する強い信頼

感があると思いました。周囲に対する信頼感もさることなが ら自分自身に対する信頼感が強い。

自分で何 とか出来るという、つまり、問題の状況を自分で変えることができるとい う、そんな気

持ちがどの方にも強かったよ うに思います。

【岩崎】 小川 さんがインタビューなさった方々はいかがで しょうか。

【小川】 藤田さんの話に共感 しながら聞かせていただきま した。私は現在大学の教員をしてお

りますが、その傍 らで総合病院の神経科で心理療法的なカウンセ リングをしてお ります。私が面

接する患者 さんは、一流大学卒 ・一流企業 とい うルー トに乗っていながらつまずいた方が多いの

です。それで、その方達 とお話をしている中で感 じていることが、藤 田さんのお話の中で出てき

た気がしました。

女性の場合は、結婚、育児のために継続型の就労は難 しいことが多かったので、逆に自由なキ

ャ リア形成をしてきていると思 うのです。男性は、「働 め上げる」のが当然 とい う価値観の中で

生 きています。そのような価値観が、現在、終身雇用制がひっくり返った中で揺 らいでしまって

いるのでしょう。教え子を見ていても、女性の方が明らかに強 く、自分のキャ リア形成をこつこ

つとしっか り地に足をつけてやっている気がします。ところが男性は、青年期に深 く考えずに就

職は当た り前として疑問を持たずにやって来て、あるところで立ち止まって動けな くなってしま

うケースが多く感 じられます。

私が受け持っているある患者 さんは、国立大学の大学院を修了し一流企業に勤務 している方で

すが、会社に行けないような状態の中で、「今後どうしたいのですか」と聞くと 「一旗揚げたい、
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有名 にな りたい」と言 うのです。「有名 になるのはあなたに取ってどのような意味があるの」と

聞 くと、 「人を驚かせたい」 と言って支離滅裂なのです。彼のキャリア経験を聞くと筋が通って

お らず・何をしたいのか全 く解 らないまま、そのまま来ています。最近はこのような20代 後半

か ら30代 半ばの男性で、軽い欝状態で適応障害の人がすごく増えているとい う印象を持ってい

ます。

生き生 き働いている人の共通の性格特性 とい う話が出ましたが、やはり、インタビューを通 じ

て・今回す ごく感 じたことは、生 き生き働いている人とい うのはr静 かな情熱」を持っていると

い うことです。それは、ギラギラした野心ではありません。自己効力感や自己肯定感を持ってい

て、今す ぐではないがいっか何かを変えてやろうという意識を持ち続けているとい うことなので

す。それか ら、好奇心の強 さと、自主性、自立性、そして楽観主義的発想 とい うものが共通 して

いると感 じま した。

インタビュー した方々は、どん底になっても決 して自分を否定 しません。また、いつの間にか

危機的状況を自然の成 り行きの様にチャンスに変えています。このことは、「自分を諦めていな

い」か らできるのだと思います。 だからこそ、 どんなどん底の状況でも、「なるようになるよ」

と楽観視できるのだ と感 じました。

それ と、人生の転機に人との出会いを活か している方達が多いのも特徴です。私が 「計画 され

た偶然」とい う言葉に引っかかっているとい うのはそのあた りなのです。不確定な社会状況では、

自分が思っているようにはな らないが、自分はこうありたいとい うものを持ち続け諦めずに自分

を信 じていると、チャンスが訪れたときにパ ットつかみ取ることができる。同じような状況にあ

っても、 「あ、 この人って本当に生き生きしているな」と思える人は、そのチャンスのつかみ方

がものす ごくうまいといえます。そのベースにあるのが、人 との出会いを うまく使えるとい うこ

とで・人 を利用す るのではなく大切にしている結果として、人生のキーパー ソンを見出す能力を

磨いてい くので しょう。そのような能力 を持っている人が生き生きしている方たちなのではない

で しようか。

【岩崎】 ありが とうございました。以前、別府 さんが、「能力が有れば人生のどこかでいつか

必ず開花する」 とい うことを話されたことがあ りました。私がインタビューをした50代 前半の

方達も・自分のや りたいことを密やかに諦めないでいるわけですが、小川 さんがおっしゃったよ

うに・偶然的な人との出会いから、その後の人生の新たな展開が生 じています。みなさん、エネ

ルギーがあり能力 もある。女性の場合は、特に人 との出会いによって潜在的な能力が引き出 され、

仕事につながる転機が多かったように思います。あるとき、学習の場に出て行き学ぶ うちに、学

習 自体の刺激 と人 との出会いをきっかけにエネルギーの向く方向性が決ま り、仕事につながって

行 きます。みなさん、仕事を持つことでふたたび世の中にやっと出られたと言 う素直な喜びを持

っていま した。

中野 さんは、国立女性教育会館にご勤務す る中で、元気な女性 の方々と日々接触 しているかと

思いますが、いかがで しょうか。
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5、 学習が人生展開の鍵

【中野】 私が仕事をしている国立女性教育会館 は女性のエンパ ワーメン トと男女共同参画社

会の形成 をめざすために研修、交流、調査研究、情報 とい う4つ の事業を展開している機関です。

女性の学習の場を提供するところなので、どのような学習をすれば、女性の人生が前向きな方向

に展開するのかをいつも考えて仕事をしています。 さきほど小川 さんのお話にもあ りましたが、

女性のキャ リアと男性のキャリアは特に日本の場合、大きく異なっていると思います。女性の場

合は、「男は仕事で、女は家庭」「男が主で女が従」といった役割の中で、本当にこの性別役割分

業で良いのだろうかとい う疑問を持った人たちが 「何 とかしたい」ために学習をしま した。その

学習の場が女性関連施設や公民館だった と思います。

学習者には、いくつかタイプがあると思います。ひ とつは学習で終わるタイプです。個人の満

足にはなるのでしょうがそれで終わ り、「講座ジプシー」な どと言 う人がいますが出口が見えま

せ ん。もうひ とつのタイプはそれ とは別で、「学習」がきっかけとなって次の活動につながるも

のです。学習を糧にキャリアアップしていくタイプといってもいいかもしれません。様々な活動、

NPO立 ち上げた り、地域活動を した り、仕事をした りと多様な形態があります。仕事中心で学

習とい う機会をあまり持ってこなかった男性に比べるともう少 し早い時期か ら、女性②方が先に

進んでいたと思います。

学習をきっかけにキャリアアップ していく女性は、50代 、60代 の方に非常に多いのですが、

とにかく元気です。元気ですごく前向き、バイタリティーにあふれています。彼女たちはこれま

でみなさんがご指摘にように、人 とのつなが り、ネ ッ トワークを作るのがそれはそれは上手なの

です。それ と、自分の生活に根 ざしたところを重要視 している。理屈や理論だけではなくて、自

分でやったことの中から、これをもっとこ うしたい、ああ したい、とい うところから活動が出て

きています。今回のインタビュー調査や、これまで国立女性教育会館に来る女性たちを通 して、

活動するときに 「学習」がいかに重要か とい うことを改めて認識 しま した。

「何かや りたい」と思 うけれ どや りたいことが見つからない といって一人で悩んでいると焦燥

感が募 ります。でもきっかけをつかんでその時に、的確な学習の機会や リソースがあると、思い

が形になっていきます。そして同 じような問題意識を持っている人 と知 り合 うことによってネッ

トワークができ広がっていきます。

先ほど、別府さんが、高齢者で生き生きと仕事をしてきた方は、自由に育った方が結構多かっ

た とおっしゃいましたが、私が会った40代 の人は必ず しもそ うではありませんで した。こんな

人がいました。親からは「お前は勉強 したいかもしれないけれ ど、女なのだか ら短大まででいい」、

「高校だけで良いんじゃないか」、「男だったら、大学に行 くのがいいけれど、あなたは大きくな

ったら、どうせ結婚するんだか ら、銀行か、役場 といった堅い ところに勤めて、そこでいい人見

つけて結婚するのが女の幸せってものだ」と言われて育ったのです。そ して親の言 うとお り高校

卒業後、役所に勤めて職場で相手を見つけて結婚、結婚 と同時に退職、親の描いた 「女の幸せ」

どお りの道を歩んだのでした。けれ ども、彼女は「本当にそれでいいのかな」とずっと思ってい
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たのです。結婚 してか らいっそ うその思いが強 くなった といいます。「本当に私の人生これでい

いのか しら」、「子育てだけでいいのか しら」、「嫁だからたといわれて何でもす るけれ ど、これが

私の人生かしら、本当にこのままでいいのか しら」と。そんな時たまたま公民館の 「託児付き」

とい う講座を 目にします。彼女に聞くと 「どこでも良かった」と言いま した。特別にこれがや り

たいから行 くとい うのではなく、とにかく子どもを連れて行ってもよくて何か別のことが出来る

ところであれば、何かやってみたい、そこで、もしかしたら、自分が変わることができるかもし

れ ない、そんな思いだったのです。これ らは公民館の講座ですからとりたてて特別の資格や学歴

が取れ るものではありませんで した。 しかし彼女はその講座に参加することによって、「もしか

した ら、私は何か出来るん じゃないか」、「私にも出来る事があ りそ う」とい うことに気づいてい

ったのです。彼女はその後、自分が出来ることを考え、まず仲間を作って子育てサークルを立ち

上げま した。母親が何か しようとするときに子どもを預かることができないか、そ してそれ を無

償ではなく、少 しで もいいから収入に結び付けようと保育サー ビス会社を立ち上げました。その

ために必要性 を考えて保育士の資格を通信教育でとったそ うです。公民館や女性センター等の提

供する学習機会がきっかけとなって活動が どんどん広がって行った事例だと思いました。

子育て中に 「性別役割分業」に悩む母親 はけっこういるのではないかで しょうか。

薮別府灘 こうい う風に伺 うと、やは り50代 、60代 までの女性の働 く動機は、自分の能力を活

か したい、自分 らしく生 きたいとい うことが基本 にあると思います。それ以上の年代の方 とはか

な り違います。私がインタビュー した高齢の女性の大半は、働 きたくて働き始めたわけではない

のです。時代の特徴的な現象でしょうか、父親が亡くなった時、母親が代わ りに働 くかとい うと

そ うではなくて、長女、長男が父親に変わって働 くわけです。彼女達は、自分を活かすため、自

分の生き甲斐や能力開発 といったことは、およそ考えずに働き始めています。とにかく、自分が

働いて、なん とか家族を食べさせて行かなければならないということで就職 しているわけです。

そのため、仕事を吟味 してか ら選ぶ とい うより、まず出来ることをす るところから始まっていま

す。不思議なのは、そ うい う始め方ですが、働いていくうちに食べるためだけではなく、次第に

働 くことが生き甲斐 になってい くわけです。ある方は保育園で事務をしている うちに保育士の資

格が欲 しくな りま した。そ して、通信教育で資格 をとります。ある方は、問題を抱えた人を援助

す るために相談員にな りたい とカ ウンセ リングの勉強をします。つま り、仕事をしていると、次々

に したい ことが出て くるわけですね。面接 し方たちは、その時々に、自分の夢をかなえるために

必要な ときに必要な学習をしてきています。

また、年齢に応 じて働 き方も変わっていくのですが、その節 目、節目で新 しいことを学習 した

り、資格をとった り、組織をたちあげた りしているのが判 ります。ある方が言ってお りま した、

「若い時は自分 のために働 くのです。つま り、自分 とい うのは、自分の家族 と自分が食べるため

に働 く」 と。でも、高齢になった現在は、「自分のためでなく、退職後は社会のため、未来のた

めに働きたい」と言 うわけです。働 く意味が 自分や家族のためか ら広 く社会のために変わって行

く、それは先ほどの藤 田さんの男性のイ ンタビュー者でも、最初は利己的な目的で働 くけれ ども、

その次に利他的な目的で働 くと言 う風に変わっていきますね。よく、世の中の人は定年になった
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薯

、

ら、後は自分のために生きると言 う人がいますが、「自分は違 う、高齢になった今だからこそ人

のために働けるんだ」と言 う方が何人かいらっ しゃいました。

【岩崎】 それは個人的な特性でしょうか。それとも、ある一定の年齢が来るとそのような考

え方になるものなのでしょうか。

【別府】 エ リクソンの発達課題 を見ても、高齢になると次の世代に対 して、社会全体に対し

て貢献したいとい う欲求が出てくるのだと思います。いわゆる、自分のためよりも、未来のため

に社会のために、自分が何か貢献 したい とい う気持 ちがおきてくるよ うに思います。そのことで、

自分の限 りある命が継続 され るとい う感 じがするのではないでしょうか。

【中野】 私がインタビュー した方々も、仕事をしている人の学習経験がとても豊富だと感 じ

ま した。仕事をしていると学習とい うものが縁遠いようなイメージを持ちがちですが違いますね。

よりよい仕事をしてい く上で必要なことは どん どん学んでいます。例えば、保育士の資格であっ

た り、司書であった り必要なものを得ていくエネルギーをもっていま した。

【別府】 学歴 も資格も必要だ と思いますが、私がインタビュー した方は、必要が有 ると、そ

の段階で必要な物をちゃんと学んで手に入れていると思います。ある方が言っていました。「自

分はその与えられたものを一生懸命やることで、また、何かが見つかって、つぎの段階に進む」

と。来た物を、自分か ら選択 したのでは無いとい うのが、藤 田さんのなさった男性のインタビュ

ー者の好きなことを選ぶ とい うのと少 し違っているか と思います。好 きなものが見つかるまで待

ってはいないのです。選ぶために行動にうつせないのではな く、そばにあるもの、取 りあえずや

ったものに、とにかく全力を注ぐという、感 じを受けます。

㎎
縫

6.利 他的姿勢への変遷

【中の】 残間里江子 さんが 『これでいいのか蕎麦打ち男』とい う本を出しま した。それは何か

とい うと、定年退職 した人が何をやるか とい うと蕎麦打ちに走るというのです。その蕎麦打ちと

い うのは、個人の趣味で他に広がらない、利他にはならない。とにか く、ずっと仕事をしてきた

ので、これからは自分の世界で申分の楽 しいことをやって行こうとする、それでいいのか疑問で

す。中高年の女性はどうかと言 うと、友人 とどこか旅行に行って、湯葉懐石か何か食べて、縮緬

で出来た小物を買って、といったお しゃれな消費に走る、利己的なことはやるけれ どなかなか社

会に向いていかない。ホテルのランチも中高年女性で大賑わいです。これまでのキャリアをどの

よ うに積み重ねていこうかとい う方向性を考えないと、ただ年を取っていれば自然に利他的にな

るかというとそんなに簡単ことではない と思います。

【別府】 高齢になるまで、ずっと仕事をしてきた女性に会ってみると、多 くの方がある時期か

ら、自分のためだけに働 くことに疑問を感 じたといわれました。そ して、日本に来ている留学生

の世話を始めた り、地域の環境を守る運動に力を注いだ り、高齢者のためにボランティア活動に

尽力 されているのが分 ります。おそ らく、それまで仕事を通 じて社会 とダイナ ミックな関係 を持

つ快感情の体験や、活動が自分の尊厳を支えるとい う感覚を持ってお られると思います。ですか

ら、最前線を退いてからも、アイデンテ ィティーのために社会貢献を目標 とした仕事の仕方、新
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しい働 き方のスタイルを築いているのではないかと感 じます。突然なったわけではないですね。

【藤 田】 特に、終身雇用制の中で働いている男性には、社会的な視点や利他の姿勢そのものを

仕事に取 り入れていく機会、可能性、余裕は、一部の職種を除いてはそれほど多くはないように

思います。ですか ら定年まで勤め上げて、さっきの蕎麦打ちではありませんが、好きなことをや

る、それはそれで一つの生き方だ と思います。ただ、今回の方々のお話しを聞いて、最初は独立

したい、儲 けたいといった利己的な目的がきっとないことはなかったのだと思いますが、理想、

目標 に向かってキャリアを積み上げてゆく中で、社会貢献とい う視点というものが自然に入って

くる。あるいはもしかしたら、そ うしなければいけないといった使命感が生 じてくるのではない

かと思いま した。意義ある仕事や活動を通 じて、社会における自分の重要性の実感、つまり自己

効力感が高ま り、その結果、利他的な発想 とい うのが兼ね備わってくるような感 じを受けました。

【小川】 女性 は、基本的に家庭で、家族のために料理を作ってきているので、女性は利他的な

行為を毎 日家庭で しているわけです。男性が定年後蕎麦打ちをす る場合も同様で、利己的かとい

うとそ うではなく、打った蕎麦が美味 しいと言ってもらう喜びを知るからこそ、多分、蕎麦打ち

は続 くと思 うのです。一人で蕎麦を打って、一人で食べてとい うことでは、その人は一体何年蕎

麦を打ち続け られるで しょうか。

初 めに自分が蕎麦 を打って、自分 自身が満たされる中で、自己肯定感、自己効力感が出て来て、

今度はそれを誰かのために役立たせて行きたい、と言 う風に変わっていくのだと思います。マズ

ローの欲求段階説ではあ りませんが、お金のためとい うのは、生理的欲求の部分で生存欲求に近

いわけです。ですが、私たちとい うのは、段々承認欲求が芽生え、長 じて 自己実現 とい う最高の

部分に至っていきます。そのためには、最初からそこに至るわけではなく、やはりプロセスがあ

るのではないで しょうか。残念ながら、終身雇用制の中でエリー トとして生きて来た男性は、振

り返る余裕も無いまま生きてきています。それに対 して、私たちがインタビューをしてきた女性

の方たち とい うのは、どちらかとい うと、社会とのつなが り、ネ ットワークというのを持ちなが

ら、その中で、自己の振 り返 りができて今にいたっています。ですから、私は女性がこれか らの

男性のモデルになると思 うのです。残念なが ら、男性は、社内での利己的関係 はあったかもしれ

ませんが、利他的人間関係作るところにまで、うまくいっていないと思います。男性のキャリア

発達については、そのあた りが今回一番大きなポイン トになってくると言 う気が します。

【岩崎】 男性 の転職者の成功要因として利他的な性格や態度 とい うものが挙がるのであれば、

誠実で円滑な人間関係や ある種の社会的ネ ッ トワークを持っていることで、転職後の生活が維持

されるのではないで しょうか。っま り、終身雇用制のもとでの組織によりかかるのではなく、個

人に帰属す る人的なネ ッ トワークが安全弁 として機能するとい うわけです。女性の場合は、そも

そも社会的なネ ットワークが先に無いと生きていけないと言 うところがあります。さらに、女性

は、家の中でも子 ども、配偶者の世話、介護など常に利他的な特性を求められますから、外に出

るときも、先に利他的な発想があるかと思います。そのため、男性よりも社会的ネ ットワークづ

くりに長けてお り、またそれをよりうまく作れる人が生き生きと活動 しているのかなと言 う印象

を受 けま した。
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次に話題を変えて、キャリア発達のプロセスとして何が重要かと言 うことについて、お話いた

だければと思います。

7.男 性 と女性のキャリア発達の差異

【藤 田】 今までの議論の延長にな りますが、終身雇用制を前提 としたこれまでの典型的な男性

のキャリア発達 とは違って、この方々に代表されるような転職肯定層は、そのよ うな女性 のキャ

リア発達の特徴もかな り備 えているのではないか と思います。しか し、一般には、たとえ終身雇

用制が崩れつつあったとしても、定職 を勤め上げるとい う社会的期待、社会的束縛が前提として

あって、その上で 自分のキャリアを考えてい く傾向がまだまだ男性には強いのではないでしょう

か。例えば、男性も女性も能力が50だ とする。極端ですが女性への社会的期待が仮にOだ とす

る。そ うす ると、0の 期待の中に50の 能力を持って、その50を いかに活かそ うか と考えるの

と、100の 期待があって、50の 能力 しかなくて、その中に適応 して行こうとするの とではかな

り違 うのではないでしょうか。今の男性の若年層の厳 しさ、難 しさは、それに見合っただけの安

定 した制度や生活の保証がない中で、男性だか らという理由で100を 期待され、結果的に自分

に備 わっている50の 能力も活かせなくなってしまっている。そのことが、ニー トやフリーター、

あるいは引きこもりな どの闇題 にもつながっているのではないでしょうか.

【岩崎】 そ うですね。しか し、女性でも、終身雇用制に乗っている人は多くいるわけです。今

回はそのようなタイプの女性 を積極的にインタビューはしてお りませんが、教師、保育士、公務

員 といった職種に就く女性は、男性 と同様に継続的に職業を維持する傾向があります。その場合、

終身雇用制を前提 とし、自己実現 とい うよりは、労働条件 と継続可能性で労働市場 を限定 して選

択 しているかと思 うのです。

【別府】 女性でも会社の重要な役職についたかた何人かは、最初か ら男の人 と同 じ様なキャリ

アの積み方ですね。国立大学を出て学生時代の人脈を生かし男の人 と同じに競争 し、会社の トッ

プに立ってい重す。その方々の人生は、ほかの女性に見られるように、あっちにつまずき、こっ

ちにつまず くといつた樹形図のように発達 した女性のキャ リアとは全 く違い、本 当に、男性に似

たキャリア発達を遂げてお られます。それには何が必要か とい うと、本人の能力、意欲 はもちろ

んのこと、母親や姑が子育てを全面的に協力してくれた り、親の介護を手伝 って くれ る24時 間

のヘルパーがいて くれた りと、強力な家事援助者の存在があるわけです。さらに、キャ リアが ど

ん どん伸びて行 く時に、夫がア ドバイザーやサポーター役を引き受けてくれるとい う恵まれた環

境があります。それに加え、上司に目をかけてもらえるなど、男性が業績を積み出世 してい くプ

ロセスと同じようにみえました。ある大きな会社の部長になった女性は学生時代から 「自立して

生きるために働 く」と決め男性のキャリア発達によく似たプロセスをたどります。ですか ら、発

達の仕方は女性 とか男性 といった性 のちがいより、後天的なものだと思います。しかし、なには

ともあれ、50年 以上前に男性と同じキャ リア発達を遂げた裏には、男性の何十倍 もの苦労が隠

れていることは想像がっきますね。今で さえ女性が働 くのはたいへんですか ら。

いろいろな働 き方を比べて見ると、有名で偉くな られた方がたは、華やかではありますが、深
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く狭 く専門的な人生です。その対照は家族の発達や状況に合わせて、広 く浅 くキャリアを発展 さ

せてきた方々です。一般的に女性は後者が多い と思います。人生いろいろですが、仕事優先で社

会に貢献 された方は、もう少 し家族を大切にしておけばよかった との心残 りがあったり、逆に、

家族優先に仕事をしてきた方は、結婚 しなかったら、子育てや親の介護がなかった ら何倍も仕事

が出来たろうに との心残 りがあった りす るようです。家族の世話が十分できなかった方も、自分

の可能性 を十分追求できなかった方も、ともにいくばくかの心残 りがあるよ うですが、全員が自

分の人生を肯定的に とらえてお られます。世の中には、高齢になって子 どもから 「お母 さんはい

つ も家にいなかった」、とか、「遊んでくれなかった」などと言われ、働き続けてきた女性が子育

てに不全感 を持っこともよくあ ります。しか し、その子 どもが母親 と同じよ うに一生懸命働いて

いるのを見れば、子どものないものねだ りとい う気がします。要は大人が働 くことの喜びや大切

さを子 どもに感 じさせ られるかどうかに尽きると思います。

8.キ ャ リア教育は子 どもに達成感をもたせるものに

【岩崎】 女性で生 き生きしている方 と藤 田さんがインタビューなさった転職者の共通項を考え

ます とv等 身大の自分に対する実力の 自己認知がひとつの大きな要因としてあるかと思います。

自分のカで人生を開拓 したと言 う手応 えがあるかないかが、キャリアを形成する過程で、非常に

大きな充足感を持つ要因となっているのではないでしょうか。噛

【藤 田】 キャ リア教育への示唆、提言にも繋がることでは、小中高の学校教育は、直接職業選

択にはつなが らないとい う意見がほとんどで した。唯一、Cさ んだけは中学での英語の試験がた

またま良かったので、海外の接点はそこか ら始まったと思 うとは言ってお りま したが、それ とて、

学校教育の内容が直接職業に結びついた とい うことはないと話していました。ですから、特 に、

義務教育の間に、職業や自分の適性について明確に意識 させる必要は必ず しもないのだろうと感

じました。これ は、現在のキャ リア教育の方向性に対するアンチテーゼかもしれません。

【別府】 カウンセ リングをしています と、不登校で学校が嫌いな子 どもに対 して、親は学校行

かな くても、とにかく自分がや りたいことが見つかればいいと言われます。多分、好きなことを

見つけて一生懸命やれば、学歴がな くて も何 とかなるのではないかと思 うんでしょうね。そ う言

いつつ、子 どもが歌手になりたい とか、声優にな りたい と言 うのでは親は気に入らないのです。

「私はこ うい う仕事に就きたい。それで一生がんばる」といった志を期待 して、好きなことが見

つかれば学校に行かな くても良いと言っているわけです。声優 も歌手もダンサーも、親のい う好

きなことの範疇に全然入っていません。親は、す ぐに職業 とむすびつ くような好きなことを見つ

けて欲 しいと期待 しているにすぎないのです。早 くから、仕事の見通 しがっけば、学歴がなくて

も親の立場 としては安心できるとい うことかと思いますね。

今朝 も、あるお父 さんから電話があ りま して、子 どもが学校を辞めなければならないが、とに

か く高卒の資格は取って欲 しい。そ うすれば、職業選択の幅が広がるし、高校を出ておけば大学

にいける可能性もあると言 うわけです。子 ども自身は退学することにはなってしまったが、将来

の目標が見つかって うれ しい気持ちもあるわけなんです。そこで、親が 「何になりたいの」と聞
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いたらその男子学生は 「美容師にな りたい」と答えたわけです。しか し、親の言 う自分の好きな

ことの中に美容師は入っていなかったので しょうね。親は、いつ医者にな りたくなるかもしれな

いから、その時のために教育は受けておいて欲 しい とい うわけです。大人はあま りにも具体的す

ぎると思います。70、80歳 の人の話 しを聞くと、何にな りたいかを早 く決めると言 うことはナ

ンセンスと感 じます。その時 どきに、な りたいものがあ りさえすれば良いわけで、必ずそれにな

るということではないのです。それよりむ しろ、年齢相応 なものに興味を持てるとか好奇心を持

てる教育が重要なわけで、どうい う仕事につきたいのか早く決めるのが良い教育だ とは思わない

ですね。それでは、不登校の子 どもの親が早く安心 したいのと同じになってしま う。そ う言 う意

味では、キャリア教育とはどうい うことなのと聞かれれ ば、私は夫々の発達段階で、何かに興味

を持って、それをやったら出来たとい う達成感を持たせ ることだと考えます。そ うすれば、いざ

必要 となった ときに、自分で仕事は見つけられると思 うのです。この思いは今回、活躍 されてい

る高齢者の方にお会い してか らいっそう強くな りました。小学校から医者になる、学者になると

目標立てさせるのがキャリア教育ではないでしょう。親も何か早 く好きなことを見つけうと言い

ますが、それは、親が思っていることであって、子どもが思っている好きなことは違 うのです。

【藤 副 また、5人 の方々にとって、学校教育だけでなく、親の直接的な影響 も必ず しも強い

とは限らない。Dさ ん、Fさ んは年長とい うこともあってか、親の生き方や親の姿勢の影響は強

かったといいますが、具体的な職業選択に当たって、親の意向とか、親の希望 とか、親の指示な

りア ドバイスがあったわけではあ りません。残 りの3人 は、親の影響についてたずねると、「親

の言 うことに従ってどうして職業選ぶのか」 とい うような意外な表情をされていました。また、

多 くの職業選択肢の中からいろいろと考えた挙げ句、一つの:職業を選択 しているとい うわけでも

ない。どちらかとい うと、偶然の意味ある出会いに左右 されていることが多く、学校教育場面で、

で きるだけ仕事に関する多くの情報 をすべての子 どもに公平に与えようとい う姿勢 も、それほど

重要とはいえないのではないかと思いま した。.、

しかし、皆さん人間関係は大切にしていて、意味のある出会いが職業選択、転:職選択につなが

っていることは確かです。 とても印象深かったのは、今回インタビュー した方々が皆、明るく、

社交的で、アウトゴーイングといったわけではなく、もちろん、人との会話を楽 しむ し、人に対

して敬意を払って、フェアに対応 され る方たちばか りですが、よくよく聞いてみると、必ず しも

人付き合いは得意ではないとおっ しゃる方 も複数いらっしゃいました。中には、まった くそ うは

見 えないにもかかわらず、自分は高校 ぐらいまでは人付き合いが苦手で、人からあま り話 さない

やっだと思われていたと語った人もいました。生来的な明るさ、生来的な社交性 とい うのとは別

に、人間関係 を大切にし、人に敬意を持ってフェアに付き合 うことで道が開けるとい う事実は、

かな りの希望を与えてくれま した。

【岩崎】 このキャリア発達プロジェク トの別立てで実施 した大学生質問紙調査では、7月 まで

に就職が決まった人の多くが、明るく社交的と自己評価 していることが明らかになっています。

企業はそ う言 う人を求めて採用するので、明るく社交的な人ほど早 く就職が決まると言 う解釈を

ある研究委員の方がなさっています。藤田さんが会われた方々は、その結果 とは異な りますね。
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【藤田】イ ンタビュー した方々は、外か ら見れば、もしかした ら社交的とか、人付き合いはう

まい とい う評価をされ る方々とは思いますが、基本的に誠実で、人 との間で何か駆け引きして、

搾取 しようとい う姿勢はまったくあ りません。人間関係か ら得 られ るものは得ようとは思ってい

るのでしょうが、基本的にフェアだ と思います。一般的に言 うと、男性はなかなか積極的にイン

タビューに応 じていただけない傾向も強いにもかかわらず、そ ういう方々だからこそ、これだけ

協力 して くださったのだと思 うのです。いずれにせ よ、明るく社交的であるというよりむ しろ、

誠実、フェアであるということの方が、質の意味で人間関係を豊かに持てることにつながるのだ

とい う良い結論ではないでしょうか。

それか ら、自分の好きなこと、得意なこと、あるいは、自分 にとって大事なこととい うのは、

直説 ・間接的に何 らかの形で、最終的に職業選択につながって行 くとい う感 じがあ ります。とい

っても、結果 としてこう言えることであって、最初に自分のや りたいことや自分の特性を見つめ

て、それにあった仕事を選んだとい うプロセスではなく、結果的に見ればこうなっていたとい う

ことですか ら、このことが、好きな仕事を早 く見つけるべきとい うキャリア教育の基本方針には

あま りつながらないとは思いますが。それよりも、自分ならではのかけがえのない仕事をしたい

とい う気持ちが強い。先ほどの終身雇用の方との違いというところでお話したのはこのことです。

ルーティンワークの中で自分の能力を埋もれ させ る、伸ばせる可能性の有るものを伸ばさないで

置 くのは非常にもったいない、あるいは耐え難いといったそんな感 じです。その意味で、自分の

持てる能力を活か したい、伸ばしたいとい う意識 は相当に強い。だか らこそ、表面的な肩書きな

どに対 しては淡 白で、他者に対する馴れ合いの意識も低い。また、先ほど岩崎さんがおっしゃっ

たことと関連す ることですが、等身大の自己、現実的な自己理解が とにかく出発点なので、皆 さ

ん とても優れた仕事をしているにも拘わらず、自分はそんなに能力的には優れているわけではな

いか ら、こつ こつ努力 しなければいけない とい うのです。自分が とてもスマー トだとか、頭が切

れるなどと決 して思ってお らず、継続 して努力 しなければならないと思っているわけです。才能

に優れている、資質的に高い という自信 によって、転職な りキャ リアアップを成功 させていると

い うよりも、自分にできること、できないことをしっか りと自分の中で理解 し、そこから積み上

げてできることを していくとい う姿勢が根本です。そ して、自分 とは異質なものにかなり開かれ

ているとい う感じが しました。これは人間関係、外国、異文化など、新 しい体験に好奇心があっ

て、それ らとの交流、同化や調節にとても積極的だということです。

職業選択、転職、あるいは後の進学、復学も含めて、それまでの段階で、勤勉性、自己肯定感、

自己効力感、他者信頼感 などが確立 されていることが、転職によるキャ リアアップや職業を通 じ

ての自己実現にやはり必要なのだと思います。ただ し、これを公教育で行 う場合、具体的にどう

したらよいのか とい う点が難 しいところだ と思います。

今回のインタビュー調査の一番の収穫は、豊かな人間関係に開かれるとい うことは、必ず しも

明るいとか、アウ トゴ}イ ングとか、もともとの才能などによるものでもないとい うことを知 り

えたことです。つま り、これは、教育、援助、コーチングなどへの期待が高まるということでも

あ ります。充実 したキャリア発達や 自己実現は、必ず しも学歴が特段に高いとか、健康に恵まれ
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ていて元気で明るい生活が送れ るとか、もともと社交的で楽観的であるなどとい うことに必ず し

も比例するものでもはない。このような人間の可能性への希望、人 としての素晴 らしさというも

のを実感できたのは、量的調査ではなく、ナラティブの手法を取った質的調査だからこそなのだ

と思っています。5人 の方は、異 口同音に、このインタビューの結果を是非、何かに生か してぐ

だ さい とおっしゃっていました。これ も、彼 らの利他の姿勢、社会貢献への意識の高さを端的に

示 していると思います。ですか ら、少 しでも何か希望につながるようなことが言えた らと思って

います。

9.ま ともに働 く大事 さ

【岩崎】 誠実に努力することが大事だと言 う、非常に基本的な人間性みたいなところを確認 し

たとい うところが良いですね。

【別剛 そ うい う話はとても救われますね。面接 した高齢の方がたは若いころ、家族を支える

ために、一生懸命に父親の役割を代行 し夫の補助をしてきた訳です。皆が生きるために誠実に働

いてきたと思います。ところが、現在は、カウンセ リングしている子 どもの中にもお金が欲 しか

った ら、援助交際をするとい う子もいます。また、お金が欲 しいと直 ぐキャバクラに行 く大学生

もいます。お父 さんは何をするかとい うと、サラ金に行ってしま うわけです。お母さんもホス ト

クラブに行くために売春をして しまう。こうい うケースも結構あるのに、私がイ ンタビュー して

きた人たちは、なぜ、そう言 う短絡的な手段に走 らないで、ま ともに一生懸命働いて生活を支え

てきたのか、何が違 うのか とつ くづ く思 うのです。働 くと言 うことに対 しての真摯な姿勢がある

と言 うことで しょうか。

【藤 田】 今、別府 さんおっしゃったようなことを私 もやはりずっと考えていて、これまでかな

り悲観的な感 じを持っていたのです。結局、良い家に生まれて、教育力のある親 のところで育っ

て、高い学歴を持って、多 くの可能性に開かれた人こそが、良いキャリアを追求できるといった

思いがあ りま した。今でもそ うい う気持ちが少 しあることはあるのですが、今回の5人 が必ず

しも恵まれた経歴ばか りの人たちでもないのです。例えば、Aさ んは、測量士の資格試験を受け

ても、大卒で現場経験のない人が容易に合格 し、自分は実務能力は高いのに高卒 とい う理由で、

受からない。そ ういういった不平等が世の中にはあるのです。しか し、誠実に、実直に努力 して

いくことで、それは他人か ら表立って賞賛 されたり、羨ましいと思われた りすることでは決 して

ないのかもしれないのですが、ごっこつ と自分の可能性を拡げていって、自分な りの現実的な夢

や希望、目標を持ち、 日々の仕事に取 り組んでい く。それ こそが確かなもの、 自己実現であ り、

それが一っのキャリア発達の指針になるのではないで しょうか。

【別府】 しか し、今、子 どもたちが見ているモデルは何かと言 うと、テレビに出てくるような

ものだけなのです。私は、今回のインタビューで、高齢の方々がどのように仕事をしてきたか教

えていただいたわけですが、これは私の今後にとって非常に勉強にな りました。このようなあり

がたい機会は少ないとい うことで しょうね。今の子 どもたちもがんばって働いている人を知る機

会 とい うのが無いのです。逆に、おか しな情報はたくさん流れています。下着が売れ る、援助交
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際でお金が入 る、もっと欲 しければキャバクラに行けば良いとい うような、特殊な例をあたかも

皆が している普通の ことのように伝える社会にも問題があると思います。今、藤田さんが実際面

接を して感 じられたようなことを子 どもたちに、どうやって伝えれば良いのかを考えます。20

年 も前にな りますが、7～8年 間、閉 じこもりを繰 り返 していた大学生の目標は、テ レビに出る

ような人にな りたい とか、テ レビで活躍するような人になりたい とい うものでした。目立っ仕事

イ コール格好いいとい う風潮はその頃か らあった とい うことですね。真面 目に、こつこつや って

い くことが格・好悪いと思っている子 もけっこう多いですよ。

【藤田】でも、それ こそが教育ではないで しょうか。世の中、それぞれの立場から、地道に着

実にキャリアを積み上げてゆく方がいて、それに感 じ入 りなが ら見た り聞いた りする私たちがい

る。それを子 どもたちの世代にいかに伝 えるか。確かに、子 どもたちの自己理解を深め、多 くの

仕事の選択肢を与えて云々 という教育も一方ではやらなくてはいけないかもしれませんが、やは

りこうい う人たちがいて、こんなふ うに等身大ではあるけれども、尊敬に値する人生が送れるの

だ とい うことを伝 えていくことは、教師や教育者の義務だと思 うのです。

【別府】同時に、学習は大学を出たら終わ りではなく、高校出ても終わ りではない。人とい う

のは働 くことで、仕事を通してものすごく学び成長するし、そこか らまた別の可能性 とい うのも

出てくるのです。「学歴 とい うのは運転免許 と同じで、あれば便利なだけで、例え学歴が低 くて

も、仕事を してい く中で、自分 とい うのはいくらでも力を付けられ るんだよ」とカウンセ リング

の中で良く言 うのです。でも今の子 ども達が考えているのは 「学校を出なきゃ駄目なんだ」、「成

績が悪ければ駄目 なんだ」、「もう自分はろくな選択は出来ないんだ」と簡単にあきらめて しまい

ます。現実 として、最初の選択は高卒だったら低いかもしれないけれ ど、そこで仕事に就いて、

力を出 している間に伸びられる。伸び るチャンスとい うのは、学校よりも、む しろ卒業 して仕事

をしている中にあるんだとい うことを、今回、インタビューをさせていただいた者 として、子ど

もたちに伝 えていきたいなと思います。

【小川】 子 どもにどう伝えるか と言 うことですが、子 どもに私たちがダイレク トに伝えていく

ことはす ごく無理があ ります。例えば素晴 らしい方がいらした場合、話を聞くことで心に響 く子

どもはいてもわずかで しょうし、全国的にそれを展開していくとい うのは非常に難 しいで しょう。

それ以前の問題 として、教員の意識を変えていくとい うのが先では無いかと思 うのです。

学校教育現場では、どうい う仕事があって、小 さい ときにその仕事がどうやった らなれるのか

とい うことを沢山教えることが大事と誤解 しているような気が してな りません。もちろんいろい

ろな仕事があることを紹介 しなければな らないわけですから、マスコ ミに出ているものだけが仕

事ではないことを教える授業は大事だ と思います。しか し、勝ち組、負け組 と言 う言葉がマスコ

ミを賑わ して以来、正に真面目でこつこつ、職人の世界的な価値観が どこか消えていってしまっ

ています。大学を卒業する、大学院を卒業 してできる職業に子 ども達は目がいきますが、本当に

真面 目でこつこつやってきて、積み上げてきている人達というのは実は職人さん達で、そ ういう

ことを どこかで理解す る場面が必要です。そのことをを話すためには先生達が本音でどういう風

に受け止めているのかが問題になるかと思います。
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若い人は、短絡的で2年3年 で出来ないとrも う駄 目だ」と諦めます。ですが、修行ではない

ですが、そ う言 う時期があって、初めて得 られるとい う物も沢山あるわけで、得意な事とか、好

きな事は、実は働 く中で初めて見つかって行くものではないかと思います。

自分自身のキャリアを考えても、私は大学の教授になるとは少 しも思っていませんでした。紆

余曲折して、ある日、ふっと何かこう見えてくるものです。チャンスの神様は前髪 しかないと言

いますが、その時 「あ、これだ」とい う物 をうまく掴めるかどうかとい う能力は、いろいろな物

を見てチャレンジをしていく、偏った物の見方をしないで、何でもやってみようとか、何でも見

てみ ようとか、そ う言 う好奇心を育てる教育から導かれることでしょう。

【中野】 それこそがキャリア教育なので しょう。でもそれをすぐに現場の教員に求めるのはか

なり無理があると思います。教員は、様々な経験をしているのではない し、多様なキャリアにつ

いての豊富な知識があるわけでもありません。大学の教育学部を出て教育方法を学んでいますが

新 しい課題であるキャリア教育を学んできはいません。ニー トやフリーターの問題がクローズア

ップされてからキャ リア教育が重視 され るようになっていますがずいぶん悩んでいるのではな

いで しょうか。いまいろいろ本も出されてきていますが、こうい う職業のカー ドも有 りますよ、

こういうカー ドも有 ります よと言ってカー ドをただ広げるだけにな りがちです。それで、どれか

を選びなさいと言ったって、子 どもだって どれを選んで良いのか解 らないでしょう。

【別府】 大人自身でも自分にどんな能力があるのかなんて本当には分っていない。ま して、子

どもに自分の能力や何に向いているかなんてわか らない と思います よ。

【小川】 医師を例に取ると、理数が得意で、学年 トップクラスの子は、先ず 「医学部」と言 う

進路指導を受けるわけです。やは り医学部入学者 を何人出すかで学校の誉れにもな ります。何が

好きかではなくて、取 りあえずそ ういう風に言われて、医学部に進学 した人たちが医師になって

いるわけです。実際、医師の欝と、自殺率は非常に高いのです。過酷な仕事だと言 うこともあり

ますが、彼 らはたまたま勉強が出来てしまったがゆえに、そ ういう道に来てしまったとい う彼 ら

なりの悲哀があるのです。親も 「この子は勉強が出来るから」と言 う期待で、暗黙の内にそ うい

う道を子 どもにすすめて しまっているのです。

子 どものインターンシップの前に教員にこそインターシップをさせ るべきです。少なくとも、

教育学部で勉強している学生達に、私は、最初に 「家庭教師も良い、塾の先生す るのも良い、そ

れは先々先生になるための勉強には為るだろ うと、しかしなが ら、頭を下無ければいけない仕事

を必ず しろ」と言っているのです。そ うでない と、どうしても時給も良いし、それか ら将来にっ

ながるとい うことで、塾や家庭教師のアルバイ トばかりを選んで しま う。それはそれで勉強には

なりますが、大人の社会の厳 しさ、文句を言われてそれでも頭を下げ続けなければいけない様な

ところを経験 しない人たちが先生になって、その人達が子 どもに仕事の一体何を教えられ るのか

と思 うのです。中野さんの話ではあ りませんが、カー ド広げて、「こんな仕事も有 ります よ。 こ

んな仕事はどうですか。解 らなければ仕事場へ行って見ますか」、とい うことでは本当のキャリ

ア教育になり得ない気がす るのです。ですから、先ずは先生達がインターシップをやると言 うこ

とのほ うが先なのではないか と思います。それ と、教師以外の社会経験を持 った方達の積極的な

一145一 ・



教師への採用を推進 していってほしいですね。

10.子 どもたちの活力をどう担保するか

【岩崎】 このキャ リア発達プロジェク トは、ニー トやフリーター問題から子どもの職業観 ・就

業感の育成のためにどのような視点が必要かとい うところか ら始まってお りますので、若干話題

がずれ るのですが、今の子ども達のエネルギーや活力の無 さ、自立性の無 さと言 う事に関 して、

ご示唆を頂ければと思います。

【中野】 子 どもをめぐって悲惨な事件が起きています。そ して子 どもの安全対策がおおきな課

題になっています。もちろん何 らかの安全策を講 じていかなければならないのですが、それは子

どもの行動をすべてチェック し、親がどこにいて何をやっているかが、全部わかるように しよう

とすることには注意が必要だと思います。危険なものはすべて事前に取 り除かれ、子どもは大人

の手の内に入れ られて しまいます。その中で元気を出せ と言われても難 しいのではないかと思 う

のです。子 どもは大切にされ るべきもので、可愛いが られ、守 られなければならないとい う考え

方が とて も強くなって来ているように思います。元気がないから、どこかで大人になれ、頑張れ

と言っても、一体 どこでカを持って、どこで大人になれ るのか、そこがどんどん見えなくなって

来ているような気が します。

【別府】 秘密が持てなくては本当の意味での大人になれないですね。また、現在の子どもたち

が生まれつき元気がなかった り、好奇心がなかったりするわけではなくて、元気が出せないよう

な状況に置かれているのだと思います。

【小川】 いつか ら子 どもがこんなに元気が無 くなったのだろうと思います。昔もそ う言 う子は

いたので しょが、昔は少なくともガキ大将がいて、走 り回っていま した。単にマンションが増え

たと言 うことではなくて、親が 「あれ しちゃ駄 目、これ しちゃ駄 則 と手を出しすぎ、それがど

んどんひ どくなってきているよ うな気が します。やは り、「あれ しちゃ駄 目、これ しちゃ駄 目」

と全部先回 りして しま うと、子 どもは怪我もしないかわりに何も学ばない。やはり木に登って、

滑って落ちれば痛いわけで、痛い と知ればっぎどうした ら痛くないようになるのかなとなるわけ

です。人間は痛い思いをして学べるところが沢山あると思います。そ う言 うことが無さ過ぎて、

画面の上、文字の上だけで学ぼ うとしている、これは危ないです。これは痛いですと言われても、

子 どもにとっては人ごとなんです よね。

【岩崎】 インタビューをした生き生きしている人たちには、元気、前向き、好奇心が強い、エ

ネルギッシュといった性格や態度が見られたのに対 し、今の子 どもたちはその対局的な感 じです

よね。それでは、どうい う風に、教育の場面で子 どもたちに活力を持たすような働きかけができ

るので しょうか。今の子 ども達を取 り巻 く社会状況の中で、どのような働きかけが出来るので し

ようか。

　【藤 田】 何かきっとできるはずだと思 うのですが、今の段階で、そ う簡単に割 り切って言える

ことでもなさそ うな気がします。親の問題、社会の問題、時代背景などの影響 もかな りあるで し

ょう。やは り、豊かな社会が続いて、プロセスを重視せず、結果だけが出ればいいとい う感 じが
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強い世の中ですから、その場 しのぎの思いつきの方法では難 しいで しょう。

【別府】 子 どもに説明できない生活を大人 自身が しているとい うことかと思います。先ほど言

いましたように、お父さんは真っす ぐにサラ金に行って しま う、子供は援助交際に行って しまう

と、そ う言 うところで真面 目にこつこつ働いて、自分の可能性 を伸ばそ う、見つけようとい う説

明をどうやってすれば説得力があるのか難 しいことですよね。どう考えても昔より豊かになって

いる中で、万引きをする子 どもがいっぱいいるわけです。70歳 、80歳 代の人をインタビューし

ていると「あの、貧乏こそが教育的なのだ」といわれます。それな らば、貧乏が良いか とい うと、

貧乏はみんな嫌なはずです。でも、貧乏であったときの、ひたむきに働 く姿勢には心が引きつけ

られるものがあります。今、学生が就職 してもらう初任給よ りも学校に行きながら夜バイ トを し

ていたときの方が収入は多いですね。私の勤めている学校では国家資格を取って、ほとん どの学

生は就職す るのですが、中にはしない子もいるのです。何 をしているか とい うと、キャバクラ嬢

をしているのです。国家資格 を取って夜勤 もしながら働いているクラスメー トの方が彼女 より、

ずっと給料が安いのです。これ と同様に、一生懸命働 くよりも毎 日パソコンで株の取引をして稼

ぐ方が儲かるということが現実にはあるわけです。

K小川 子 どもに生きるカがないのでは無く、大人にその活力とい う物が失われて しまったた

めに、その重要性に大人達が初 めて気づき、子ども達に生きるカをつけなければいけない と言 う

ようになったのかもしれません。大人も子どももス トレスに対する耐性がついていないよ うな気

が します。今の若者には打たれ強さが無い と常々思ってお り、ス トレス状況下での判断力、創造

力、そ う言 うものを育てる教育が必要ではないか という気がします。何かを成 し遂げれば達成感

はあると思います。大変なことでも試行錯誤 しなが らやれば出来るのだと言 うことが、自己効力

感にも達成感 にもなるだろ うと思います。達成感の積み重ねが自己効力感を高めてい くのです。

何 もかも簡単に手に入るとハングリー精神 と言った言葉も死語になってしまって達成感 はどこ

かに行って しま うでしょう。適当にや っておけば何 とかなるよと言 う子が、やは り多 くなってい

ますが、どんな状況でも、投げない、諦めずにやって行 くとい う気持ちを小学生の時か ら育てて

いかないと、大人になってからでは厳 しいと思います。

【別府】 それと関連す るかどうか分 りませんが、学校の先生 も親 も出来ない子や不登校の子に、

異 口同音に 「あなたね、能力は有るのだから、やれば出来るのだからや りなさい6」 とい うので

す。でも、「やれば出来る」と世の中が言い過ぎだと思 うのです。やっても出来ないこともある

し、言ってる大人だってやれることやってないわけですから。私はごくごく普通にやったら出来

たと言 う体験を積み重ねて行けば、子 どもの元気がでてくるようになると思 うのです。ところが、

みんなで口を揃えてrあ なたはやれば出来る」 とい うのは、 自分では分 らないかもしれないが、

私たちにはあなたのことが分っているんだ とい う傲慢な気持ちが感 じられる。ただ励ま している

つも りかもしれないけれ ど、「やれば出来る」とい うのは、良い言葉ではないと最近思 うように

な りました。むしろ、大人は 「やったら出来た」とい う体験をさせてやる場をいっぱい提供 した

方が子 どもは うれしいと思います。

【小川】 小 さな成功体験を積み重ねてい くことが、大きなものに実を結んで来ると思 うのです。
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やれば出来るか ら頑張れ とす ごく遠いところにゴールが設定されることが多いのですよね。

【別府】 世の中には、やっても出来ない子どももけっこういます。

【中野】 今回女性のキャリアのインタビューをして感 じたのは、子 どものころにス トレスとい

うか悩み を抱えていた とい うことです。そ して、こうやったら良くなったとか、次の何かにっな

がった とい う体験を持っていました。ですからス トレスを取 り除くだけではなくそれを解決する

体験 を、小学校の時か ら出来るとよいかもしれませんね。

11.働 くことの意味 とは

【別府】 日々生活 していると必ず問題が起きるわけです。そ うい う問題が起きたときの解決の

仕方 とい うのが、それぞれの家の文化だと思 うのです。問題が起きた時に親がどう対処 している

か とい うのは、子供が生きていくうえでのモデルになるのではないかと思います。自分が出来て

いないのに子 どもだけにはこうして欲 しい というのは無理があるかもしれない。インタビュー し

た方たちは、本 当に大変な危機を脱するために働 き始めたわけですが、しだいに働 くことが楽 し

くなっている。だか ら、働 くこととい うのは基本的には楽 しいことだと思 う。もちろん、苦 しい

こともいっぱいあるのだけれ ども、仕事をする意味とか楽しさってい うのを子どもに伝えていく

とい うのは大事ではないかと思います。生きると言 うことと、仕事をするとい うことは本当に同

じことのように思います。

【小川】 子 どもは親や講師の背中を見て育つ と思います。いちばん身近な大人の労働モデルは、

親であ り、教師であるわけです。そ うす ると、その親や教師が働 くのがちっとも楽 しそ うじゃな

い顔を して勤労観を伝 えたところで、子どもは「何言ってやがるんだ」とそれで終わって しまう。

今の社会状況の中で本当に生き生きと働いている親や、教師はどの くらいいるのかとい うことを、

日本中が一緒になって考えて行かない限 りは、解決出来ないだろ うなと言 う思いがあります。

【別府】 そんな気が しますね。生きること、イコール働くことであって、働 くことが自立につ

なが り、自立 していると言 うことで自由を保証 されているとい うことになります。その辺を親が

子 どもに知 らせることが大事ですね。でも、全体的に大人は疲れ切っているのではないでしょう

か。 リス トラされた りして不安定な状況で仕方がないのかもしれませんが。

【小川】 が疲れていて、「何 もこんなに無理 して学校を出て正社員になったって、こんな大

変な思いをす るのだったら、何も正社員で働かなくても良いのではないか」と考える親も増えて

きているのです。なかなか就職 したがらない学生に、「親御さんはなん とおっしゃっているの」

と聞くと、「いや、別に無理 して就職 しなくてもと、言っています」 とい うのです。その辺か ら

しても、今は親の意識 もずいぶん違 って来ています。

【別府】 働かなかった ら生きていけないですよ。どの動物でも餌を取 らずに生きている動物な

んていないですか ら。まずは、遊ぶためにでも食べるためにでも働 く事は大事だと思います。そ

うやって、働いていくうちに、いろいろな物が見えてくる。とにかく働かなければ見えないもの

があると思います。

【中野】 学習 とい うと学校中心に考えがちですが、実は学校だけで全てが終わるわけではなく、
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キャリア積んでい く過程の中で学習の機会はとても重要だ と考えます。特に女性はいったんある

企業に入った ら定年までそこで働 くとい う選択をする人が少なく、家庭生活や職業生活のバラン

スをライフコースの中で再構成 しています。そのためにも仕事をしなが ら何かを勉強する、今仕

事をしていなくても、何か仕事につなげる、活動につながるような学習の機会を作って行 く、そ

れが人生の展開にとても求められていると思います。

【小川 今回、お話を伺 う中で、人 とのつなが りとい うのが大きなキーワー ドだと思いま した。

やは りそれを子どもにどうい う風に伝えていくかとい うことなのです。偶然の出会いの大切 さ、

瞬間瞬間生きているのだとい うことを教えていくことが、単にキャリア教育と言 うことだけでは

な くて、命の大切さなどの感性にも恐らくつながって行 くのだろうと考えます。一人一人の命を

大事にしていくことが人 とのつなが りにもつながっていくわけで、それが、人間関係の構築能力

と言 うことにも、おそらくつながって行 くと思います。 このインタビューを通 して、「こうやっ

て生き生きと生きている人たちがいるんですよ」と言 うモデルを提示できれば、インタビュー調

査 を行った意義があったのではないかと考えます。

【藤 田】 基本は、等身大の自分 とい うか、今ここでの自分を土台に して、その中でできる範囲

で、自分の成長 というのも視野に入れなが ら働 く、活動するということが大切であり、それ こそ

が自己実現や生きがいにつながるのだとい う希望や 自信 を持てるとい うことが、一番大事な視点

だと思います。いたず らに、人 と比較 して落ち込んだ り、優越感を持ったりしなくてよい とい う

ことであれば、人との交流も誠実、フェアになる。

【別府】 仕事に就 く、就職す ると言 うことは、自立して生きることの最初の一歩だと思 うので

す。とにかく仕事 というものに就いて見る、そ して、それから自分に合った仕事をみつける。最

初から解 るものじゃ無いと思います。仕事をしながら、自分の可能性や向いているものは見つけ

ることが出来るものです。実際の仕事や生活の中から、幸せ も適性 も見つけていくものだ と思 う

のです。頭で+分 に考えてか らしか動けない と言 うのは、今の豊かな時代だから許 されるのかも

しれません。基本は活動 しながら、働 きながら考える、働きなが ら成長すると思います。あま り

慎重に考えすぎた り、個性に合った仕事といったことにこだわ り過ぎた りすると、それが動けな

くなる原因になってしまうような気が しま した。

【岩崎】 大学生に行ったアンケー トの回答に、「好きなよ うに仕事を選べるといった 自由を与

えられることはしんどい」とい うのがあ りま した。やは り就職のみならず、思いどお りにいかな

い現実の状況の中で精一杯有効に生きると言 うことが大事だとい うことを今回の座談会を通 じ

て知見として得られたような気がいたします。今後のキャリア教育にこのような視点が盛 り込ま

れるよう、また、子 どもたちには、自分の人生を努力 してよりよいものにしていくのだ とい う気

概を持てるような教育がなされることを望んでやみません。本 日は本当にどうもあ りが とうござ

いました。

場所:国 立教育政策研究所 西館談話室

日時:平 成17年12.月18日 インタビュー調査座談会
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資 料



1質 問紙調査クロス集計表

Q3.あ なたは、つぎのどれに当たりますか
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Q3-1.あ なたの仕事は、つぎのどれに当たりますか

Q3-1SQ.あ なたの仕事 は、つぎのどれにあたりますか(専 門的・技術的職案内の下位 分類)
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Q3-3.あ なたの現在の仕事は、ご両親や親戚など身近な人と類似の仕事ですか

Q3-3SQ.そ れはどなたですか
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Q3-4.あ なたは、現在の仕事にどのようにして就きましたか【1)かなり早くから関心を持ち努力して就いた】

Q3-4.あ なたは、現在の仕事にどのようにして就きましたか【2)仕事を選択するとき
に、悩みながら自分の意志で努力して就いた】

154一 一



Q3-4.あ なたは、現在の仕事にどのようにして就きましたか【3)仕事があれば何でもよく、特定の仕事に深い関心はなかった】

Q3-4.あ なたは、現在の仕事にどのようにして就きましたか【4)就きたい仕事がわからなかったのでとりあえず就いた】
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Q3-4.あ なたは、現在の仕事にどのようにして就きましたか【5)就きたい仕事に就けなかったのであきらめて就いた】

Q4。 あなたの現在の仕事(パ ートタイム、アルバイト、専業主婦・主夫を含む。以下同
じ。)は、あなたが本当に就きたい理想の仕事でしたか
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Q5.あ なたは、現在の仕事をもし変えることができるとしたらどうしますか

Q5-1.な ぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に つ いて、あてはまるものをお選びください【1)賃金がよくない】
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Q5-1.な ぜ 変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【2)働く時間や休暇に不満がある】

Q5-1.な ぜ 変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【3)仕事の内容が単
調すぎてつまらない】
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Q5-1.な ぜ 変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【4)仕事の内容がきつい】

Q5-1.な ぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて・あてはまるものをお選びください【5)仕事の 内容が自分に合わない】
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Q5-1.な ぜ 変えたいと思うのですか.次 の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【6)人間関係がうまくいかない】

Q5-1.な ぜ 変えたいと思うのですか・次の1)～14)に つ いて、あてはまるものをお選 びください【7)男女差別が ある】
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Q5-1.な ぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あては:まるものをお選びください【8)将来が不安定である】

Q5-1・ なぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【9)自分の意見が生かされない】
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Q5-1.な ぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【10)昇進に関して不満がある】

Q5-1・ なぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【11キ ャリアアップのため】
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Q5-1.な ぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【12)幅広 い経験をするため】

Q5-1.な ぜ変えたいと思うのですか。次の1)～14)に つ いて、あてはまるものをお選びください【13)やりがいが感じられない】
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Q5-1.な ぜ 変えたいと思うのですか。次の1)～14)に ついて、あてはまるものをお選びください【14)結婚、育児、

介護などに配慮がない】

Q6.あ なたは、今までに離職や転職の経験がありますか
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Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【1)読解力や計算

などの基礎的知識や学カ】

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【2)自分を理解する能力】
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Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【3)他者への配慮や思いやり】

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のよちな資賞や能ガがどの程度必要だと思いますか【4)多様な集団や
組織の中でコミュニケーションをはかっていく能力】

166



Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【5)情報を収集、

選択、活用する能力】

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【6)社会や職業について学ぶ能力】
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Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【7)多様な役割を

知りそれを担う能力】

Q7.あ なたは・人が生きていくうえで、次のよう資質 や能力 がどの程度必要 だと思いますか【8)計画をたて実行する能力 】
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Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【9)選択肢の中か
ら主体的に判断する能力】

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【10)課題を設定し解決する能力】
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Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【11)基礎的体力】

Q7・ あなたば、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【12)マナーや時間

を守るなどの一般常識】
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Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【13)道徳心や公共心などの社会性】

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと 思いますか【14)交渉 ・異議申
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し立てするなどの自分の意見を的確に伝える能力】



Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【15)論理的にもの

ごとを考える能力】

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【16)アイディアや新

しいことを創造的に生み出していく能力】
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Q7,あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【17)状況 の変化

に柔軟に対応する能力】

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか【18)常に薪しい知

識・経験・学力を身につけようとする能力】

・一173・ 一



Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【1)読解力や計算などの

基礎的知識や学力】

Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【2)自分を理解する能力】

一174一



Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【3)他者への配慮や思いやり】

Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【4)多様な集団や組織の

中でコミュニケーションをはかっていく能力】

175一 一



Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【5)情報を収集、選択、活用する能力】

Q7-1・ それでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【6)社会や職業について学ぶ能力】

176一 一一



Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【7)多様な役割を知りそれを担う能力】

Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【8)計画をたて実行する能力】

一一177一



Q7-1.そ れ では、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【9)選択肢の中から主体

的に判断する能力】

Q7-1それでは・それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【10）課題を設定し解決する能力】

一一178一 一



Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【11)基礎 的体力】

Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【12)マナーや時間を守るなどの一般常識】

179一



Q7-1.そ れ では、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【13)道徳 心や公共心などの社会性】

Q7-1・ それでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【14)交渉 ・異議申し立て

するなどの自分の意見を的確に伝える能力】

一180一



Q7-1.そ れ では、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【15論 理的にものごとを考える能力】

Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【16)アイディアや新しいこ
とを創造的に生み出していく能力】

181一



Q7-1,そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【17)状況 の変化に柔軟に対応する能力】

Q7-1.そ れでは 、それちの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか【18)常に新しい知識・経
験・学力を身につけようとする能力】

一一182一 一 一



Q8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)に ついて、どの程度自分

にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【1)私は、自分の興味や関心の対象がかわらない方だ】

Q8・あなたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)について、程度自分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【2)私は、自分が客観的だと思う】

183一



Q8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)に ついて、どの程度自

分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【3)私は、がまん強い方だ】

Q8・ あなたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)に ついて、どの程度自
分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【4)私は、好奇心の強い方だ】

一一184一 一一



Q8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)に ついて、どの程度自

分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【5)私は、積極的な方だ】?Q8・あなたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)について、どの程度自分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【6)私は、失敗・成功を気にする方だ】

一一185一 一一



Q8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)に ついて、どの程度 自分にあては

まるか判断して、あてはまるものをお選びください【7)私は、社会的習慣やしきたりを受け入れるのに、抵抗を感じる方だ】

?Q8・あなたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)について、どの程度自分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【8)私は、自分のやることに自信を持っている】

一一186一



Q8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)に ついて、どの程度自

分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【9)私は、いつもはりつめた気持ちをもっている】

Q8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)に ついて、どの程度自

分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【10)私は 、新しいグループに気楽に入れる方だ】

187



Q8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次 の1)～12)に ついて、どの程度自

分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【11)私は、考え方や行動は理性的だ】

?Q8・あなたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思いますか。次の1)～12)について、どの程度自分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選びください【8)私は、自分のやることに自信を持っている】

一一188一 一



Q9.あ なたは、条件が整えば、何か学習したいこと(現在やっていることを含む)がありますか

Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【1)俳句、手工芸、絵画など趣味的なもの】

一189一



Q9-1・ どのような内容の学習をしたいですか。次の1)～1つ について、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【2)歴史・科学 ・芸術鑑賞など教養的なもの】

Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【3)政治・経済・環境・国際など時事的・社会的な問題】

一190一



Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【4)体育・スポーツ・レクリエーション】

Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお選

びください【5)健康管理や病気の予防】

一191一



Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【6)家庭生活に必要な知識や技能】

Q9-1.ど の ような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【7)子どもの教育や育児】

192一 一



Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【8)ボランティアや地域・社会的な活動】

Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお選びください【9)コンピュータに関する知識や技能】

一 ・193一 ・



Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【10)英会話やその他の外国語】

Q9-1.ど めような内容の学習をしたいですか。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるものをお

選びください【11)職業上の知識や技能】

一 一194一 一



Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【1)いまの収入(世 帯全体)】Q10.あなたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)について、あてはまるものをお選びください【2)住んでいる住宅】

,195.



Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【3)家庭生活】

QlO.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～)12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【4)住居のまわりの自然環境】

196一 一



Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【5)地域の社会施設(学 校、図書館、公民館等)】

QIO・ あなたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に つ いて、あてはまるも
のをお選びください【6)余暇(レ ジャー)】

一197一 一



Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【7)自分のこれまで受けた教育】

Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまるも
のをお選びください【8)健康】

一198一



Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選び〈ださい【9)暮らし向き】

Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください〔10)現在の社会情勢】

一一199一 一



QlO.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【11)人間関係や人づきあい】

Q10.あ なたは、つぎのことに満足していますか、それとも不満がありますか。次の1)～12)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【12)生活全体】
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Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【1)仕事は人生における生きがいである】

Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【2)たとえ、望む仕事につけなかったとしてもがまんして働くべきである】

一201一



Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【3)経済的に困らなければ、わざわざ望まない仕事に就く必要はない】

Q11.あ なたは、仕事 に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【4)就職は有力なコネで決まる】

一202一 一



Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【5)キャリアアップのための転職は当然である】

Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【6)仕事のやりがいよりも職場が安定している方が大事である】

一203一



Q11.あ なたは 、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま ・

るものをお選びください【7)会社のブランドよりも仕事の内容が重要である】

Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【8)業績をあげるためにはチームワークよりも個人プレーが必要である】

一204一



Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【9)自分が就きたい職業を早く知ることが大事である】

Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【10)仕事 に役立つのは基礎的な学力である】
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Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【11)いろいろな人との関係やつながりが大切である】

Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【12)家庭 のことよりも、自分の生き方を優先する】

一206一



Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはまる

ものをお選びください【13)仕事 は自分め能力を活かすよい機会である】

Q11.あ なたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)に ついて、あてはま

るものをお選びください【14)地域 や社会のために役立つことをしたい】

一207一



Q12.あ なたは、次の1)～8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場」などいくつかの場に分けた場合、どこが一番あてはまりますか。もっともあては

まるものをお選びください【1)生活にはりあいや活力をもたらしてくれる場】

Q12.あ なたは、次の1)～8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場」などいくつかの場に分けた場合、どこが一番あてはまりますか。もっともあては
まるものをお選びください【2)心の安らぎや気晴らしを感じることの多い場】

一一208一 一



Q12・あなたは,次 の1)～8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場」などいくつかの場に分けた場合、どこが一番あてはまりますか。もっともあては
まるものをお選び ださい【3)自分の生き方や価値観に影響を与えている場】

Q12.あ なたは、次の1)～8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場」などいくつかの場に分けた場合、どこが一番あてはまりますか。もっともあてはま

まるものをお選びください【4)人々 との交流やふれあいを感じる場】

一209一



Q12.あ なたは、次のD^・8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場」などいくつかの場に分けた場合、どこが一番あてはまりますか。もっともあては

まるものをお選びください〔5)自分の人間性を豊かにしてくれる場ユ

Q12.あ なたは、次のの～8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場をr家膿』r職場」などいくつかの場に分けた場合、どこが一番あてはまりますか。もっともあては
まるものをお選びください【6)自分の可能性を案現したり、達成感を感じる場】

一210一 一



Q12.あ なたは、次の1)～8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場」などいくつかの場に分けた場合、どこが一番あてはまりますか。もっともあては
まるものをお選びください【7)自分が役立っていると感じたり、評価を得ている場】

Q12.あ なたは、次の1)～8)のそれぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場」などいくつかの場に分けた場舎、どこが一番あてはまりますか。もっともあては
まるものをお選びください【8)今後つき合いを広げていきたい場】

一211一



Q13.あ なたは、次の1)～4)に つ いて、現在人生設計を立てていると思いますか【1)仕事】

Q13.あ なたは、次の1)～4)に ついて、現在人生設計を立てていると悪いますか【2)家庭生活】

一212一



Q13.あ なたは、次の1)～4)に ついて、現在人生設計を立てていると思いますか【3)老後の生活】

Q13.あ なたは、次の1)～4)に ついて、現在人生設計を立てていると思いますか【4)人生全般】

一213一



Q14.あ なたの最終学歴はつぎのどれですか

Q15.あ なたは、進学する学校(最 終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)
～9)の それぞれについて、あてはまるものをお選びください【1)自分の学力にあっている】

一214一



Q15.あ なたは、進掌する学校(最 終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)
～9)の それぞれについて、あてはまるものをお選びください【2)自分の興味欄 心があった】

Q15.あ なたは、進学する学校(最 終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)～

9)の それぞれについて、あてはまるものをお選びください〔3【自分の得意教科・科目を生かせる】
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Q15.あ なたは、進学する学校(最 終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)～

9)の それぞれについて、あてはまるものをお選びください【4)希望する職業に結びつくことができる】

Q15.あ なたは、進学する学校(最終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)
～9)の それぞれについて、あてはまるものをお選びください【5)親、家族のすすめ】

一一216一 一



Q15.あ なたは、進学する学校(最終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)～9)の それ

ぞれについて、あてはまるものをお選びください【6)教師のすすめ】

Q15.あ なたは、進学する学校(最終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)
～9)の それぞれについて、あてはまるものをお選びください【7)自分が必要とする資格をとれる】

一217一 ・



Q15.あ なたは、進学する学校(最終学歴)を選ぶ時に次のことをどのくらい重視しましたか。次の1)～9)

のそれぞれについて、あてはまるものをお選びください【8)専門的知識や技術を身につけることができる】

Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれについ

てあてはまるものをお選びください【1)女性は、ずっと続けられる職業を持ったぼうがよい】

一一218一 一



Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれについ

てあてはまるものをお選びください【2)男性も、女性と同じように、家事や育児をするのは当然だ】

Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びくださ
い【3)女性は、もっと積極的に社会に進出すべきだ】

一219一



Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれについ
てあてはまるものをお選びください【4)今の社会は、高齢者に対する配慮が足りない】

Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください【
5)結婚して子どもを育てることだけが幸せな人生ではない】
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Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれについ

てあてはまるものをお選びください【6)今の社会は、貧富の差が大きい】

Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれについ

てあてはまるものをお選びください【7)定職につかない人が増えると日本社会の将来はあぶない】
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Q16.あなたは、次の1)～8)のような社会全体についての意見にるついてどのように思いますか。それぞれについてあてはまるものをお選びください【8)社会保障制度は自分の将来の生活のために必要だ】Q17.ご 自身の現在および将来のライフコースについて、次の1)~5)の 項 目について、もっともあてはまるものをお選びくださ
い【1)結婚】
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Q17.ご 自身の現在および将来のライフコースについて、次の1)～5)の 項 目について、もっともあてはまるものを

お選びください【2)子ども】

Q17.ご 自身の現在 および将来のライフコースについて、次 の1)～5)の 項 目について、もっともあてはまるものをお選 びください【3)仕事】
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Q17.ご 自身の現在および将来のライフコースについて、次の1)～5)の 項目について、もっともあてはまるものをお選びください【4)70歳以降の生活設計 】

Q17.ご 自身の現在および将来のライフコースについて、次の1)～5)の 項 目について、もっともあてはまるものをお選びください【5)介護を
必要とする老後】
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Q18.あ なた は 、子 どもが い ま す か

Q18-1.あ なたは、子どもが何人いますか。人数を数宇で記入し、次に出生順に子どもの性別と合計人数をお答えください【1)人数】
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Q18-1.あ なたは、子どもが何人いますか。人数を数字で記入し、次に出生順に子どもの性別と合計人数をお答
えください【1)人数】

Q18-2.第 一子(一番最初に産まれた子ども)について、あてはまるものを選択、必要な箇所は記入ください 【1)性別】

Q18-1第一子（一番 最初に産まれた子ども)について、あてはまるものを選択、必要な箇所は記入ください【2】 年月(西 暦)省 略】
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Q18-2.第 一子（一番最初に産まれた子ども〉について、あてはまるものを選択、必要な箇所は記入

ください 【3)学校の種類『小学校』】

Q18-2・ 第一子(一番最初に産まれた子ども)について、あてはまるものを選択、必要な箇所は記入
ください 【3)学校の種類『中学校』】

・一227一 ・



Q18-2.第 一子(一 番最初に産まれた子ども)について、あてはまるものを選択、必要な箇所は記入ください 【3)
学校の種類『高校』】

Q18-2.第 一子(一 番最初に産まれた子ども)について、あてはまるものを選択、必要な箇所は記入ください 【3)学校の種類

『大学』
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Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あ

てはまるものをお選びください【1)明るい子】

Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あ

てはまるものをお選びください【2)かっこいい子】
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Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あて

はまるものをお選びください【3)元気な子】

Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あ
てはまるものをお選びください【4)勉強ができる子】
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Q19.あなたのお子さん（第一子）は、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)のそれぞれについて、あてはまるものをお選びください【5)やさしい子】ロ

Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あ

てはまるものをお選びください【6)頼りになる子】
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Ql9.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あ

てはまるものをお選びください【7)運動ができる子】

Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あ

てはまるものをお選びください【8)先生に好かれている子】
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Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あてはまるも
のをお選びください【9)人より優れたところがある子】

Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて
、あてはまるものをお選びください【10)どんなことにも一生懸命である子】
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Q19.あ なたのお子さん(第 一子)は 、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)の それぞれについて、あて
らはまるものをお選びください【11)失敗 してもくよくよしない子】

Q19.あなたのお子さん（第一子）は、どのようなお子さんだと思いますか。次の1)～12)のそれぞれについて、あてはまるものをお選びください【12)クラスの人気者】
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Q20.あ なたは、お子さん(第一子〉について、どの学校まで進ませたいですか(す でに卒業している場合は最終学歴をお答えください)

Q21.あ なたは、お子さん(第 一子)が どんな仕事に就きたいか(就 いている場含も含む)知 っていますか
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Q22.あ なたは、お子さん(第 一子)が 何のために働くと考えてぼしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお

選びください【1)立身出世のため〕

Q22.あ なたは、お子さん(第 一子)が 何のために働くと考えてぼしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお
選びください【2)社会的評価を得るため】
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Q22.あ なたは、お子さん(第一子)が何のために働くと考えてほしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお

選びください【3)経済的に豊かになるため】

Q22.あなたのお子さん（第一子）が何のために働くと考えてほしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお選びください【4)自分の得意なことを生かすため】
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Q22.あ なたは、お子さん(第 一子)が 何のために働くと考えてほしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお

選びください【5)自己実現のため】

Q22.あ なたは、お子さんく第一子)が 何のために働くと考えてほしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお

選びください【6)人生を楽しむ金銭的余裕が必要なため】
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Q22.あ なたは、お子さん(第一子)が 何のために働くと考えてぼしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお
選びください【7)生活を維持するため】

Q22.あなたのお子さん（第一子）が何のために働くと考えてほしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお選びください【8)社会と協調して生きるため】
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Q22.あ なたは、お子さん(第 一子)が 何のために働くと考えてほしいですか。次の１)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお

選びください【9)社会に貢献するため】

Q22.あ なたは、お子さん(第・一子)が 何のために働くと考えてほしいですか。次のD～1Dの それぞれについて、あてはまるものをお蜘 選びください【10)働くのぱ当然だから】
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Q22.あ なたは、お子さん(第一子)が 何のために働くと考えてほしいですか。次の1)～11)のそれぞれについて、あてはまるものをお

選びください【11)経済的に困窮しないため】

Q23.あ なたは、お子さん(第一子)の 進路・就職について、どのように考えていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選.び ください【1)職業資格に結び
つく勉強をしてほしい】
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Q23・ あなたは、お子さん(第 一子)の進路・就職について、どのように考えていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選

びください【2)有名大学に進学させたい】

◎23・あなたは・お子さ々(第 一子)の進路・就職について、どのように考えていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください【3)収入は少なく
ても好きな仕事に就いてぼしい】
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Q23.あ なたは、お子さん(第一子〉の進路・就職について、どのように考えていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選

びください【4)アルバイトやフリーターでよいから、とにかく働いてぼしい】

Q23.あ なたは、お子さん(第一子)の進路・就職について、どのように考えていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選

びください【5)手に職をつけてぼしい】

____..



Q22.あなたのお子さん（第一子）の進路・就職について、どのように考えていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選びください【6)親の希望する職業に就いてほしい】Q23.あ なたは、お子さん(第一子)の 進路・就職について、どのように考えていますか、それぞれについて、あてはまるものをお選
びください【7)一流企業に勤めてぼしい】
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Q23.あ なたは、お子さん(第一子)の進路・就職について、どのように考えていますか、それぞれについて、あてはまるものをお選

びください【8)公務員になってほしい】

Q23.あ なたは、お子さん(第一子)の 進路・就職について、どのように考えていますか。それぞれについて、あてはまるものをお選

びください【9)専門職に就いてほしい】
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Q24.あ なたは、お子さん(第 一子)と次のことについてよく話をしますか。あてはまるものをお選びください【1)勉強や進学のこと】

Q24.あ なたは、お子さん(第 一子)と次のことについてよく話をしますか。あてはまるものをお選びください【2)将来の仕事のこと(就
職のこと)】
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Q24.あ なたは、お子さん(第 一子)と次のことについてよく話をしますか。あてはまるものをお選びください【3)お金のこと】

Q24.あ なたは、お子さん(第一子)と次のことについてよく話をしますか。あてはまるものをお選びください【4)政治や社会のこと】

一一一247



Q24.あ なたは、お子さん(第 一子)と次のことについてよく話をしますか。あてはまるものをお選びください【5)結婚のこと】

Q24・ あなたは、お子さん(第 一子)と次のことについてよく話をしますか。あてはまるものをお選びください【6)友人のこと】
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Q25.あ なたは、お子さん(第一子)が どんな仕事に向いているかどのくらいわかっていますか

Q26.あ なたのお子さん(第一子)へ の期待や希望について、1)～3)のそれぞれの項目 について1もっともあてはまるものをお選びください【1)仕 事】
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Q26.あ なたのお子さん(第 一子)へ の期待や希望について、1)～3)の それぞれの項目について、もっともあてはまるものをお選び

ください【2)結婚】

Q26.あ なたのお子さん(第一子)へ の期待や希望について、1)～3)のそれぞれの項目について、もっともあてはまるものをお選び

ください 【3)子ども】

一一一250一 一



2質 問紙調査自由記述
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将来設計に関する自由記述

一252一



将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述



将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述



将来設計に関する自由記述

一一274一 一一一



将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述



将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述
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将来設計に関する自由記述



将来設計に関する自由記述
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3質 問紙調査票

職業意識に関するアンケート

まず、最初にあなたご自身のことを伺います

Q1.あ なたは男性ですか、女性ですか

1.男 性

2.女 性

Q2.あ なたの年齢は何歳ですか

30歳 ～34歳

35歳 ～39歳

40歳 ～44歳

45歳 ～49歳

Q3.あ なたは、つ ぎの どれ に当た ります か

1.常 勤として働いている

2.パ ー トタイマー として働いている →Q4へ

3.非 常勤 ・アルバイ トとして働いている →Q4へ

4.専 業主婦 ・主夫 →Q4へ

5.そ の他(一)→Q4へ

■ Q3-1か らQ3-4はQ3で 「1.常勤 と して働 いてい る」 とお答 えの方 にお 聞き します

Q3-1.あ なたの仕事 は、つ ぎの どれ に 当た ります か

一281一

■ Q3-1で 「1.専門的 ・技術 的職業」 とお答 えになった方 にお聞き します

Q3-1SQ.あ なたの仕 事 は、つ ぎの どれ にあた ります か

1.科 学研 究者

2.医 師、薬剤 師

3.保 健医療の職業(看 護士、栄養士、臨床検査技師、理学療法士)

3.事 務的職業(一 般事務員、会計事務員、営業 ・販売関連事務員など)

4.販 売の職業(商 品販売、販売類似(不動産仲介人)など)

5.サ ー ビスの職業(生 活衛 生(理 容師 、美容師)、 飲食物 調理 、接 客サー ビスな ど)

6.保 安 の職業(自 衛官 、警 察官、消 防員 な ど)

7.農 淋 漁業 の職業

8.運 輸 ・通信の:職業(鉄 道運転 、 自動車運転など)

9.技 能工、採掘 ・製 造 ・建設 の職 業お よび労務 の職業

10.上 記以外

1.専 門的 ・技術的職 業 →Q3-1Sの 下 立分類 もお:答えくだ さい

2.管 理的職業(管 理 的公務 員、会 社 ・団体 の役 員な ど)



4.法 務 ・財務の職業(裁 判官、弁護士、公認会計士、税理士)

5.教 育の職業(幼 稚園教員、小学校教員、中学校教員、高等学校教員等)

6.高 等教育の職業(大 学教員、短大教員、高等専門学校教員)

7.そ の他(「 一)

Q3-2.あ なたの現在の仕事の内容を具体的に書いて ください

(例:保 育士、警察官、小学校教諭)

Q3-3.あ なたの現在の仕事は、ご両親や親戚など身近な人と類似の仕事ですか

1.は い

2.い い兄 →Q3-4へ

■ Q3-3で 「1.はい」 とお答 えの方 にお 聞き します

Q3-3SQ.そ れ は どなたですか(複 数 回答 可)

1.母 親

2.父 親

3.親 戚

4.そ の 他

Q3-4.あ なたは、現在 の仕事にどのように して就きま したか

そうである そうでない

1)か なり早 くか ら関心を持ち努力 して就いた

2)仕 事 を選択す るときに、悩みなが ら自分の意

志で努力 して就いた

3)仕 事があれば何でもよく、特定の仕事に深い

関心はなかった

4)就 きたい仕事がわか らなかったので とりあえ

ず就いた

5)就 きたい仕事 に就けなかったのであきらめて

就いた

■全員の方にお聞きします

Q4.あ なたの現在の仕事(パ ー トタイム、アルバイ ト、専業主婦 ・主夫を含む。以下同じ。)は、あな

たが本 当に就きたい理想の仕事でしたか

1.は い

2.い い え

Q5.あ なたは、現在の仕事をもし変えることができるとしたらどうしますか

1.す ぐに変 え る

一282一 一



2

3

4

しばらく考えてから変える

変えない →Q6へ

わか らない →Q6へ

■ Q5で 「1.すぐに変え る」 「2.しば らく考 えてか ら変え る」 とお答 えの方 にお 聞き します

Q5-1.な ぜ変 えたい と思 うのです か。次の1)～14)に つい て、あてはま るものをお選 び くだ さい

よくあては

まる

あてはまる あまりあて

はまらない
全くあては

まらない'

1)賃 金がよくない

2)働 く時間や休暇に不満がある

3)仕 事の内容が単調すぎてつまらない

4)仕 事の内容がきつい

5)仕 事の内容が自分に合わない

6)人 間関係が うまくいかない

7)男 女差別がある

8)将 来が不安定である

9)自 分の意見が生かされない

10)昇 進に関 して不満がある

11)キ ャリアアップのため

12)幅 広い経験をするため

13)や りがいが感 じられない

14)結 婚、育児、介護などに配慮がない

15)そ の他(一)

■全員の方にお聞きします

Q6.あ なたは、今までに離職や転職の経験がありますか

1.あ る(そ の回数をお答えください →(

2.な い

回)

Q7.あ なたは、人が生きていくうえで、次のような資質や能力がどの程度必要だと思いますか

とても必

要である

まあ必要

であるご

あまり必

要でない

全然必要 .

ではない'

1
)
2
)
3
)
4
)

読解力や計算などの基礎的知識や学力

自分を理解する能力

他者への配慮や思いやり

多様な集団や組織の中でコミュニケーションをはか
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つていく能力

5)情 報を収集、選択、活用する能力

6)社 会や職業について学ぶ能力

7)多 様な役割を知りそれを担う能力

8)計 画をたて実行する能力

9)選 択肢の中から主体的に判断する能力

10)課 題を設定し解決する能力

11)基 礎的体力

12)マナーや時間を守るなどの一般常識

13)道 徳心や公共心などの社会性

14)交 渉・異議申し立てするなどの自分の意見を的確

に伝える能力

15)論 理的にものごとを考える能力

16)ア イディアや新しいことを創造的に生み出していく

能力

17)状 況の変化に柔軟に対応する能力

18)常 に新しい知識 ・経験 ・学力を身につけようとする

能力

Q7-1.そ れでは、それらの資質や能力を、特にどこで身に就けるべきだと思いますか。あてはまるものをすべ

てお選びください(複数回答可)

1)読 解力や計算などの基礎的知識や学力

2)自 分を理解する能力

3)他 者への配慮や思いやり

4)多 様な集団や組織の中でコミュニケーションを

はかっていく能力

5)情 報を収集、選択、活用する能力

6)社 会や職業について学ぶ能力

7)多 様な役割を知りそれを担う能力

8)計 画をたて実行する能力

9)選 択肢の中から主体的に判断する能力

10)課 題を設定し解決する能力

11)基 礎的体力

家庭学校

職場 地域社会
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12)マ ナーや時間を守るなどの一般常識

13)道 徳心や公共心などの社会性

14)交 渉・異議申し立てするなどの自分の意見を

的確に伝える能力

15)論理的にものごとを考える能力

16)ア イディアや新しいことを創造的に生み出して

いく能力

17)状 況の変化に柔軟に対応する能力

18)常 に新しい知識 経験・学力を身につけようと

する能力

Q1 8.あ なたは、自分がどのような性格的な特徴をもっていると思 いますか。次 の1)～12)に ついて、どの程

度自分にあてはまるか判断して、あてはまるものをお選び ください

1)私 は、自分の興味や関心の対象がかわ

らない方だ

2)私 は、自分が楽観的だと思う

3)私 は、がまん強い方だ

4)私 は、好奇心の強い方だ

5)私 は、積極的な方だ

6)私 は、失敗・成功を気にする方だ

7)私 は、社会的習慣やしきたりを受け入れ

るのに、抵抗を感じる方だ

8)私 は、自分のやることに自信を持ってい

る

9)私 は、いつもはりつめた気持ちをもって

いる

翌0)私は、新しいグループに気楽に入れる方

だ

11)私 は、考え方や行動は理性的だ

12)私 は、社交的であると思う

一285一 一一一
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Q9.あなたは、条件が整え ば 何か学習したいこと(現在やっていることを含む)がありますか

1.ぜ ひや りたいことがある

2.で きればやりたいことがある

3.決 まっていないが 、何かやりたい

4.や りたいことは、特 にない →Q10へ

■ Q9で1～3とお 答えの方にお聞きします
臨

Q9-1.ど のような内容の学習をしたいですか 。次の1)～11)に ついて、それぞれについて、あてはまるも

のをお選びください

1)俳 句、手工芸、絵画など趣味的なもの

2)歴 史・科学・芸術鑑賞など教養的なもの

3)政 治 ・経済・環境 ・国際など時事的・社会的な問

題

4)体 育 ・スポーツ・レクリエーション

5)健 康管理や病気の予防

6)家 庭生活に必要な知識や技能

7)子 どもの教育や育児

8)ボ ランティアや地域・社会的な活動

9)コ ンピュータに関する知識や技能

10)英 会話やその他の外国語

11)職 業上の知識や技能

12)そ の他(一)

■全員の方にお聞きします

Q10.あ なたは、つぎのことに満 足していますか、それ とも不満がありますか。次の1)～2)に ついて、あて

はまるものをお選 びください

1)いまの収入(世帯全体)

2)住 んでいる住宅

3)家 庭生活

4)住 居のまわりの自然環境

5)地 域の社会施設(学校、図書館、公民館等)

満足

や
足
や
満

や

満

,

や

不

不満
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6)余 暇(レ ジャー)

7)自 分のこれまで受けた教 育

8)健 康

9)暮 らし向き

10)現 在の社会情勢

11)人 間関係 や人づきあい

12)生 活全体

Q11.あなたは、仕事に関する次のような意見についてどのように思いますか。次の1)～14)について、あてはまるものをお選びください

「
1

1)仕 事は人生における生きがいである

2)た とえ、望む仕事につけなかったとしてもがまん
ξ

して働くべきである

3)経 済的に困らなければ、わざわざ望まない仕事

に就く必要はない

4)就 職は有力なコネで決まる

5)キ ャリアアップのための転職は当然である

6)仕 事のやりがいよりも職場が安定している方が

大事である

7)会 社のブランドよりも仕事の内容が重要である

8)業 績をあげるためにはチームワークよりも個人プ

レーが必要である

9)自 分が就きたい職業を早く知ることが大事である

10)仕 事に役立つのは基礎的な学力である

11)い ろいろな人との関係やつながりが大切である

12)家 庭のことよりも、自分の生き方を優先する

13)仕 事は自分の能力を活かすよい機会である

14)地 域や社会のために役立つことをしたい
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Q12.あ なたは 、次 の1)～8)の それぞれについて、生活やつきあいの場を「家庭」「職場』などいくつか の場

に分 けた場合 、どこが一 番あてはまりますか 。もっともあてはまるものをお選 びください

ど

こ
に
も
な

い

そ

の
他

イ
ン
タ
ー

ネ

ツ
ト
上

の
ソ
サ

エ
テ

ィ

地
域
社
会

響
弩
髄
ー
灘
海

＞
研
究
窒
会

・
趣
味
の
団
体
な
ど
＜

職
場

友
弐
差
の
つ
き
あ
い

の
場

'

家
庭

1)生活にはりあいや活力をもたらしてくれる場

2)心 の安らぎや気晴らしを感じることの多い場

3)自 分の生き方や価値観に影響を与えている場

4)人 々との交流やふれあいを感じる場

5)自 分の人間性を豊かにしてくれる場

6)自 分の可能性を実現したり、達成感を感じる場

7)自 分が役立っていると感じたり、評価を得ている場

8)今 後つき合いを広げていきたい場

Q13.あ なたは、次の1)～4)に ついて・現在人 生設計を立 てていると思い ますか

1)仕 事

2)家 庭生活

3)老 後の生活

4)人 生全般

現在ほ:

と

んど 設
.欝

が
で
きている

あ

る

程

度

設

計

が

で

き

て.

い'

る',

気

に 、

は'

し

て

い

る

が.

あ

ま

り

・餐

、て 、

い

、な.

い 亀

ま
つ

鳶

く

考

え

て

む、

な

鶴、
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Q14.あ なたの最終学歴はつぎのどれですか

1.中 学 校 →Q15へ

2.高 校 →Q15へ

3.高 等専 門学校

4.短 期大学

5.大 学

6.大 学 院

7.そ の 他(

■ Q14で3～7と お答えの方にお聞きします

Q14-1あなたの最終学部・学科は次のどの分野ですか。あてはまるもの一つをお選びください
電

1.法 学 系

2.経 済 ・商学系

3.文 学系

4.社 会 学系

5.教 育 学系

6.外 国語学系

7。 教員養成 学系

8.理 学系

9.工 学 系

10.農 ・獣 医 ・水産 学系

11.

12.

13.

14.

15.

16.

医学系

歯学系

薬学系

保健 ・看護学系

介護 ・福祉学系

家政 ・生活科学系

17.

1$.

19.

20.

芸術学系

体育学系

情報学系

その他(

■全員の方にお聞きします

Q15.あ なたは、進学する学校(最 終学歴)を選 ぶ時に次のことをどのくらい重視 しましたか。次の1)～9)の

それぞれ について、あてはまるものをお選 びください

重 観した
か
どち ら1ともい

えない

重視 しなかっ

た

1)自 分の学力にあっている

2)自 分の興味 ・関心があった

3)自 分の得意教科 ・科 目を生かせ る

4)希 望する職業に結びつ くことができる

5)親 、家族のすすめ

6)教 師のすすめ

7)自 分が必要とす る資格をとれ る

8)専 門的知識や技術を身につけることができる

9)家 庭の経済状況 にあっている

10)そ の他(一 　 )
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野

Q16.あ なたは、次の1)～8)の ような社会全体についての意見についてどのように思いますか。それぞれ

についてあてはまるものをお選びください

D女 性は、ずっと続けられる職業を持ったほう

がよい

2)男 性も、女性と同じように、家事や育児をす

るのは当然だ

3)女 性は、もっと積極的に社会に進出すべきだ

4)今 の社会は、高齢者に対する配慮が足りない

5)結 婚して子どもを育てることだけが幸せな人

生ではない

6)今 の社会は、貧富の差が大きい

7)定 職につかない人が増えると日本社会の将

来はあぶない

8)社 会保障制度は自分の将来の生活のため

に必要だ

Q17・ ご自身 の現在 および将来のライフコースについて、次の1)～5)の 項 目について、もっともあてはま

るものを お選 びください

1)結 婚

2)子 ども

3)仕 事

4)70歳 以降の生活設計

1.す でに結婚している

2.将 来結婚したい

3.結 婚しても結婚 しなくてもよい

4.ず っと独身でいたい

5.わ からない

1.す でに子 どもが いる

2.将 来子 どもが ほしい

3.子 どもはいらない

4.わ か らない

1。現在の仕事を持ち続ける

2.可 能なら転職したい

3.結 婚したら仕事をやめたい

4.子 どもが生まれたら仕事をやめたい

5.子 どもが一定の年齢になったら再び仕事 につきたい

6.経 済的に安定していれ ば専 業主婦 ・主夫でいたい

7.わ からない

1.で きれば仕事をしたい

2.趣 味を深めたい

3.ボ ランティア活動をしたい

4.ひ とりで自由に過ごしたい
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5)介 護を必要とする老後

5.家 族と静か に過ごしたい

6.何 もしたくない

7.わ からない

1.子 どもの世話 になりたい

2.配 偶者 の世話 になりたい

3.在 宅 し公的サービスを受けたい

4.高 齢者施設 に入 りたい

5.誰 か らも世話を受けたくない

6.わ か らない

Q18.あ なた は、子 どもがいますか

1.い る

2.い な い →Q27へ

Q18-1.あ なたは、子 どもが何人いますか。人数を数字で記入 し、次に出生順に子 どもの性別 と

合計人数をお答えください 煽

1.人数 人

2.出生順位(男 女別:例 男 ・男 ・女 合計3人 ….

合計1
.人

Q18-2.第 一子(一 番最初 に産まれた子 ども)について 、あて はま るものを選択 、必要 な箇所は記入

くだ さい

1.国 立

2。 公 立

3.私 立

1.国 立

2.公 立

3.私 立

1.国 立

2.公 立

3.私 立

4、 進 学 ぜ ず

1.国 立

2.公 立

3.私 立

4.浪 人

5.進 学 せ ず

一291一 一

1)性 別 ■
1 男 2.女

2)生 年 月(西 暦) 年 月

3)通 学 している(し ていた)学 校 の種類

■ Q18・1か らQ26はQ18で 「1.いる」 とお答 えの方 にお 聞き します

高 .狡 .1六学中学校



以下は第一子(一番 初に産まれた子ども)についてお獣 ください

Q19.あ なた のお子 さん(第 一子)は 、 どの よ うなお子 さんだ と思 います か。次 の1)～12)の それ

ぞれ につ いて、 あてはま るものをお選 び くだ さい

どζもそう

である

まあそうで

ある

あま夢そう'

でない

全然そうで

ない

1)明 るい子

2)か っこいい子

3)元 気な子

4)勉 強ができる子

5)や さしい子

6)頼 りになる子

7)運 動ができる子

8)先 生に好かれている子

9)人 より優れたところがある子

10)ど んなことにも一生懸命である子

11)失 敗 して もくよくよしない子

12)ク ラスの人気者

Q20.あ なたは、お子さん(第 一子)に ついて、どの学校まで進ませたいですか(す でに卒業 して

いる場合 は最終学歴をお答えくだ さい)

1.中 学校

2.高 等学校

3.高 等専門学校

4.短 期 大学

5.大 学

6.大 学院

7.そ の 他

Q21.あ なたは、お子 さん(第 一子)が どんな仕事に就きたいか(就 いている場合 も含む)知 って

いますか

1.知 っ て い る

2.知 らない 遡 こ
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Q22・ あなたは、 お子 さん(第 一子)が 何 のた めに働 くと考 えてほ しいですか。 次 の1)～11)のそ

れ それ につ いて、 あてはま るもの をお選 び くだ さい

1)立 身出世のため

2)社 会的評価を得るため

3)経 済的に豊かになるため

4)自 分の得意なことを生かすため

5)自 己実現のため

6)人 生を楽しむ金銭的余裕が必要なため

7)生 活を維持するため

8)社 会と協調 して生きるため

9)社 会に貢献するため

10)働 くのは当然だから

11)経 済的に困窮 しないため

Q23.あ なたは、お子さん(第一 子)の 進路・就職 について、どのように考 えていますか 。それ ぞれ についミ

て、あてはまるものをお選 びください

一 ・293一

とてもそう

懇う

まあそう

思う・

あまりそう

患わない

ぜん懸んそ

う思わない

とてもそう

・である

まあそうで

・ある

あま拶そう

でない

ぜんぜんそ

うでない

12)そ の他

D職 業資格に結びつく勉強をしてほしい

2)有 名大学に進学させたい

3)収 入は少なくても好きな仕事に就いてほしい

4)ア ルバイトやフリーターでよいから、とにかく働い

てほしい

5)手 に職をつけてほしい

6)親 の希望する職業に就いてほしい

7)一 流企業に勤めてほしい

8)公 務員になってほしい

9)専 門職に就いてほしい



Q24あ なたは、お子さん(第一子)と次のことについてよく話をしますか。あてはまるものをお選びください

よく話を

する

ときどき話

をする

あま移籍を

しない

ぜんぜん詣

をしない

1)勉 強 や進学のこと

2)将 来 の仕 事のこと(就 職のこと)

3)お 金 のこと

4)政 治や社会 のこと

5)結 婚のこと

6)友 人のこと

Q25.あ なたは、お子 さん(第 一子)が どんな仕事 に向いているかどのくらいわかっていますか

{・はっきりとわかつτいる

2.な ん となくわ かっている

3.あ まりわか らない

4.ぜ んぜんわ からない

Q26.あ なたのお子さん(第 一子)へ の期待や希望 について、の～3)の それ ぞれ の項 圏について、もっとも

あてはまるものをお選びください

の仕事

2)結 婚

3)子 ども

鷹。安定した職業 に継続して就いてほしい

2.転 職 してでも適職 に就いてほしい

.3.結 婚 したら仕事をやめて家庭を守ってほしい

4.子 どもが生まれたら仕事をやめて家庭を守ってほしい

5.仕 事をや めても子どもが一定の年齢になったら再び仕事 についてほしい

6.経 済的に安定していれ ば専 業主婦 ・主夫でいてもらいたい

7.わ からない

咽.結婚してほしい

2.本 人次第

3.必 ずしも結婚 しなくてもよい

4.わ からない

准.子ども(孫)を 持ってほしい

2。本人次第

3。必ずしも子 ども(孫)は いらない

4.わ からない

■全員の方にお聞きします

Q27.仕 事や学業、家庭生活、余暇生活、老後の生活などを含んだ、あなたご自身の将来設計について

自由に書いてください

一一294一 一
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